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l新 設校 と校内 研究

五個荘町はいわゆる近江商人の発祥地として知られておりますが、その他幾多の優れた伝

承を今も立派に残しております。中でも教育を大切にするという精神的風土は明治以降の町

内各学校ヽ公民館等々の施設設備に十分伺うことができます。 6年前、現在の本校が統合新

設され、現在の如き立派な校合の出現を見たのもその一面であると考えられます。

学校統合が行われ唆すと当初は実にさ細なことにも注意が傾けられるものですが、校内研究

ということについても、それが教師間の精神的統合に連るという意味で自ら全職員が慎重に

話し合い良い研究を生み出したいと努力したことを思い出します。さいわい旧3校とも算数

を研究内容としていました上に、その頃小学校指導要領の改訂が行われ例えば集合の問題な

ど市い教師にメ全〈驚きの眼で熱心に協議をすすめることができました。

r方 3校から集った子どもたちの状況を見ますと、子どもたち相互はすぐに仲良くなつたよ

うですが、教室内の学習状況、全校行事、校内生活の多くの面に様々な問題点が見られまし

た。当時この状況に対処するために特に短所面を挙げて見ることにしたのですが、(1)勝手な

ことはよくしゃべるが大切なことや学習上のことは話せない。(2)案外行儀が悪〈無口で不愛

想である。(3)授業中に活気が無〈強い意見には無雑作に同調型で済最せる子が多い。(4)損得

観念が強く善いことに対する勇気や気概が乏しい…等々が観察されなした。校内研究もこう

した児童の実態を踏まえて取組まれねばならなかったのであります。       .

2バ ズ学 習に着 眼 して

先ず学校の完全な統合をめざす大切な方法の一つとしてあいさつ運動を取りあげました。

“おはよう。ら“ありがとうさら
鷲
さようならむぅなど言葉が如何に人と人を結びうけるかを知っ

たのでありますもまた教室内の不活発さは学習意欲の低調さとも見られるのではないかと思

われ、当時旺んに唱えられた主体的学習ということを研究することに致しました。村上芳夫

氏の主体的学習や野瀬寛顕氏の学び方学習をいろいると検討してみました。独自学習を宿題

という形でなく家庭でやれるようにすることを真allに考えてもみました。予習課題というこ

ともこの時取上げられたのであります。またこの両者が教室内学習で期せずして協同学習、

助け合い学習を行わせ、小集団による話し合いが重視されていることから本校で始めてバズ

方式を採用したのであります。統合直後であり教室では無口な子どもたちには、小集団で話

し合うことが、学習を自分のものにすることに役立つとともに子どもどうしの人間関係を一

層密にすることが出来ますので一石二′鳥といいますか、全く新設統合学校にふさわしい学習

方式であらたと思われました。やがてパズそのものを合理的にとらえてかられる塩
甲考茨季
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生のパズ学習方式に着目艮することになりました。         ・ ‐‐

3 バ ズ学 習の特性 を生かそ う

昭和45年度以降、パズ学習を具体的に経験し、直接塩田先生のご指導をいただ〈ようにな

って既に3年を終了、誠にお恥しい現状ですが、第4年に入った本年こそは今までの学習を

総括的に反省しバズ学習のもつ原理や諸条件(基本性と呼びました)を全体としてとらえ こ

れを実践に移し正しい評価を試みようと計画いたしました。考えてみますとパズ学習には子

どもに迫る学習の原理として(1)学習活動への積極的な参カロ、(2)理解の促進と拡大 (3)態度の

変化の 3つがあげられていますが、究極、是非到達しなければならないのは、(3)の態度の変

化ということであると思います。すなわちパズ学習によって人間形成を行うことであります。

人は誰でも無駄口はたたき易いが大切なことは容易に話せないとか、自分の主張は通そうと

頑張るが他人の言は軽んずるとぃう悪いくせを持っています。この悪癖をためて人と交り、

自分の言行に強い責任を持てる人間、これこそ最も望まれる人格であり特に現式の世相には

強く要請せねばならない人間像でありましょう。本年度実施していただきました本校での実

証授業はパズ学習がややもすると安易な話し合いに終っていわゆる効果的実践から遠ざから

ないよう純粋な客観的立場に立って授業の評価を行い平常から自己批判をなしつつ進むべき

ことを教えられたのですが、私どもはこのような実証的な謙虚な姿勢で授業を反省し、特に

ィヾズ学習についてはその基本性を見失わず、その特性を生かすことが私たちに最も肝要なこ

とであると思うのであります。

4塩 田先生 と本校

本校は名古屋大学で多忙な用務をお持ちの塩田先生からバズ学習に対する先生多年のご苦

心とご研究の粋とも言うべきものを直接拝聴し、また不十分な実践についてもご懇篤なご指

導を3年以上の歳月にわたり経験することが出来ました。これは本校教育にとってまさに革

期の事業であったと思います。新設当時の子どもの状況から見ればィヾズ学習によって得た収

獲は実に多大なものがあることは第3者によって確かめていただく必要があるとは言え、私

共職員の不勉強にもめげず終始熱心なご教示をいただきましたこと、また名古屋大学の大学

院‐から中野靖彦氏、市り||千秋氏、杉江修治氏の三氏から非常なご助成をいただきましたこと

は私共の終生忘み得ないところでございですoこ こにそのご熱意とご厚情に対し哀心より感

謝申し土げ私のご挨拶といたします。

昭稿 48年 1参 月20日

五個荘小学校長 森
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研究のあゆみを

本年度り研究の位置づけ

本校は昭和42年 4月 に五個荘町内の東、南、北の三小学校が名目統合され 翌年昭和43年

9月 1日 に現在の新校合に完全統合されたのである。

l 昭和 4盆 年以前 (三小 学校 の時代 )
東小学校では「 算数科にかける能力の定着を目ざして」南小学校も「 算数科の指導過程の

研知 が進められていた。更に北小学校においても同じく「 算数科の研究、特に図形指導の

構造化Jを主題とした研究が推進されていた。

2昭 和 42.43年 (移転 統合時代 )
新しく五個荘小学校が発足したといっても、最初の一年は事実上 3つに分れている校合を

すべての点で、どのようにまとめていくかということのみに終始した 1年であった。

43年 9月 に新校舎が完成Ц 名実ともに五個荘小学校が発足した。先ず三校から集った児

童を新しい学級に編成し、子ども達の不安をとりのぞき、彼等の期待に答えるためには、私

達教師は先ず何をいちばんにしなければならないかが大きな課題であった。従ってすべての

教師がお互いに今までの実態を話し合い、共通理解して同一歩調でとりくむ必要にせ唆られ

た。次に上げた3つはその時にとりくんだ項目である。

(1)学習意欲をたかめ、児童相互の意見の交換を活発にする工夫。

(2)能 力に応じた課題を与える工夫。

(3)授業の流れとして、 あしば―→中心 ―→たしかめる― 生かす  と撚う学習の型に
ついて

お 昭和 44年 《主体的学 習に と りく稔 )
校内の設備、施設の整備と共に教育の内容についても充実しなければならない年を迎えた。

学校長の指導と職員一同の情熱と相まって「 主体的学習へのとりくみ』へ研究の歩を進めた。

特に教科は過去の算数の歴史を基盤としてそこに焦点をしぼった。従ってテニマは「 算数科

の予習課題をどのように考え、どのように与えればよいか」と言うことになり、研究の推進

もテーマにそって進められた。

4昭 和 43年 (バ ズ学習へ 》
子どもの主体的な学習態度を育てるために、個人学習に眼をむけ、特に予習課題をもたせ、

その解決の手だてとして、友達同志が協力し合 う学習を展開した。さらにこの協力学習にパ

ズ学習を入れることによって、 より二層子どもひとりひとりの学習が効果をあげることに着

目した。 ここに名大の塩田先生を中心としたパズ学習を研究する会に参加させていただく機

会が得られ、パズ学習の基本的な考え方について研究を深めた。

丁
量
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。昭和46年 1月 25日 研究発表会開催 テーマ 「 磨き合う学習をめざして』

名大 塩田芳久先生 県教委 古川康男先生より御指導を受ける

参会者 郡内及び近隣校より 80余名
S 昭和 46年 (課 題も と りくみも評価 ≫

(1)研究主題  F話 し合い、求めて考えるこども」をめざして

(2)研究内容の概要

ア 前年度は主体的学習の中ヘバズ学習をとり入れたが、本年度はパズ学習を基盤にして

主体性をどのように培うかに焦点をおき、この観点にたって授業をどのように展開すれ

ばよいかに重点をおいた。

明 学習形態の基本を考えた

①か唆えの段階…0・・予習課題の話し合いから、学習課題に対する考え方を明確にする。

②確認の段階………学習課題の把握と解決方法について個人思考させる。

③バズの段階・………グループで課題に対して共同思考させる。

④まとめの段階……まとめと定着をはかる。次時の予習課題を考える。

ピ)学習構造図を作成して授業研究を深める。

・  認知目標と態度目標の同時達成
e 予習課題と学習課題の位置づけ
。 目標、課題 バズの関係を明記する。

③昭利46年 11月 17日  研究発表会開催 テーマ「 話し合い、求あて考えるこども」をめ

ざして、

名大 塩圏芳久先生  県教委 古り|1康男先生より御指導を受ける

参会者 県内外より 2◎ ◎余名
0 昭和47年 ≪バズ学習の原点にもどつて》
(1)研究主題「 パズ学習の基本性の追求と効果の拡張J

(1)撃

鵞菫T墨脅曇究の教科を一教科だ媒亀 て全員でとりくんできたが、本年はそれを国語

算数、理科の分野にまで広めることになった。研究の方法 も主として国語、算数、理科の

三部会に分れて、それぞれの部会でパズ学習の原点にかえ り、基本的な考えに立って、子

どもの思考活動を高めることに重点がかかれた。

ア 算数部会
。テーマ 「 数学的な思考を深めるパズ」

∽ 関係思考を深読る理解要素と態度要素の活用

ビ)学習構造の検討

朝 課題解決の視点とバズの方法

叫 自己評価 と相互評価

-4-



問 パズ活動による思考の深化

0 課題の学年別の年間計画の作成
イ 国語部会
攣テーマ 「 読み深めの過程にかけるパズ学習のあり方』
171 指導案の検討と授業の基本的な流し方 (予習課題やバズの位置づけ》

“

)授業観察の方法

明 学習構造図の作成
l‐l 課題の学年別年間計画の作成

ウ 理科部会
●テーマ 「科学的思考を育てるパズ学習のあり方」
明 指導過程とバズの位置づけ

⑤   ③
観察一→考察、確認―→発展

「
′くズ|(次時予習課題)L  I

鱒 課題設定のためのレジネステス

勢 個人思考と集団思考のさせ方。

lll 評価につながる態度目標、認知目標の分析と具体化。

0 課題の学年別年間計画の作成。
昭和 48年 《授業改造 をめ ざして )

(1)研究主題「 人間形成と授業改造」

(2)本年度の研究の位置づけ

本年度はパズ学習にとりくみ、実践してきた過去四年間の反省からバズ学習の特に基本

と考えられる、課題の与え方、パズのさせ方、授業の進め方、評価の仕方等……パズ学習

そのもののあり方やねらい、またはそれを実践していく上の具体的な方法や技術について

研究してきたことの総唆とめをする意味で「 人間形成と授業改造というテーマを設定した。

このテーマの追求の手続きを要約すれば

① 指導内容をよく検討する。
② 適切な課題を作成し、それを効果的な方法で提示する。
③ 課題について個人ごとにとりく峻せる。
④ 疑問点、不明点、予想などについて、グループで話し合わせる。
⑤ グループで話し合わせたことを、学級全体で話し合わせる。
③ 最後に教師が補足、修正してまとめる。
このような指導方法に基づいて、実証的な立場から典型的な授業として実証授業を計画

し、実施して、さらにそれを分析して評価することによって授業の基本原理を明らかにす

る。い幹かぇればバズ学習という教師を中心として学級全員/yD充実した相互作用、或は人銅

-5-
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関係を基盤とする授業のあり方を求めることによって、今後の研究の方向づけとしたいと

願っている。

次にあげた表はパズ学習の総括的な反省として、 ゆわゆるパズ学習の理論で示された重

要な諸内容の表であり、私達はこれを再確認することによって、本年度の出発に資したの

である。

バズ学習の指導過程の分析表

評価

情報 収集・診断

i:
i /', €U:e*/'. eRmmi*r., ti A^)t.ffiE&HJoftfr t, #)l$vcffifa#1ffi
:

| #tfta-#tffin,re E i,.. -WWam*z I z 7 *- ;i <^rtnffia*[ffi>:::"
i . Effi=u+m, f,L.=#ffi. EEEg i :. -#ffi{rc,ti vfcz | 7 7 t* ii. ;x9., ry 9ff84.' firaa'41$1

i mm : r' Hmrc t bWW,. | ? 7 ,:' +t{cl$l affiR'h bUvcffi*
I . -u*mrtt t, E#€, ?F :i <&.gto+tfi> ,i f acm )::': +#t I :'iRffi"-ory I ( 4atrifit* ::' ffpffifi)aiffi,Eg:::r:
: <+gmffioEa<> li +HR& L. frEaM:-EXWfr. ', <.ff8659ffio#1'ff>

i.#Tr, &H.@+Lfr ii ,J.FEtl6o ,i ;Xm'-ary bfiE^a'r1gr

| . $fr.fl, #Hffi#;atrlffi i:. &.$a+tfrtrl:x73trc t b y ,, ( ft#1t1fli-8tJffi',41flr-#ffi,
:

i '-- ".. ,tt vla#&^ 71-l't<v ' 
"t1fl1-W#"41flJ)

i <+r+. za\fua*tf> : , ,, ffi+tra.ffiffi ',,. ffr8:vc-xllb'r-gr
i. r'**tamffi, i: *Lnagiygvl*'daffiE" (w,l:wffi' tr*FHffi+)

i c,,ra, ftEA-u, #HBi-) ii 4bE- *&r, ,,.#tffirc-xllb'frfu
. gr#ogep ;; 

" 
(€ffi.'f=BH.E-tEHffi+)

| 二r―一`
‐‐1奮
慇鷺政忽轄所
価>

10目標指向の関係

10社会的接近の関係
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目標・ 内容

教 材 研 究

教授・学習

メデイア

<解決への取組み方>  | <認知的目標の評価>

le知識、理解、問題解決力、創

学習課題の構成と

《課題 変数 )
課題への取 り組み方と



睾 辱 茫 蝠 屹 颯 慾 辟

1 研究の目鋳
パズ学習は、根本的には、大要次の三つのねら軸をもって行 う学習の体制と考えられる。

(1)学力を伸ばす指導と、人間関係を高める指導の統合を目指す指導体lllで ある。

(2)個人の学習過程に関する事実や原理 と、集団相互の学習過程に関する事実や原理を統合

する包・
~E的
な方法論に基礎づけられた指導体制である。

(3)パ ズ学習は学級を一つの学習集団として、その望まし始発達をはかることを目標 とする

指導体制である。

本校では以上の三つのねらいを具体化するために、全学年の学習指導につ幹て校内での協

同研究を進めてきたのであるが、 これまでの実践研究のあとを省みると一応パズ学習の大要

と、校内で私 どもなりに探 し求めたバズ学習 (望ましい授業 )と を折 り合わせて検討を加え、

次々と、いわゆるパズ学習の基本的な諸条件や、諸段階を積み重ねてきたということが認め

られる。 しかしそれによって、

(1)い わゆる、 自主性 協調′臥 倉り造性を育てる学習に接近することができたか、
(2)学習は本来課題を解決する過程であり、適切な課題のな幅と通ろには、有効な学習は存

在しないと続う立場をとるとき、

ア 学習課題が適切に構成され、提示されたか。
イ 学習計画、すなわち子どもに学習の見通 しを持たせつつ指導をすすめることができたガも
ウ 課題解決の方法 としての個人学習のさせ方や、バズグループにおける相互作用の仕方
(特にバズの進め方、話 し方、聞き方、考え方 )等についての学年に応じた指導やヲ‖練

は、十分であったか。

(3)バ ズ学習では、撚わゆる認知釣目標と態度的目標を同時に達成することを、基本的なね

ら幅とするが、その具体的な実践と効果は果 してどうであったか。

(4)前年度は、学習過程を中心として研究をすすめ、特にバズ (話 し合膝 )を どのように位

置づけ、 どのような質のパズをさせればよ続か、 と榛うことから__バズ学習による学習

構造が研究問題となり、学習構造図等の研究 も行われたが、期待された結果は得られたか。

わた くしたちは、パズ学習の研究を進める中で、つねに以上の様な反省的考察を怠らなか

ったが、果 してバズ学習の研究や実践は、 これでよいのかな機 う疑間は、依然として残さ

れていたのである。そこて本年度当初におけるわたしたちの討論にお続て、今後の研究の

方向を、およそ次のように決定 し確認した。 遼れ唆で私 どもが積み上げてきた実践的な研

究成果を総括する意味においてくその効果を確認するとともに、さなに進んで、パズ学習

の最終的なねらいである「人間形成Jの問題をとり上げ、そのねう然を学校教育の申で、
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どのように達成 して撚 くかを中心課題として研究を計画する。 もちろん、 これ唆での実践や

研究をさ各に深め、着実にその成果を積み重ねてね くこと以外に、 このねら構を達成する的

確な方法はあり得ないとは考え毎れるが、 これまでの研究は、ややもすると膝わゆる授業中

心の研究であり、実践であった。本年度は、授業を中心とはするけれども、さらに進んで、

指導の全領域を統合 し、学校の教育を全体として犠かに組織化 し、全体的な教育体■llを 確立

して軽 《か、そして「人間形成」とい う最終的な目標達成にせまってい くかを、焦点的な問

題 として取り上げたいのである。

以下これまでの研究成果を総括する意味にか臨てなされた、実証的な授業研究の概要を報

告するとともに、今後の研究の方向を提示し、先生方の率直なご批判をいただきたいと考え

る次第である。

璽

(1)

畿 究 無 説

学習課題の構成

従来の指導においては、 1時間 l課題を単位とする学習課題を考え、その 1時間をい く

つかの課題に分けた指導過程の計画であり、次時の学習課題は、予告によって初めて子ど

も達が矢目ることになる。 しかしこれでは、本時の学習の目めてはもつていたとしても、分

析釣に構成 した 1時間のい くつかの課題解決に、何度もぶつかることにかえつて抵抗を感

L学 習効果のあが毎なかった事実も見られた。

すなわち、学習課題は、 もっと大きく指導する単元全体の目標に達成するための課題であ

り、その課題を子 どもは的確にとしえ、全体の見通しの上に立って、 目あてに向うもので

喩くてはないな臨。そこでこの学習目標に達成するためには、さらにい くつか分析課題を

構成 し、各時間の学習課題 (分析課題 )と するのである。 もちろん学習課題の構成 lFtは教

科の系統性や指導性を考えた上作成 し提示するのであるが、子ども達には、今学習してい

る課題の位置やその目あてが明らかでなければならない。 このようにその時間の学習目あ

てを的確にとらえ、全員が同じ課題、同じ問題に向って協力して解決 しようとするもので

ある。

このような学習課題の構成と学習の見通 しによって、課題解決への意欲を高め、学習活

動への参加度参強め、 より効果的な学習の取 り組みができると考える。

(2)学習の取り組み

前年度までの研究の結果を整理し、検討を加曼_て学習過程を次のように考え実証授業を

実施した。

ア 全体の学習課題の構成と提示によって、学習目標を明確にし、学習計画を考える。

イ 本時の学習課題を確実に知り、その解決筵唆ず個人で取り組み、個人思考を十分する。

ウ 個人思考のあとグループバズを行撚、意見をかわし合って相互に深め合う。
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エ グループの考えを全体バズによってさらにねり高める。
オ 教師の補足、修込 まとめによって、正 しく確実に理解させる。
力 最後に練習や学習の反省によって、確かな定着と応用力を象につける。

以止のような学習の取 り組みを幹として、学年や教科によって、その指導を考える、つ

まり課駒 提示と学習目標の明確イ颯 個人思み グループパズ、全体パズヽ学習の確認と

撚 う学習過程である⑬

すなわち、学習すべき内容を具体的には握 し、まず個人で考えることによって、その疑

問点や、困難点、正答と思われる解答等、それぞれ子どもの能力に応じて、 とにか く解決

の方法や、 自分の考えをしっかりもつことになる。そこで次のグルー プバズにおいては個

人思考を基にバズ活動を行 うことから、 この場合、ひじょうに密度の高い相互作用を期待

することができる。 これは、 より充実した学習をさせることになり、結果的には学習活動

への参加度 も学習理解も促進されることになる。 もちろん個人学習の態度やパズ活動にお

ける態度、学習の確認や自己評価に対する態度等、諸段階、諸内容にかけるそれぞれの態

度は、授業の中で修得させ、認知的目標と、態度的目標の同時達成を、ねらうものである。

仄 轟携 業の話yヽ

(1) 研究体tll

低学年部 (1年 。2年 )は理科を、中学年部 (3年 04年 )は国語科を、高学年部 (5
年 。6年 )は算数科を実証授業の対象とし、各教科、 1単元を通 して全部の授業計画を立

て実証授業を実施する。立案 した実証授業にもとずき、事前研究授業を行い、課題の提丞

学習の取 り組み、教師の発間と指示や助言、子どもの反応 教師の観察の方法などについ

て研究し、実証授業に備えた。また、調査やテス トの項 目について検討 し実施 した。

なれ、実証授業学年は、 露年生 。3年生・ 6年生とし、指導者は学級担任とする。

(2)実証授業の概要

各学年部ともに 事前授業の研究を十分生かし、次の手順で行 う。
ア 学習課題及び、分節課題構成について十分検討の上、最初の時間に学習計画につ榛で

話 し合わせ、各時間ごとの学習事項を明確にする。

イ 学習の取 り組みについては、課題の提示とともに、まず個人思考を、続繁てグルー プ
パズ、次に全体パズ、そして教師のまとめと学習の確認とい うように展開する。

ウ グループパズに於ては、ヘ ツドホーンを用携て、話 し合いはすべて録音するようにし

後に、その結果の考察資料とする。また各時間それぞれ全体の学習の流れをも録音 して

教師 と子ども、子 どもと子 どもの相互作用を言E録 臥 教師の発間、指名、応答と、子 ど

もの挙手、指名・応答男りにその反応を分析する。

工 学習のまとめは、教師の補足、修正、まとめを必ず行い、学習の確認をさせる。
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(3)学習の取り組みと学習態度

学習の成果の■ll定だか賂て、認知的目標が達成されたかどうかの効果の判定は、学習内

容から考えた従来のテス トで学力を知ることができる。しかし態度的園標の判定にあって

は、子どもの学習の行動の状態と教師の観察評価や、自己評価によって行わなければなみ

ない、特に学習する子どもとしての、あるべき態度は次の諸点であり、指導者や観察者は

留意しなければならない。

ア 分類態度 〔拡散反応〕
O学習の課題提示とともに、課題に対 して類万猟 弁男吹 比較対対応などによって考えよ

うとする。

O課題解決の予想を立て、解決の方向に見通 し、予想をもつ。                  '

イ 初発態度 〔集中反応〕
0学習に取り組む時、まず自分で考えた予想を実証する解決行動を始める。            中

○課題解決に没頭し、熱心に取り組む。

ウ 持続態度 〔衝動的思索反応〕
◎学習課題の解決にあっては特にねばり強く、失敗にたえ、欲求不満をかさえ、成功す

るまで努力する。

工 確認態度 〔主体的反応〕
〇学習を反省し、問題点、疑問点、正しかったところ、政ちがったところなどを明確に

し、たしかめる。

oこの学習の練習ゃ礼その応用問題をやろうとし より確実に知ろうとする。

(4)学習の効果の判定

この実証授業研究にお膝て、学力、態鬼 学級集団の社会的構造、学習に対する参加度

亀どの調亀 また、教師の観察記録《個人思考亀グループパズ、全体バズ )に よってでき

るだけ多面的医学習の効果を判定するのである。

ア 学カテスト

指導すべき単元の学習内容を代表する項目をあげて作成したテストを、実証授業前 (

プリテスト)全部の学習の終了直後 (ポ ストテスト)、 学習終了後一週間後 (は持テス

ト)の、 3回に分けて行い、さらに転移テストを実施する。プリテスト、ポストテスト、      t
は持テストは、同一の問題内容とし、転移テストは、問題をかえ適応力や、転移力を判

定する。なかテストについては、次の諸点に留意した。

O客観的なテストとし、問題の内容が、やさしすぎたり、むつかしすぎたりしないよう       `

にする。

O単元の目標や指導内容を十分吟味し、指導内容を代表するもので片よらないように留

意する。
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0問題の数は特に固定しないが、採点 じやすいように配慮する。

o文章体の形式を用いる場合は、 あらかじめ採点基準をつ くってお くこと。

イ 態度の測定

学習参加に対する態度を、次の三つの観点から調査する。

0課題に対する態度

0学習活動に対する態度

0仲間に対する態度

各項とも三つの質問形式で、全部で合計 9項目とし、一つの間に対 して ピ)いいえ

(口)ど ちらでもない。
“

り はい の三つの うちいずれかを選ばせる。得点は、一項につ

き6点満点とする。この調査は、名古屋大学心理学教室で作成されたものを借用 し、

実施の し方は、実証授業の 1時限終了ごとに行い、全単元の学習終了後、学習の参加

度を考察する。

ウ 学級構造の調査

この調査は、学級を学習の集団として望ましいものであるかどうかについて、調査す

るものであり、他の調査と同様に、 この調査も指導する単元の学習前と学習後の 2回実

施する。調査観点は次の 3項目である。

0 学習目標の理解、 目標への魅力、 目標達成する手段

“

)社会的影響力、 リーダー関係。

0 社会的接近構造の心理的結合、 コミニケーシ ヨンの関係。

以上の視点から全部で 10項 目を上げ 質問形式とし、結果の考察する対象項 目は、各

個人が選んだ被選択者との関係を明らかにするものを重視 し、全部の調査番号の うち、

プリテス ト(②④⑥③⑨ )も 、ポス トテス ト(⑤⑥⑦③⑨ )も 、調査番号は異なるが、

同じ内容のものを選んだ。なか得点は 2点 とし、平均と標準偏差を求めた。

エ グルー プ観察とパズ活動の記録

各グルー プに 1名ずつ観察者が付 き、指導案の学習計画にそって、学習に取 り組む態

度の、個人別評価と、グループの総合評価、全体パズの評価を、それぞれグループlllに

記録 し、全体の学習の流れにそって、学習活動の参加や思考の深まりのようすを考霧 る。

特にグループパズは、ヘッドホーンを持たせ、グループに 1台ずつの録音機をおき、

話 しのすべてを録音する。 これは個人学習の情報交換 と、相互作用の様子を、 こまか く

考察するためである。すなわち 個人思考が、グループバズにおいてどのように生かさ
れ、 どう深まったか、またグループの話し合いを根きょとして、全体パズではどのよう

な考えになったかについて、 〈わしく考察するものである。

4 結 果 と考 察
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(1)学習成績の進歩

細部にわたるくわしい考察は、各学年の結果 と考察の項に具体的にこまかく分析するが

本校全児童に実証授業前に実施した知能、標準学カテス トの結果では、全国標準に比して

あまりふるわない状態であった。 この うち、標準学カテス トについては、今年度末にもう

一度実施 して、両者を比較 し、その進歩度を判定することを予定している。

実証授業で取 り扱 う学習内容から考えた学カテス トにおいては、 プリテス ト、ポス トテ

ス ト、は握テス トと、大きな進歩量を示 し、さらには転移テス トに於ても、高い数値を示

し学習の定着や応用、転移力が向上 したといえる。 これはい うまでもなく仮説として考え

ていた個人学習の徹底と、それをもとにしてグノL/―プバズにより磨き合い (い もこじ学習 )

全体バズによってねり合い、教師の指導とまとめと、学習の確認と略 う、一連の学習形態

としたからだと思われる。特に目標の徹底と個人思考の充実が、最も効果を上げたのでは

ないかと思われる事実が、教師の観察や、パズの録音から十分 うかがわれる。

(2)学習の参加度

個人思考によってそれぞれの能力に応 じて学習 したことを、グルーブバズにおいて、生

かされ、生かそ うと努力し、生かし合 うことそれ自体が学習意欲であり、活気のある話 し

合いとなる。その話し合いを通 して、人との接し方を学び、協力学習のよさを身につける

のである。 この事実は前年度までの研究の重要さをひしひしと感 じる。

実証授業の各時間終了ごとにおこなった学習参加度の調査結果を見ると、 あまり大きな

変化は見られないが、 これは最初から標準平均 よりも、参加度が大きく、 したがって参加

度は十分あったといえる。「課題に対する態度」 「学習活動に対する態度」 「仲間に

対する態度Jのいずれも、 3年生の 75%か ら、6年生の 85%と、かなり高い数値を示して

いる。なか、各グルー プの話し合いの内容について考察して見ると、学年や教科によって

相異はあっても、いずれも科学白仏 論理的に堀り下げていこうとする発言が見られた。

またグループ成員の相互援助には、ほめ合ってはげましたり、考え方や、いい表わし方を

助けたり、さらには、まちがいを指適するきびしい意見もかわされた。 このように学習参

加の基礎としての態度の目標と、知識、理解、思考などの認知の目標とが相互促進の関係

において、同時に達成するというパズ学習上の効果が見られた。

(3)学級構造

社会的影響力や社会的接近構造については、前年度までのパズ学習指導の影響もあって

プリテス トと、ポス トテス ト間の大差は見られないのであろうが、学習目標の理解や目標

への魅力、 目標に達する手段など、学習目標への構えは、かなり明らかになり、 これは、

課題意識の高まりを示す事実である。学習の最初に提示す る学習課題の構成と学習目標の

明確さがその効果を高めるものであると考える。

(4)態度的目標と学習課題の構成
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学習効果を上げるには、 まず適切な課題を考えなければならない。教材の精選はい うま

でもなく、子 どもの既習経験を十分考え、認知的目標と態度的目標を達成するのであるが、

態度的目標についてはその教材の学習に対する態度のと、パズ学習としての共通態度lBκ

ついて考え、具体的に、明確にとらえさせたことを重要視するものである。唆た学習課題

は、学習内容から十分考え、特に綿密な研究計画が必要であり、 これによって学習の具体

的な目あてをもつことになったと考える。 (これらの指導は学年間の教師の協力による∂

(5)個人学習の重視

密度の高いパズ活動は、個人思考の充実が最も大切であるという事実が見られた。個々

の子 どもが自分で考えた予想を実証することによって、 自分の考えや見方、感想や意見、

問題点などにつtrnて、 自分の能力に応 じた考えをもつことである。それが最も効果を示す

基盤をなすものである。また、個人学習に取 り組む前の、課題を考えていこうとする解決

への視点は、課題は握時の子どもの状態や、既習経験 学習の方法理解程度によって、異
なるが子どもの実態を考えながら必要事項を適切に示したことは効果的な反応となった。

(6)教師の発Fn5`指示・助言

実証授業の流れの全体を記録 した教師と子 ども、子 どもと子どもの相互作用を見ると教

師の発問の中には常に話し合 う視点が明確にされるような、学習方法や学習態度に関する

発問や指示が見られ、共通の目標に向って考え、学習しようとする子 どもの意識の高まる

姿がよくうかがわれる。 このことによって子ども間相互の話 し合いを啓発 し、 より主体的

に学習を進めることになったのである。ただ「話し合いなさい」「何か気づいたことJな

どといった発問や指示では、かえって子どもの学習意欲を低下させ、むだごとが多くなる。

教師は、子どもの思考の場と、教える場とをよくみきわめ、発問や指示や助言を、明確に

して、学習方向を適確にとらえさせるものでなくてはならない。

(7)学習結果の確認

本時の学習を反省して、わかったとこゃ問題点を明確にし、 もう一度ためしたり、練習

を繰 り返 して、正 しく理解 しようとし、個人であるいはパズによって確め、学習の確認を

させる。 これは確実な定着と豊かな応用力を養 うことになり、は持テス トの結果を見ても

わかるように、一週間後においてもほとん ど記憶されていて、さらには転移力も十分ある。

学力の、のび率においても、中 0下位児の、のび率は大へんよく、上位児は転移力が よ

くなっている、 この事実は、下位児の向上は従来からの目あてであり当然でもあろ うが、

上位児にもより学習の効果があったことを示すものであると考えられる。

(8)学習態度の学年別重点

各学年の態度目標を具体化 し、年間計画に位置づけパズ学習をかし進めることによって、

その目標を達成するのであるが、学習 しようとする単元の一連の中にも課題分類態度から

確認態度まで、特に重視 して指導した。なかでも低学年は課題分類態度の、 自分で予想を

-13-



立て、課題は自分で解決できるものであると機 う考え.を育てみ指導をも かとし、中学年
で

は初発的態度としての積極性の指導に重点を歩き、だんだん課題がむつか しくなるため、

特に自分の思考をためす過程に対する態度を重視 した。さらに高学年においては、学習に

ねばりをつける指導を強化 し、持続的態度を高めることによって主体的な学習⑭確立をめ

ざす指導につとめた。 このことは、学習に取 り組む態度としての根本的な指導であり、 こ

の指導によって、学習への結びつきが強 くなり、熱心に学習する姿を見たのである。

5 今後の研究課題
「人間形成と授業改造」をめざして、私どもなりに取り組んだ実証授業の研究で、多く

の得るところはあったが、人間形成と裕うべきものには、まだまだほど遠〈、今後に残さ

れた研究課題も少なくない。

今回の研究においては、授業を中核として学習の流れの中で、認知と態度が相互に同時

達成されることをねらいとし、授業を通して社会性を身につけさせ、しいては、人間形成

筵近づこうとするものである。

人間形成とは、具体的に何をさすの力、教育の場においては、人が人として、社会性を身

につけ、その集団に適応し、社会を開拓するたくましい人間形成を目指すものである。つ

まりそれは、自己実現であり、自己統合であるといえる。そのためには、子ども自身が、

自分を見つめ、 自分そ求めて身につけるという、 自分を自分で教育していく子どもの育成

にある。これには、もちろん学校教育はおろか、社会教育、家庭教育すべてにおよんでこ

そ、目標が達成されるものである。

よって、我々は学校教育に於て、パズ学習の基本性の追求と、その実践研究をおし進め、

さらには、教科指導はもちろん、道徳、特別活動 (生活指導 )の全領域にわたって、
パズ

学習の研究につとめることが、今後の大きな課題である。

日本人は、特にかたよった社会的な結びつきを示す傾向が強く、社会的な価値観が少な

いともいわれる。

そこで、 もっと他人を理解臥 そして自分を知り、互いに認め合う協調性、協同性を育

て社会的な(道徳性を含む )価値観への視点を拡充する特別活動 (生活指導 )分野でのパ

ズ学習の重要さをひしひしと感じる。もちろん授業においては、知識を中心として人間関

係を育て、生活指導では911え ば掃除のことをとりあげてみてもたんなる「A‐しくす利 という

のではなく、そのプロセスを大切にして、情緒的、感情的な態度を中心としての人間形成

に努めねばならない。

今妙 バズ学習の研究においては、教科の指導はもちろん、学校教育のすべてにわたっ

てさらには、家庭教育の推進につとめ、それらの統合において、より高い価値のある、人

間形成へと研究を深めたいと考える。
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実 証 授 業 の 報 告

1 実証授業のねらい

態度面から見た実態

ア 1年

話し合うというより、自分の言いためことだけを言うといった、いわゆる言棒っぱな

しが多く、応答 〔発言に対するはねかえ夕)をそれなど期待して移なわ。しかし、「い

っしよに勉強した棒人は、どんな人 ?」 の発間に対しては、大き最声でか話しする人、

よくか話しする人、などという声が返ってくるということは、「話し合ねたい」と枠う

希望が潜在していると解釈できよう。  一方、「はい」と返事をしよう、ことばのか

わりには「です」とつけよう、などとか、日常生活の話題で歳く、認知的な学習課題を

提示した場合には、話し合いはもちろん、発表全体が低下する傾向が見られる。

しかし、特に話さないとか、逆に、他人の発表をおさえてまで、強引に自分のかしや

べりだけをおじ通すといった児童はなく、内容の差はあっても、みんなに話すことにつ

いては、どの児童も参加している。

イ 2年

1年生とは対照的lFt、 現在の 2年生は、入学当初より活動的な児童と消極的な児童の

ひらきが目立 つており、現在に至っても解消されていない。そのためか、他に依存しよ

うとする児童が目立ち、グループの中にあって、自分のものをもっていても「○○さん

と同じです」と棒う表現で、自己の主張を述べるととか毎逃げようとする児童が存在す

る。 また、好ききらいの態度を、はっきりと表面に出す傾向が強棒。つ撥り、容姿、
言動、性格、能力によってそれを態度に現わしてしまつ児童が多わ。

しかし、いわゆる課題への取り組み、つ唆夕生活経験を土台とした論理的思考を、個

人として思考し、深めていくことは出来るようになってきている。
~~そ
れを、グルー

プの中で、あるいは全体へ話すかどうかはEllと してだが
~ 
また、発言の内容を、児

童同志の応答によってふくらませ、充実させていこうと怪う気持ちや態度は育ちつつあ

るようである。

態度 目標 の設定

実証授業にとりかかる前に、上記のような実態をふ唆えて、次のような「楽しい話し
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合いができる」ための態度目標を設定してみた。

ア 自分の考え、見つけたことなどが、はっきり主張できる。

イ アと同時に、友達のことを考えて話しのひとりじめをしない。

ウ 「ふたりで、お互いに話し合う」 (ペアバズ)こ とを十分にする。 2年では、内容を

深めるために 4人で話し合 ,。

工 話さない友だち、話の病容の貧弱敢友だちをさけ象軽で、話せるよう、内容がふくら

むように、助け、「同じです」と枠つ発言で逃げな軽ようにする。

オ 話しの内容がふくらむことを重視し、できれば、正しいことばで話すようにする。

力 単元計画 (課題)や、次時の課題 (勉強する内容)を よくわかろうとするc

キ わからないことがらを、しっかり見つけてかく。

タ ダループの代表として、話し合いの内容が発表できるようにする。

ク グループ内で、話しのうけわたし、つけたしが、できるようにする。

纏)教科 の面か ら
低学年の理科の扱機として、次の点を意識的に強調して軽くことにした。

『 生活経験を土台とした予想を個人を基にグル
・―フ
゜
として唆とめ、それをからだを通し

て、経験として確かめ、その過程や結果から、予想の段階では予想じ得なかった新事実

の発見のよろこびや、予想と合致したよろ池び、満足度を十分に経験させ、それを「話

し合うJこ との楽しさや、よさと結びつけていく』

鼈 実証授業の講甕く方法。手続≫
4鑢 教材 |こ ついて

2年 1組で実証授業を展開するに先立って、 1年の3ク ラスと密年の2ク ラスで協力

授業者することになり、領域の選択をし、今回は物質の変化を取り上げようということ

に乗った。 児童は、物を色、形、大きさ、手ざわり、機能漱どで外
~m~鋳
ことらぇる傾向

があり、また轟常生活の経験をしてもっているものも、発う榛った面からのものが多い。

そこで、これら物体としてのとらえ方を基礎に、更にすす順 物質に着目したとらえ方を

させ、物質の特性をとらえるようにさせる。

壌た、どの種度とらえさせ得るものかということをテーマとして指導を展開していく

通とにした。

1年 花のしら    2年  しやぼんだ査

1年の花のじんでi7■、たたきぞめによって、花には色があること、その色と同じじる

があって、かしたり、つぶしたりすることによって、そのしるをとり出すことができる

ことの理解をねら峰とした。 2年のしやぼんだまでは、せっけんが「溶けるJと ね多事

実と溶解して軽く過程の観察から、溶解の速度に影響を及ぼす諸要因の解明、濃度につ
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鑢)協 力授業

前述のように、実証授業の価値をより高めるために、実証授業を実施するクラスを除移

た低学年のうクラスで、資料づくりの協力学習を実施した。授業者の立案による指導案の

検討 一→手なかしされた指導案による授業とその参観記録 一→授業後の研究会 一→前時

の反省、検討の上にたった次時の授業案の作成……とねつ繰》返しの申で

ア 生活経験を土台とした予想から、それをからだを通して新し幹経験として確かめ、予
想と合致したよるこび、予想し得をかった新事実の発見のよろなびを十分味わわせる。

イ そのためにlr_、 経験の堀り起こし、ゆさぶりを十分かけなければならな枠。
その課題は、どうf/Fり 銀し、どう与えるかの二点に約をしぼり、実証授業の柱 (仮説)

づくりをしていった。

ウ 課題の与え方一―「花には汁があるJと いう認知をさせる。 (1年 )
やらせる ―→ 結果        経験との結びつき ―→ 認知と拡大
↓
(たたきましょぅ)(どうなった?)(なぜだろう)   (じるがある)
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課題提示 ――→ 経験の堀り起こし……→ 実験 …
………一Ⅲ…ふ……

…
結果

(花には汁がある)(ど うして確かめる?)(たたく、かす、つぶす)(汁)

課題提示の位置一―「溶けるJと いう認知 (2年)

「溶解」の認知をより確かにするために、「混合」と比較する方法をとる場合、第

1時の冒頭に扱
'(単
元課題の確認)よ り、第 4時の最後 (認知の確認と拡大)に扱

う方が思考の流れの上でもよい。など協力授業の成果は大きいものがあった。

14)指導案 一一協力授業の結果や成果をふまえて 学年部会 で立案

1 単元  し や ぼ ん だ ま

2 目標 認知的 ① せっけんや砂糖が、水に溶けるようすを比較じ、その共通点がとら

えられるようにすん。

② せっけんを速く溶かす方法を、経験や、それを基とした試行錯誤に

よりとわえ各れるようにする。

③ じやなん玉を数くのに適したように、せっけん水の濃さを加減でき

るようにする。

態度的 A せっけんを水に溶かして、しやiCA′玉を吹くのに適当宏濃さになる

よう、いろいろ確かめようとし′、溶解の概念を深めようとする。

B 考えたこと、見つけたこと、わかった進とを相手にはっきり話そう

とする。

3 教材の取 り扱 い

○ 子どもたちは、毎日の生活の中で洗eliゃせっけんにふれている。それは、汚れを落とす

ものとしての認識であり、それ心が、湯や水にとけることも知っているのまた氷や砂糖が

溶けることも知っているし、溶かした経験も持っている。しかしせっけんなどが、水など

に溶けていくようすを、細かく見つめた経験は鑑とんどないようである。

O しやぼん玉吹きの遊びは、子どもたちにとって興味ある身近な遊びのひとつでほとんど

の子どもたちが経験している。しかし、その時の液は、市販のものか、洗濯用粉石けん、

野菜・食器洗枠用液状洗斉1を使っている場合が多く、国形せっけんから、じやぼん玉用の

液を作 つた経験は少最粋。

～ 中 略 ～

0～ バズ活動にしても、自分の考えがつ唆く表現できな峰児童が 7名ほどぁり、活動的とみ

られる児童の発言に「○○さんと同じですJと 幹う表現で、依存してしまおうとすること

が多榛。 ― グループ内の話し合いも、意見交換が主であるが、漸次、話の受け渡して、

自由な話し合いができるように方向付けたわ。
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4 指 導 計 画 ∈4時間扱い )

さくしたり、湯を使ったりする。

1 せっけん水の濃さを適当に変えると

しやぼん玉が、うまく吹ける。

1 せっけん水の濃還が変わってぃくと、
できるしやぼん玉は、どう変わるだろう

ように水に溶けるが、溶け方が速移。 の溶け方を比べてみよう。       l
2 せっけん水と、そのほかの物が溶けた

|

水とは、どんなところがちがうだろうかざ 1

2 溶解と混合とは、ちがう。

比べてみよう。

3 「水や湯に溶ける」と幹 多ヒとを、楼

とめよう。

※ バズの態度  (指導案には記載しなわが、話し合枠の態度の基礎づくりとして、各時間毎
の、態度B項を具体化した。押 価観点は、それが更に具体化されたもの)

単元全体の見通 1ン をつかもうとする。

一 勢

―
一

度態の

一　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

　

〇

一　

次
　
一



第
　
一　
次

第

一
一　

次

本時の課題を、

自分の考えを、

変化のようすを、たくさん見つけ話そうとする。

本時の課題を、しっかりつかもうとする。

わからないことを、たずねようとする。

自分の見つけたことは、どんどん話そうとす る。 (個人メモ)

いつ も予想を頭において、変化を見つめていこうとする。

予想と結果とを比べながら、見つけたことを話そうとする。

話 しに 〈い友だちを、けなさないで、話し易 〈助けてあげようとする。

本時の課題を、よく知ろうとする。

自分の考えをメモし、「こうだなつ」という考えを、はっきりさせようとする :

友だちと同じ考えでも FOOさんと同じでヽ_Jと、自分の考えを言かうとする。
:

しっかりつかもうとする。

相手にはっきり伝えようとする。 (メ モ)

轟 本時の目標及び展開 一 展開のみ言己載一

第 1時

第

次

第

四

次

○ 友だちの発表を、自分の考えと比べながら聞き、同じ点、ちが う点を見つけよ |

うとする。

○ 予想 と結果を比べながら、見つけたことを話そ うとする。

○ 本時の課題を、よく矢口ろうとする。
O 実験中に見つけたこと、わかったこと、思ったことを、どんどん話 し合おうと

する。

0 話の受け渡しをし歳がら、話して榛こうとする。
O せっけん水をもとにし最がら、ちが

'点
や、同じ点を見つけ、話していこうと

する。

O みんなが話 していけるようにしようとする。

じやぼん玉の液の材料について。
12.し
やぼんだま吹きや、
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その液に たてられた

学習計画を知る。 課題の見通し (把握) 見通 しが

教 師 の 活 動



6.せっけんを水の中に入れると、

せっけんや、水はどんなになって

いくか 実験や観察をする。(課 1)
○予想をたて話し合うι ①
せっけんは

とけ方は

水の変わり方は

○グループ発表を聞く。

0実験の方法や、気をつけること

について話し合う。

O実験観察をするっ

見つけたことは、メモしてお

〈。 (個人)

4。 実験や観察の結果について話し

合う。 (課 2)  ③
O実験中の変化のようす。

○実験の結果について

○液のようす

ま水と比べて

。せらけんのようす

○代表グルーフ
゜
の発表につけたし

てねく。

b.せっけんを、もっと速く溶かす

には、どうしたらよいか 考える。
○かきまぜる

O湯を使う

○せっけんを細かくする。

ついて、生活経験から想起させる。

5。 課題確認と課題へのとりくみの

意欲をもりあげる。

個人思考 (メ モ)の結果を話し合

わせるム

全体の話し合いの中で、観点から

はずれない実験や観察が、できる

よう方向づける。

目的から、はずれた児童や、グル

ープがないか巡視する。

4.予想の対比 新しく知 つた事実
の確認を封分させる。

色、形、こか峰、手ざわり等の観

点で調べていくように動言する。

せっけんは内ellの ようすも見るよ

うに働 きかける。

(表にまとめる)

5.経験から多面的な方法が考え出

せるよう助言をする∩

次時の学習課題の手がかりとす

る。 (方法の表示)
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2,や る気を

持ったか。

6.課題がし

っかりつか

めたか。

4。 自分の考

えを、はっ

きり相手に

伝えたか。

5.話 し′合い

は、活発か。

6。 変化のよ

うすを細か

くとらえて

いるか。

ア メモの仕
方はよいか。

8,事実を正

し〈とらえ

てねるか。

9た 〈さん

見つけたか

10。 はっきり

人に伝えた

か 。



第 2時

い

こ

と

2.

3.

4。

ア
~T蔦~yI「

y』―T茫ス
…
1

―…笹O Vロー/1-Lス
憲曇:ゝ lFヌニLガズヘ|え」ニかきまぜる        1  催〃→Cよ ヤヒ ω

            l   :‖
/｀′D｀つ ″ ソ  ヽ ′ ～  /  ~  | ′VVい

湯を使 う          l                i2.話 し合い

せっけんを細かくする。    1  経験をもとにした発表をさせる。| は活発か。

の方法で、どうして速く溶ける :                :5。 経験を想

思うかも話 し合

'。

      |                 1 起 したか。

(グループ発表)

実験のしかたについて考える。 12‐ 比較実験の場合の方法や留意点 14,比較実験

何を比べるのか。       l につねて十分確認させる。    | の場合、条

比べる場合、とくな条件を同じ : 件をそろえ使 う道具はどんなものか。   :  比べる場合、

容器は、枠 くつ榛るか。    |  くすることが大切最通とを徹離  ることの必

2つの容器に入れる水 (湯)の |  して、わからせる。      l 要性をつか

量は、どのようにするか。   l                 l んだか。

せっけんは、どれだけ入れるか

実験の分担を決め、準備をするボる。各グループについて実験が正じ:5,グループ

5。

る。

に助言をするの

実験をして、たしかめるQ   14.実 験が正しくなされているか巡 :6.正 しく比

実験途上で見つけたこと、わ 1 視する。            1 較して峰け

かったことは、どんどん話 し |                : たか。

合ぅ。           |                 :7 実験はう

まくできた

か 。

実験の結果を確認する。 (課理):3゛ 予想が実証された、まるとびを

(グループ発表)  ①  l たいせつにする。        18。 グループ
せっけんを使うとき、湯を使い 16.個人思考を、た稀せつにし、実 : 全員が、発

……22-



手で、こするわけを話 じ合 ,。

Z われな膝大きな、しやなんだ唆
が吹ける をっけん水は、どんな
錯っけん水だろうか。

話し合恥ながら、次時に、た

しかめることを知ら。

第 3時

1.こ われなぃ大 き漱じやぼん玉を

作るには、どん敢 せっけん水が

よいだろうか話 し合 う。 (課 5)

○ 予想をたて、個人でメモをす乙
2.濃さの ちがう せっけん水を

作る。

O 予想を基に t/な がら実験の方

法について話 し合 う。

○ 水の量、さじ 1杯の分量。

験の癬野桑を総合 して考えさせる。

Z 次時の課題であることを、知ら
せる。

活師教動活習学 動 評価観点

言して移る

」ヽ。

1。 課題のは

握は十分か。

2 話 し合い

は活発か。

5. 予想から

仮説へと高

められたか。

4.自分の意

見として言

えたか。

5。 友達の発

表がよく聞

けたか。

6.実験が手

ll■ よくでき

たか。

Z 実験が協

力し合って

できたか。

合し

亀

定

麻

跡

跡

軸

作る。

稀

」

講

一

致
れ

ピ

粍

た

ガ

確

　

　

（り
　
　
　
　
う
　
い
　
を

を
　

　

ん
　
　
　
　
が

付

事

法

塁塁

け
　
　
　
　
ち

気

仕

方
　
の
　
つ
　
　
　
　
の
　
や
　
ら

酸
水
せ
　
　
嬢
数
が

実
　
ｏ
　

①
　
　
　
　
　
　
　
　
膝

鴫♂ 講時の話 し合幹を確認させ、本

時の課題を確かゎさせらな

2.予想をたいせつにしながら比較

することを重点に実験方法を考え

させる。

比較するには基準をそろえるこ

と (条件を同一にする)の必要性

を確認させる。

欠けていることがないか注意 し

て聞かせる。

実験の方法、課題からずれた実

験や話 し合いがなめか配慮する6

-23-



3.で きたせっけん水をふいて、ど

れが大きいしやぼん玉ができるか

確かめ毅がら、グループでまとめ

る。 (課 6。 )

o 結果について言己号でまとめる。
O 他のグループの結果も聞〈。

49,す すぎる液、濃すぎる液でも

大きな、しやぼん玉が作れる液に

する方法を考える。 (個人思考)

0 藩豊いとき一→ かすめる。

かす移ときや 濃 くする。

S,速っけんのように水や場に溶け

る亀のを見つけ、次の時間の学習

につ粋て話 し合 ,。

0 どんなものを、どん験方法で

え論すか、およそを知っておく。

第 4時

○ 課題 一― (観点)

9 溶かす材料
○ 実験方法

2.実験をし、結果を確かめる。
0 洗剤の溶け方を、確かめる。

・ 溶けるようす。
参 溶ける速さ舎
e 溶けた液のようす。
○ 砂糖の溶け方を確かめる。
O 洗斉1の場合と同じように

5。 どの児童亀確か機させ予想と比

較疼せる。

グループの発表を表にまとめる。

4.本時のまとめをする。

「
 
濃いもの、うすい

)の
、
f嗜

:蓋
lign庭を進ょ醤[fri

5。 次時の課題と実験のおよそを知

わせる。

洗剤、

粉ジユ

砂糖

教 師  の 活 動

1.前 3時間の経験から実験の手だ

てを考えさせる。

話 し合いの補説の中でかた 〈り

粉を溶かしてお〈。

2.せっけんの場合との比較をさせ

る。

洗斉Jと砂糖は、どのグループも

一斉に取扱ね、他のものは、どれ

か 1つをグループで選ばせる。

ようすや結果lrlグループでメモ

をさせて新く。

8。 どの児童

も、どの液

も確かめら

れたか。

亀 予想と結

果とが、し

っかり話し

合えたか。

10.課題にそ

った学習活

動ができた

つヽ。

評価観点

1.課題がつ

かめたか。

2.実験は協

力し合って

できたか。

る。実験はい

ろいろ見つ

けながらで

-24-・
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確かめる。

○ その他の物の溶け方を、確か

める。

5,せっけん、流剤、砂糖、その他

のものの溶け方、溶けた液につい

て比べながら、ちが軽や同じとこ

ろを見つける。

○ 崚とめる。
4,「水に溶ける」と幹つのは、ど

うれ ,こ とか考える。

○ 導盛ス水、洗斉導液、ひ糖水、な

どを、かたくり秒の混合液のよ

うすを比くて溶液につ移て知る。

5.せっけんを、もとにして比べ話

し合ね、まとめさせる。

(観点明示 )

せっけん、洗剤、砂糖を中心に

そのちがいに注目させる。

表に記入して控とめる◎

4。 せっけん、洗剤、ひ糖歳どの溶

液 とかたくり新の温合液のちがい

を、視党を通して、溶液とは個体

メ状態を変えたことをしてと多え

させる。

合

　

　

＞

し

　

。

り

話

う
　
わ

へ‐
Ｆ
例
要

す

　

　

よ
　
い

う
　
さ
　
の
　
お

よ

速

液

に

る
　
る
　
た

　

ヽ

け

け

け

色

溶

溶

溶

＜

きたつヽ。

4.自主鋳 lS_

実験がすす

められたか。

3. はっきり

と、ちがい

や同じj点が

見つけられ

たか。

基.全員が活

発に意見を

述べたか。

ス 溶解の概

念カミともえ

各れたか。

験 計 饉

(1)観察

(2)15毛ノ像

(3)調査  0

テス ≫ $

の  。

授業全体の流れと、教師と児童のからみあ

:姿 }i
記録 と評価

グループ内の反応と個人
`

グループ単位で、

課題に対する反
,の度合
Ь力) 2握曇糠璽底菖濃房璽更

用
個人思考の深まり

グループ内の人間関係 鰯

プ内の人間関係を知る
}授業前

,ト ーー認知度を知る。事前テス

トリツク調査 一一グルー 3

、各児童

ソシオメ

参カロ度テス トー 課題理解、学習課程、仲間関係の三面から、

(毎時間終了直後)に自己診断させる。

知能検査 一一名大式学力検査 (理科)一一 教研式

―…25-―



実証授業の経過と結難

第  1  時

題

2,実験や観

察の結果に

つ移て議じ

合つ。

るだ拳う。

予想をた

て話し合 う。

第  2  時

2。 メモをもとにして話 し

合 つ。

鴫。 途中のようす製つ移で

講 し合 う。

2。 液とせっけんのようす

につ搾電話 し合 つ。

司会の進め方が要領を得ている。

グループ成員が多角的な見方をして

いる。

A 各自の予想は十分立てて枠るものの

自分の文章表現、メモの要領が悪 く、

考えが表現できな機。

⑬ 生活経験の豊かさが、予想の確かさ

に結が,《 。

○ メモ④効果、頭の中にある多くの予

想 (考え)を 、メ数を見なが馨話すこ

とによって、よ酢確かに自分の考えを

‐相手に伝える起とができる。

○ 変化のようすの観察は、新しい事実
への興味と、予想への期待を起こさせ

る発間が適切であったため、ほとんど

の児童が積極的に取り組み、事実を正

しくとらえていた。

グループ平均  015.75
参力口度           △ 975
クラス平均    1246

予想については、思考のゆさぶりを

かけな〈ても、生活経験上、全児童が

十分矢口っていた。

かき混ぜる

湯を使 う。

くだく (紛 )

○ 予想をたてる、

練面から見ると、

ス510

じけ弩た どうし留 しら|

ぺうプ教ゴと思つづヾ

メモをとるなどのワ||

どの児童も十分予想

一ヽ'歓6-―

4

鰺方は―

1.個人思考 (メ モ)を も

とに、理由も共に話 し合

う。

活 動 角ふ 察考



4。 `実験の結

果を確かめ

る。

2.実験の分担について話

し合い、決める。

・5。 実験をすすめる。

f.予想の実証を意図じ毅

がら結果を話し合う.

1.予想を立て、個人のメ

モ用紙に記入する。

時第

5。 こわれな

い大きなし

やばん玉を

作るには、

どん最せっ

けん 7」kが 菫

騒だろうか

話 tノインシo

Jl  遮幹|
ん 12惑 激 ん

…

こさ
水1 職 っ鵜 たらょ

21いとノ群 唆悌 ゝ

2.メ モをもとにグループ

で話し合 う。

5。 各グループの発表した

2.5

-27-

をたて構:る課題を与えられなも必要か

ハ 予想に対する理由づけ (験ぜそ う思

つのか)は、もっと経験のゆさがりを

与え毅くては無理だろう。

○ 実験方法や、外担につ移て、可能な

限り児童の話 し合静にゆだねる注とは

学習を意欲的にさせる。

○ 実験中の、枠ろいろな現象につ移て

のささやきが、価値あるパズと言える

この反省から、次時には、実験申もへ

ツト・ホーンを着用して、その記録を収

録することにした。

O 予想通りの実験結果が出たことは、

学習意欲を高めた。

O 湯の準備が早すぎて、ぬるま湯であ

ったことは、実験としては失敗であっ

たが、まぜ溶けにくかったかとぃうこ

とが、かえって湯を使 うとよいことへ

の意識化につながったのではな幹か。

グルーア・平均  016.75

参加度          △ 9,50

クラス平均   15。 71

△ 「濃いせっけん水」、「粉せっけん
をたくさん入れたせっけん水Jという

とらえ方が殆どで、濃さにつぃて数量

的にとらえられてねる者がなかった。

○ 比較実験 (実証実験)では、条件を



る。 できたせ

っけん水を

次移て、ど

れが大きい

しやばん玉

ができるか

確かめ段が

ら、グルー

プでまとめ

る。

ことをもとに、分量を決

める。

4.実験をする。

穐。 どの人 も

ん水 も必ず

る9

23ダループ

者が警とめ

、どのせっけ 14.5

自分で確かめ

纂

:=…
…

il瞥 _!_二1_:で
き争舎

:豪■■■

―-2暑ト

等しくする駐との必要性は、第 2時の

経験から児童の意識として定着して峰

派1。

○ 指導案では、せっけんの量を 1・ 5

10 ,20杯 (自 由)と したが、事前

研究の結果、 10杯 との差が顕著でな

かったので、20杯を90杯に訂正した.

0 前時の反省 (児童の生のつぶやきを

大切にしよう)か ら、実験中もヘ ツド

ホーンを着用させたが、収録の結果、

課題にそ

風[1日関係I等
の分折が

話のうけわたし  りでき、

評価の資料として、大いに役立った。

O 自由バズの中で「話のうけわたし」

が生じたが、これがパズの形として、

望唆しいと考えられる。

△ グループによっては、不合理な結果

も出てきたが、吹き確かめの時、スト

ローを替えたり、拭いたりしてそれぞ

れの液の混合をさける配慮ができなか

った。 (1年 。果物の汁の扱いの時に

経験ずみ)

こうれった現象が生 じた場合、指導

者はその経験の堀 り起こしをとり上げ

て、理科実験の正 しれ方法を定着させ

るべきだろう。

グループ平均  01Z75

参加度       △ 10,25

クラス平均    14.62



窮等    4 鋳

財飛球｝‐■鶴由電員数
は鋭鷲晦転稀斬鍾デベ

鴫。 第 3時 唆での経験を生

かして、グループで実験

をすすめる。

グループ内の協力

プリントをヒン トにす

る。

2。 混合と対比した教師実

験を見ながら、考え、理

解する。

〇 指導案ではヽ洗斉Jを一斉扱いで実験
し、方法や、観察、記録の要領を知ら

ぞたあと、秒糖、ジユースなど、溶け

るものだつ棘て、グループで協力して

実験をすすめるよう計画して軽たが、

前時崚での児童の反応から、本時の実

験、観察、記録は、児童たちで、相談

協力してやらせ ヘ ツドホーン着用に

よって、その姿を知ることにかえた。

(学習への高崚りの総評価をはかる)

▲ 実験分担の際、自分の経験の豊かな

溶材、溶かした膝と望む溶材は国執じ

て、人間関係がう唆く棒かないグルー

プもあつた。 (協力の態度)

○ 自分たちの手で学習をかし進めて移

くこと、新し幹事実への発見の喜こび

毅どによって、意欲、参加度の高唆タ

もあった。(カラスのう)
○ 本時の課題の確認、前時までの経験
の整理に 15分を費したが、この徹底

は効果的であった。

ム 事前研究の結果、混合にはかたくり

粉を使ったが、湿合の実験素材に適当

敢ものが見つかりにくく、学習の流れ

の上から、異質のもののような感を与

えた。 (取り扱いの位置、材料の研究

の要がある)

グループ平均

参加度

クラス平均

018.0

4 8475

14。O
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Z 洗剤や砂

糖喩どの溶

け方を比べ

たり、せっ

けん水とに

勝このものが

溶けた水と

は、どん塩

ととろがち

がつか見つ

けようの

ヽ
し

と
か

もあ

せ っ

軌

さ

kのようち

手ヽあ

■

「溶ける選

ぶ移うこと

を確かめる

とける|とける
ようす|はやさ 『臨 し



う 考 察 とま とめ

(齢  参 加 慶 力ゝ わ (資料参照 )

毎時間終了後直ちに実施した調査で、課題につ峰ての理解度、学響への取り組みの意欲

グループ内での伸聞関係の 3点から自己評価鑢に、各児童に憲答を求めたものである。

参加度というのは、言いかえれば、学習に対する満足度であり、充実感度である。 望

ましいグラフの型と言えば、時間を追うに従って度合の向上するものであるが、今回の場

合、 1・ 7班がその典型的な結果を示している。次いで、 6・ 5班、逆に 落ち込みの甚

じ膝ものとして4班があげられる。全体としては、第 4時の扱いで落ち込みを示している

班が多い。

参加度が次第に向上していくための原動力は、

ア 単元計画、本時の学習課題が、よく理解されていて、自分のものとなっていること。

イ グループ成員のお互いの人間関係が、良好な姿であること。
ウ 指導者の適切な助言。
工 課題の内容と、設定の位置づけが、児童の実態に即していること。

等が挙げられるが、 107班については、学習課題の理解が確実であり、なおその上に

自分のものと漱ぅてねたこと、グループ内の人間関係 (後述のソシオメトリツクの表を参

照)カミ、うまくいっていたことが、最大の原因と言えよう。

また、第 4時で参加度の落ち込みが見られたのは、この時間の進行や実験を、グループ

の協力による方法をとったため、特に実験分担で自己主張が強く、お互ねに 不満足感を

―-3◎ ――
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持ちながら、 1時間を過したなど (人間関係)が最大の原因であったょうである。

(2)プ シオの面か ら くグループ編成 )
グループ編成は、 4人グルーフ

゜①男女混合 ○ グループ鉤異質、グループ間等質、糧
講係は1日交代で順に国わし全員が経験して騒て、座席の交代は、グルーフ・繭自由、グル
ープ間は一定の決ま勢によって 1週間交代と強って総る。 数にかかばんノシォの表は、
グループ編成を終ってか郭調査したものである。

授業前と授業後 (4時間取扱ったあと)と比べると、グループ内での拒否の数がふえて

いるが、 2年になって、グループの協力、共同思考の場が回数多くなったこと、自己主張

性の強いこと、能力差などによることと、グループ編成が、ソシォ調査の前に、話すこと

の状態を基準に編成されたことにょると考えられる。参加度のグループ別の表と比較して

みると、おもしろい結果が現われてぃる。低学年から中学年へと脱皮していく過程では、

必ずしも、ソシォメトリツクの結果に即したグループ編成ばかりでなく、人間関係を育て

る一方法 (プ‖練)と して、こうぃった経験 も必要と思う。

憾)教 師 と児童 の相互作 用面か ら (資料参照 )
これは、 1時 FE5の流れの中で、教師の発間、働きかけに対して、児童たちが、対教師、
対仲間と、どのようにかかわりあったかということを、まとめたものである。

区
　
緋
時

教 師 児 嵐塁

発 問 指 名 応 答 挙舌 指 墓
応 答

右 無 複 数

42 26 4 1    o 92 49

47 6 1    0 20 34

40 21 41

32 35

正常な型としては、教師の発間が、第 1時 と第 4時 (導入と崚とめ)に多く出るが、第
4時は、児童相互の協力や個人思考を基盤に学習を組んだので、発間が少なくなって掛る。
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項 文 ∠ 計

事 前

選

拒

事 後

選

ま巨



壌た、教師の応答 (児童の発間に対 して答える)静ミ、 第 4時に少な構と怪多遼とは、

第 3時 唆での経験や知識が、児童推定着 してねた、また、グループ内での話 し合いが、ふ

り有効に作用するようになったと評価できないだろうか。

児童の指名の項は、児童相互の指名 (わたずね、つけ加えなど、話の受け渡 し)を示す

か、これが 4時間を通 じて 1回 も機 ったことは、今後に問題を残したと見るべきであろう。

(4}学カテストから 〔資料参照 )

―頴卜

:嶽

ど
が

L毅



事前テス トは、第 1時扱いの 3日 前に、事後テストは 第 4時の扱ぃの終了した次の時間
に、は持テストは、第 4時 より 1週間後に、 (以上 3つは同一問題)転移テス トは は持テ
ス トを行った日の午后 lF_実施した。時間は 20分間、配点は l① O点満点とした。
ダラフを見て言

｀
えることは、どのグループζ同じよう験得点グラフを示 しているが 7毯

3斑は差が大きく、 8班は特異な形を示 して移る。共通していることは、事前テス トから

は持テス ト壌では、得点が増 し、転移で減ってねる。これは、前の三テス トは、同一問題

であることと同時に、学習の進展に従って、認矢目が深楼って来たかわであろう。通のこと

は、 3班を鍮ねて、他の 7つ のグループが、 1週間後に実施したは持テス ト崚で、向上の

鉢を示 して移ることからも証明できるのではないか。

峻た、転移テス トで、減少して構るのは、応用的な要素を含んだ出題で、ゃ ゝ内容的に

きづかしかったのではないかと考える。

個人的に見ると、B図のょうになる。 (抽出) Mは 、特異な児童で、文章の意味が、
動言がなれとつかめない者、 Sは、あなっはい性格である。

膵 今後 の N題 贔
(1)課 題 につ しヽて

ア 課題が、認知目標に、児童の実態に適切であるか ‐一―一 どの児童も、設定された課
題を解決する時、予想を立てる土台となる経験を十分持っており、それを更に堀り起こ

し、その結果深められるような課題づくり。

イ 学習計画 (単元計画 。毎時間毎の計画)へのとり組ませ方―――低学年として、どの
児童も、学習計画を自分なりに納得して、自分のものと感じてぃくような指導、手だて

のあり方。

ウ 課題解決のしかたの訓練 ―一一課題を読み、それを解く方法、手段を自分達で、ある
いは、自分で考え出し、決めてい〈方向へ育てるための基礎として、観点を変えた何種

類かの課題分析のしかたを作り出し、 1つの見本としての形を整えてみる。 (決して、
固定化や強■llは しな操)

工 課題の与え方 (位置付け)一一一試行錯誤を経て中心課題に至る (たたぃてごらん、
担 て、つぶして―  どんなになり崚したか―  だから花には汁があるのだね。)
方法より、最初から中心的課題に出合わせ (花には汁がある)その課題解決の方法を、
自分の経験をもとにさぐり出し (ど うして調べようか→呵国人思考・ グループバズー

その方法でやってみよう)解決に至る (こ の方法でできた、この方法が一番よい一→や

っぱりそうだった)方法のほうが、児童の思考力も練れ、発見・解決・予想的中の喜趣
びも大きく、次への意欲も増すが 経験の少ない児童、能力の劣る児童にも満足感の得
られるような手だての工夫。
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:バ ズの 取 り組 み に つ しヽ て

ア 話す子、話せる子に一一一学級づくり (人間関係)何でも話せるふんい気づくりへの

一層の工夫、個人としては、まちがいをおそれない児童への育て方、更に助け合 うムー

ドづくりなどの点、まだまだ研究の余地がある。

イ 話 の受 け わたし (リ ンーバズ)を
一
話 し合 う、共同思考することによって、個

人が深液り、思考の巾も広がるのだが、バズ長を中心にした指名方式から、グループ内

の自由な話し合いによって、内面的な広がりをはかってい く、その効果釣な取り組み方。

(特に 2年生 )

ウ 個人思考を確かにし、グループでの話 し合いをより効果的にするために、メモが重要

な役害Jり を果すと考えられるが、メモのとり方の訓練方法と、メモを活かした話 し方の

指導。

評 価 一一 個 人 思 考 の 深 ま りの 適 切 な とらえ方

ア 実験中に、あるいは、バズ以外の場で、ふと漏 らしたことば、そういったことばには、

大切にしたい価値あることばが含まれている場合が多いことを、よ〈経験する。毎日の

学習の中で、それらをどうつかみとり、残 し、評価 してい 〈か。

イ 個人による自己評価のさせ方。させられているという意識を持たさず、低学年なりに

自分のために役立つ、ああょかった (点数や結果ではない)と感 じとらせるような手だて。

(4)種 々のデ ーターについ て
ア 今回は、実証授業のために、特に名古屋大学 (教育心理学教室)の援助を受け、ヘ ツ

トボーン等の器具、資料の整理提供などがあったが、毎日の学習の中で、どのように、

資料をとらえ、どのように整理、活用してねくか。 (例えば、(3)の アのような場合)

イ 実態を知り、調査するためのテストの問題作制の研究っ特に事前テストと、 (事後、
は持テストは、事前テス トと同一問題)転移テストの問題を作る場合に、児童の実態の

予演Jと 、基準のおき方は、今後、大いに、研究しないと、資料としての価値がな〈なる。

付  授業観察 とその考察

1課 題

（
拳

1: せっけん

を、水の中に

入れると、そ

の水や、せっ

けんは、どん

○ 予想をたて、話し合 う。

(個人思考をメモする)

○やる気 (興、味)を持ったか。

課題が、しっかりつかめたか。
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・ 課題がよく理解でき、意欲的で

あった。

0「こうなるだろう̂ Jと いう予想



なに変わって

移 くだろう。

0せ っけんは

どこから溶け

るのか、どん

なふうに溶け

るのか、水は

どうなるのか

と、いう現象

を追求させる

よう漱要素を

含んだ課題で

あった。

・ ひとりひとりが、自分の考えや

意見をメモして学習に参加するこ

とは、学習への参加度も高まって

いき、個人思考も深まってい〈。

0予想をもとにして話し合う

「わたしは、まだ書いてい校せん

「ぼくも、唆だ書いてい楼せん」

「せっけんは、だんだん、とけて

t^く と思います」

・ 自分の考えを、まとめて相手に

話すには、メモしておくと効果的

だということを、わからせ、低学

年から、その指導を積み重ねてい

くことが大切である。

O実験観察する。

(見つけたことはメモしておく)

0現象を細か〈観察させる場や、

現象を深 く追求するような場の設

定がなされた。

「あわのようなものがでてきた」

「水の色が自くなってきたJ

「 まわりからとけてきた」

「せっけんが、やわらかそうにな

ってきた」

「せっけんのかどが、まるくなっ

てきた」

「白いけむりのようなものがでて

きた」

・せっけんの溶け方を静かに見つ

めるということは、はじめてであ
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が、たって松最がら、メモする

ことの要領の不十分さから、個

人思考 した遼とが、完全に記録

でき故かった。

○自分の考えを相手に、はっきり伝

えたか。

O話 し合いは活発か。

0メ モが出来ていないため、自分

の意見が、活発にぃえなかった。

0変化のようすを細か 〈とらえてい

るか。

Oメ モの仕方はよいか。

・「 もうできる」といって、喜こ

んで実験し、おどろきや、今度は

どうなるかといった期待をもって

学習の進行が見られた。

。実験しなが必自由に見つけたこ

とを話し合ってねた。 (自 山バ⇒

0現象を見ながらメモすることは

要領よくなった。

・変化のようすを細か〈観察する

ことができた。



題課

ろう。下の方から溶けてい 〈のだ

と思っていた子。も事実をありのま

まに見ることによって、まわりか

ら溶けてい くのだということに気

づいた。あたりまえのこととして

とらえていた「水にとける」とい

うことを意図的に見なかしただろ

う。

4(予想との対比、新 しく知った事

実の確認をする。

バズ

H せっけんが前より自〈なってる

M 水がだんだん変ってい 〈。

T せっけんの下は白い。

0 水が雲みたいに自くなる。溶け

るとこが見えない。

横の方がなくなっていく。

やわらかくなってだんだんなく

なる∩

○ ぼ 〈は、それ′より、 もっと自〈

なった。

H 下の方の水が自〈なってきた。

H 水が自うなったから、せっけん

が見えな〈なったみたい。

T ほんま

0 ねばねばや、気持ちわが一 、ド

ロドロや、せっけんが。

T ほんまや。

H 害Jっ てみ。

○事実を正 しくとらえているか。

Oた くさん見つけたか。

Oは っきり人に伝えたか。

。話 し合いは、全体的に見て、活

発で、積極的、意欲的にとり〈

んでねることがうかがえる。

・ 4人グループ ○、 H、 M、 T

の中で、M(男児)はほとんど

発言せず、T(女児)は 自ら進

んで発言しょうとはしないが、

うなず〈ことはできる。

0(男児)と H(女児)は相互

に啓発し合い、積極的な話 し合

いができる。そしてHはMや T

を援助していく姿が多 く見受け

られる。

☆グループの話 し合いに熱心に

話し合ったか。

2。 せ っけん

を速 く溶かす

実験や観察の

結果について

話し合 う。

実験中の変化

のようす

実験の結果

。液のようす

。せっけんの

ようす

Ｍ
　
Ｔ

―-36-―



る。 せっけん

を速 く溶かす

には、どんな

方法があるだ

ろう。たしか

めてみよう。

Ｏ

　

Ｈ

0

H

O

H

O

H

T

H

害Jろか。

害Jれるか。

かたいみたい。

かたい ?

中の方はかたい。

外だけやらかいみたいな。

やらかい

あ、中の方は乾いたある。

水ちょっと見てみ。ちよっと。

水がまっ白になってきた。

せっけんがぬるぬる一として、

溶けてなんかになっている。溶

けるいうても、中はとけんと外

だけ溶けてい くみたい。

0 ほんまやね。
H だからせっけんは、だんだん外

から溶けていって、中は乾いて

いるいうこと。水が自くなるの

はこれが溶けてい 〈ん。

0 ほやね、そ ういうことで、もう

これで話 し合いを終わりすす。

・はじめの、せっけんと、水に入

れた、せっけんと、水に入れた

せっけんを比較対照することに

よって生活経験では、気づくこ

とのできなかった新 しい事実に

気づいた。

Oせっけんを速 〈溶かすには、どん

な方法があるか。なぜその方法を

とると速 く溶けると思 うか。予想

をたてて話し合 う。
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せっけんを はやくとかそう

しらべかた
:うしてそのしらべ
カゾむだとかもう力、

ぃ　発赫
成

は
　
ど

で

い

Ｔ

０

Ｍ

ｌ

Ｈ

２

０

２

2点 ≒

L点
|

0点 /

☆乃レープでゃって楽 しかったか

O H M T
1222

参功口度テストより

液の変化のようすを観察 してい

た時、手ざわりも調べるように

とい う教師の助言によって、ネ

バネバの石けんから新たな驚き

を見つけ出した。話 し合いによ

る発見学習であり、次時の学習

に大いに興味を持ったことだろ

う。教師の効果的な働 きかけで

あったといえよう。

0課題が正 しくつかめたか。

。課題意識をもつようになり、子

ども相互が協力する点が見られだ

した。

O経験を相起したか。

0せっけんを細か くする、湯に入

れる、か きまぜるという観点から

一
　

喜



4。 実験の結果

を確認する

。メモする時「せっけんを、はや

く とかすには」と一 書々いてい

るため、能率があがらなかった。

O予想をもとに話し合う。

(個人思考から集団へ)

「 1ら幌 を/1Nさ くけずってとか刊

「ゆの中へ入れるとはやくとける

「かき崚ぜた方が、はゃくとけ石

「はやくとかすには、せっけんを

紛にするとよ幹。その液まやと、

水につけてもとけるのがおそい」

0せっけんが細かいと速くせっけ

んの中に水がしみこむからという

考えは、生活経験が働いているも

のと思う。

0予想が実証されたかどうかを話し

合う。

・ 湯の方は、すぐけむりのような

ものがでてきて上の方へ広がって

い く、水とは違 うと峰う関心を強

く持ち、あつい湯の方が、せっけ

んを速 く溶かすのだとい う反応が

見られた。

・ どういうねらいで、どういうこ

とを、どういうふうに話 し合って

いくかが子どもたちに、はっきり

わかる発間であった。

。グループの考えを、

とは不馬1れであった。

ような特定のものが、

ないため)

まとめるこ

(バズ長の

きまってい
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予想がたてられてれた。

○正し〈比較していけたか。

O実験はう警〈できたか。

・ 比較実験する場合、同一条件

のもとで対比するということは

意識していた。しかし教材がち

が つてくると、まだ一般化 して

いかないのではないだろうか。

0観察によっただけであるが、

児童と児童とのつながりが密に

なってい くことがわかった。



評過導題課

e予想をたてる段階で低学年なり

に個人思考させ、それによって集

団 (グループ)へ発展させる指導

であったのは望ましかった。

0予想をたて、話 し合 う。

(個人思考をメモ)

VI

COについて話し合う。

「濃枠のがよねJ

「濃いせっけん水の方が、大きい

しやぼん玉ができるJ

「濃いのもだめだし、うすいのも

だめだし、普通ぐらいのがよ咽

「紛せっけんやシヤンプーの、せ

っけん水がよい」

「このさじに紛せっけんを5杯 ぐ

らい入れたらよい。」

「 10杯 ぐらい入れないとし■ばん

玉はできないと思う。」

「水のりょうも、きめとかなあか

ん。」

○予想を大切にしながら、比較する

ことを重点に考えさせる。

一-39-一

① どんな せっけん水がよ
ねと思いますか。

② さじ なんばいぶんの、
こさのせっけん水だったら

よいと思いますか。

○課題のは握は十分か。

0課題のとりくみに子 ども相互が

協力する姿が見られは じめた。

○自分の意見として言えたか。また

話し合いは活発か。

・ 自分の考え、自分の感 じ方や思

ったことが、ヘ ツトブオーンを

つけると十分に話せなかったの

(機器に抵抗を感 じた)

5。 こわれな

い、大きと、

しやぼんだま

を作るには、

どんな、せっ

けん水が、よ

膝だろうか。

e課題を一斉

によみ、自分

のことばで各

自に言わせる

ことは、課題

意識をもたせ

るのによ力った

○予想をもと

はして実験

せ
っ
け
ん
の
こ
さ

（

よ

発
　
　
〔
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た
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方法につい

てはなし合

う。

6.で きた、

せっけん水を

ふいて、どれ

が大きい、 じ

i::F∬
[

|かめよう。
|

|

Z 洗剤や砂

糖女どの溶け

方を比べたり、

せっけん水と

ほかのものが

溶けた水とは

どん漱ところ

が、ちが うか

見つけよう。

〇条件規制の問題 も教師の方で意識

してかからないと出てこないと考

えていたが、だんだん自分たちで

tll御するようになってきた。

○実験しながら自由に話 し合 う。

「これは、あかんなあ―」(1杯の機

「でも、すぐこわれるけど、
｀
すこ

しはできる。」

「 きんちゃんの、ょうでる。こ○杯

の液)も つ1か峰、僕にもやら

してのものすごうようで6。 」

「こうすぎるのはあかんわ(00杯

の液)糠みた軽に漱ってし唆っ

てできあ◎轟

「 S杯のかて、ようできる。」

「あ一 われた。われたら曜ヽさ粋
のが、枠っぱ幹出る。

○ 本時の学習について話し合う。

課題 (板書)を二斉に読む。

鬱 前 3時間の経験から子どもた

ちで実験の手だてを考えさせ、

実験できる自信をもたせるよう

にした。

○ 実験をし、結果をたしかめるぅ

不副れであった。

Oどの児童も、どの液 も確かめられ

たか。

・ 各自、思い思いに、 4つの液を

ふいて実験していた。ふき方は

先行経験があるため特に問題は

なかった。

O予想と結果とが、しっかり話し合

えたか。

。ちょうどよい石けん水がよいと

いうことは、先行経験として知

つてぃても、水と紛せっけんを

関係的に見ることはできていな

かったが、実験を通してのバズ

によって「
e t・ .だろうJの予想を

より確かなものにすることが出

来たようである。

○ 課題がつかめたか。

。 単元のはじめに学習計画が、

たって見通しがついているので

課題が、つまくつかめた。
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ё 洗剤の溶け方
○ 砂糖の溶け方

tO その他の物の溶け方ノ
藝 指導者が 訂くらべる時、気を
つけ最くては、毅♭な移ことは

何だろうか」 「自分たちで、
やって、枠けるだろう宏_」 の話

しかけで自分たちで実験をしょ

うとする意欲をもった。

FAちやん、何をとかす」

「蟻っけんに、するわ」

「わたりは、 さとつ壺

「ぼくは、洗斉1」

「そうしたら、わたしは、ジユ

ー ス
|

「水の量、いっしょにせな、あ

かんで」

「 5はい、入れよう」

グループでtSJ力 しあって実験し

ょうとするようすが見義れる。

○ 溶ける、ようすにつねて話し
合う。

I 「洗ざねは、なんか上に、あ
がってし峻う」

S 「軽い、ようや」
N 「 5はい入れたけど、すく゛、
とけてきた。 Sちやんは」
S 「砂とうは水の色が、かわら
ないので、とけたか とけて
ないか、わからへん」

K 「下に砂とうのかた唆リカゞな
いので、とけたのやろ」

N 「水に色がないので、どうし
たらとけたか、わかるやろだ

○ 実験は協力しあってできたか

K児は第 1時は学習意欲がみら

れなかったが次第によくなってき

た。

N児のはたらきかけでグループ内

の人間関係がよくなり、みえなと

うまく実験していこうとするよう

になった。

○ 実験は、軽ろ総ろ見つけなが毎
できたか。

自分たちで実験しようとする、

かまえで取りくんでいるので砂糖

洗斉Jな ど、どんな溶け方をするの

だろうかと、その現象を見る目が

生き生きしている。

○ 自主的に実験が、すすめられた

か 。
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I 「水をなめてみて、あ唆かっ
たら、とけたのや」

(全員宏める。―う唆ね、あ

唆い 一― 一)

S 「秒とうの、つぶは小さ峰の

ではようとけるのや」

○ 現象をよく見て気のついたこ

とを自由に話し合い、個人で、

メモをし、それを見ながら話し

合う。

〇 世話係が記録するよう指示。 |
K 「せっけんと洗ざ搾は、ま≪ |

にてねるけど、とけた水の色

が、ちょっと違う、せっけんの

方が自榛色」

N 「ジユースは、いいにお移が

する。色は、みかん色。幹く

藝入れても、甕だ、みかん色。

手ざわりは、つるつるしてい

る。でも、あまり感じない^

砂とらは ?J

S 「ふつうの水と同じような気

がする」

IC 「せっけん、ぬるぬる。洗ざ

れは量

菫 「せっけんと、同じです」
。 世話係は途中から発言してい

ない。言己録してねるので充分に

観察できて軽ない。 各自で記

録することとダループでするこ

とを区別し、グループでぜひ記

-42-

実験観察の観点が、はっきりさ

れていたので、どの子 も分担した

ものに熱心である。

時 々、ひとりごとを言って裕る

(は っきり、 ききとれない)

それは、自分で問いを出し、答え

をする。自分と自分で対話 してい

る。これも個人思考であると思 う

○ はっきり、ちがいや同じ点が見
つけられたか。

自由にわかったことを話 し合っ

ている。

みんなで、それぞれの物につ幹

てた しかめあうということは、あ

まりできず自分でとかした物だけ

を見る傾向がつよい。



録 しなければならな幹ことは、

世話係がするようにしたぃ。

○ せっけんをもとにして比べて話
し合いまとめるの

。 話 し合ってまとめることは、

だいた枠できて峰るが、今後も

世話係が話 し合枠の時に、課題

の確認をしたり、多けわたしが

できるように、はたらきかけた

けヽ。

○ 全員が活発に意見を、のべたか

。 S児 ――― 第 1時 ごろは、小
さい声で話 していたが次第に活

発に話そ うとする意欲が見られ

るようになった。 グループ内
でN児を中心に、だれでも気軽

に講せるように気を配ってゎた

からである。 S児 は、そうぃ

うグル・・―‐ア
°
で、みんなが自分の

言うことをないてくれるとぃう

壽 心感をもつようになったかひ

であろう。

|

本時の学習の流れから課題意識が、般

いたので全体に主体的漱学習であった。
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部

量 実証授業のねらい

(1)子 ど もの実態

仲間意識の芽生えとともに集団行動が目立ち、視野の広がりとともに活動 も活発になる

が、その反面、友達間でいろいろな問題 も発生する。それらの問題には質的な違いはある

にせよ、その要因は、 自己中心的な考えからおこる場合が多いと考えられる。 しかもこの

考え方が、集団の中で微妙な人間関係をつくっていくようである。

次に複雑な人間関係において見られる子 どもたちのいくつかのメイプを挙げてみよう。

ア 自己主張が強いため、 よ峰考え 〔意見)を言っても認められない子。

イ やんちゃのため、よい考え (意見)を持ってねても受け入れられず、ますます、

やんちゃをする子。

, 卜となしく、人づき合わもよく、だれにでも好かれる子。
工 友澤の主張にいじけて黙 夕こんでしまっ子。

以上は、日々の観察からの実態である。

一方、友人関係の調査 (プ シオメ トリー)か ら見―c~み ると、好 き嫌棒のかたよりが顕著

な もの、夕Jえば、止言ごイに該当するKにつ撼ては、好 きが①人、嫌醗が 17人 〔導轟名中)

中に該当するTに つ幅ては、好 とが 14人、嫌移が◎人 (35名中)と 全 く対照的である。

崚た、かな シ能力もらシアに該当するK、 Tは鐘とんど反応がなく、中立的な存在を示 し

ている。更に、 9グループの内 4グループは、グルーア璃 では何の反応 も示 していな枠こ

と、 唆た、同 じグループ内で相互拒否反応を示 して峰る者等 も見 られるが、これらは 2～

轟名の仲間のグルー プが学級内に閉鎖的に存在 し、しかも、グルーア
°
間の関係をもたな松

注とを示 していると考えられる。

以上述べてきた実態は、 3年生の子 どもにごくありがちな学習や遊びの場に見られる人

間関係とも言えそ うである。

鸞}国 語科 の 特 質

プ 国語科鐘、話す 。聞 〈、読む、書 くの三領域をふまえて児童の成長に必要な能力を身
につけさせ、同時に豊かな人間形成を図ることを目ざすものである。

そのねられは

幹 国語で思考 し、倉J造する能力 と態度を養 9。
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紹)国語による理解 と表現を通 して、知識を身につけ、心情を豊かにする。
lpl 国語にょる伝達の役割を自党 して、社会生活を高める能力と態度を養 う。

l‐l 国語に対する関心を深め、言語感覚を養い、国語を愛護する態度を育てる。
イ 国語科 とパズ学習

171 言語活動を通 して自己を向上させ、互いに社会生活を向上させる。

“

)児童個々の考えが多様で、話 し合いの結論が容易に出せない。 (特に物語教材にお
い て )

総)実 証 授 業 で 目 ざす もの

認知、態度の両目標の同時達成を目ざすバズ学習において、態度目標が、認知 目標 と並

び、 より豊かな人間関係を保ち学習を充実させる上に極めて大切であることは、既に明ら

かである。

上述の児童の実態から問題になることは、積極的な話 し合いにょる問題の解決が しに〈

いことである。

この点からバズ学習を考えてみると、学習への取 り組みに不可欠な話 し合いの積極性を

欠 き、学習過程における望ましい人間関係や学習効果への影響が大 きい ものと考えられる。

学習に積極性を示すことは進歩を促す重要な学習態度であるが、その背後には、互いに

認め合い協力していこっとする集団相互の人間関係がな くてはならない。この意味から、

積極的に話 し合い、協力して考えようとする態度こそ学習には欠 くことのできない要件 と

めえ よう。

ゆえに、 3年生では、「積極的な話し合ぃJを態度目標の中核に位EL~づけ、よりよい指
導過程の充実を期した。

2 実証授業の計画
(1)実証授業 にぃた る経遇

実証授業に先だって、ゎ学級で協力授業を行った。 慇年露タテスでは、実証授業の教材

「 ピブッキォJの授業研究を行ね、教材の目標である F場面ごとの展開に注意して、登場
人物の気持ちゃ行動を読みとる」ために、「ピノッキォはどんな少年か。J Fゼ ベットは、
どんな気持ちの人か。Jと ぃう課題を設定し、指導計画をたてた。それは、
ア、場面ごとに課題をもつけ 歓 師から提示)、 くわしく読みとった後、物語全体を通じ

てのピノッキォ像、ゼペット像をつかむ。

イ、一読後のピノッキォ像、ゼペット像を、全体を通してくゎしく行動や心情を読みとる

ことによって、エク明確なものとする。その方法として Fピノッキォは、よい子と思つ
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か、悪い子 と思うか」から、考えていく。

の 2方法であった。

これらの協力授業をふまえて、実証授業の指導計画を考えでいった。計画立案 l・

/C験 して、

授業者は、

0 物語全体を通 して、読みとらせたい。

傷)個 人思考を徹底させ、その個人学習にもとず〈相互作用 (バ ズ)1/1じ ゃつぶん時間

をかけたい。

101 積極的に、グループ活動をさせため。

という指導のねられを持った。――方、児童は、教材の一読後、主人公ピプッキオの行動か

ら、その心情を読みとろうとし、 ピプッキオやゼペットについて調べていきたぃと考えた。

その結果、

ピプッキオのしたことをみてい くと、どんな子と思 つか。

ゼペッ トのしたことをみてい (と 、 どんな気持ちの人と思 うか。

を、本教材の中心課題にすえ、指導計画をたてた。

城}指 導 案 の作 成

国語季絆許雇覇鸞罐詳装  轟年3組 指導者速水正順

量 攣麓 話のつつりかわ勢に気をつけて試もつ 〔物語かピノッキォ

鰤 懇穣 認知的 (1)文級にそって文字や語句を正じく読みとらせる。
(2)登場人物の言動から気持ちや入柄を読みとらせる。

(3)物語の世界を豊か1/4想像する気持ちを育て、感想をもたせる。

態度的 A 全文を楽しく読みながら人物の行動ゃ気持ちを確かに読みとろうとす
る。

B 友だちの考えをよく聞 き、わかって もらえるように くふ 9して話そ つ

とする。

3教 材 に つ毎ヽ て

話の中のできごとを客観的にとらえ、登場人物の行動や考え方に対 して同感したり

批判 したシじながら読むこの時期の児童は、話の展開のはっきりした、 しかも、主人
公「 ポノッキオゴの行動や心情が生き生 きと描かれている作品に接する時、興味深 〈

楽 しく続むと考ぇられる。そこで、話の移 夕変わりに気をつけながら人物の心情や行

動を確かに読み取る力者身につけさせ、更に楽 しく読み味わつことにより自分の考え

と照らし合わせながら感想をまとめるようにさせた棒。
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4指 導計画

1 学習計画をたてる。

2 登場人物 (ピノッキォとゼペ

ット)の行動や気持ちを全文を

通 して読みとる。

以上の指導計画の中から、 4-7時 間目

最 も中心 となる学習過程であると考え、 4

o全文を読んで学習計画をたてよう。

0ピ ノッキォのしたことをみていくと、どんな

子だと思 つか。

oゼペッ トのしたことをみてい くと、 どんな気

持ちの人と思 うか。

eピ ノッキオゃゼペッ トについて、 (わ しく

読んで感想を書こう。

ピプッキォにつねて感想を話 し合お う。

ピノッキォは、どんな子かを考えよう。

ゼペットは、 どんな気持ちの人かを考えよう

習学

(2)

(1)

(露 )

(1)ｏｌ

丁

―

―

3 文字や語句の練習をする。 o漢字やことばの練習をしよう。

4 感想を書いて発表する。 ○感想を書ぃて発表 しょつ。

oフ・リントのFn3題 を考えよつ。

~~~†~~

1  1

―

一 一
一

‐
―
一
― 一 一

言

一 ―
一

|

11
|

カミ、

-7
◇

ピプッキォゃゼベッ トを追求 していくうぇで

時間目を実証授業の研究にあてた。

師の活動

課題提示

○ 第 … 日目 (7月 6目 )

1 本時の目標 認知的 ピノッキォの人柄について読みとらせる。
態度的 A ピノッキオの人柄をノー トや文の中からみつけようとする。
B 友だちの考えをよく聞き、ゎかりゃす〈話すようにする。

2 指導過程

学習課融 ピノッキォについて感想を話 し合おう。

児童の活動一一一一―

ア 課題を確認する。
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5 学習後の評価

指 導 内 容



イ 各自がグループで話 し合賂、
グルー フ
゜
でまとめ碁。

ウ 感想を全体で話 し合 う。

工 甕とおを、プー トにかく。

o自 分の考えの根熱をはっき勢させる。

・ よく上≧ぺ 考ぇのちがいに短づかせる。

藝1グルーフ・の発表を中かに、各グルー

プの政をめの感想を建還雀る。

磯学習のまとめ

◇

○ 第 二 日目 (7月 7日 )

1 本時の目標 認矢目的  ピノッキォには、わがま夜な行榛 もあるが、真 allに考えようとす
る気持ちもあることを読み取 らせる。

態度的 A ピノッキォの人柄を行いや気持ちの二面からみつけょうとす

る。

B 友だちの考えをよ〈聞 き、わかりやす 〈話すようにする。

2 指導過程

学習課題 :ピ ノッキオは、どんな子か考えよう。

児童の活動一一一一一           教師の活動 一一一――

ア 課題を確認する。 ・ 課題提不

イ ピノッキォについての問題をグル轟プ   0ピ ノッキォのしたことで、何が問題か

で話 し合ね、まとめる。            を考えさせる。

ウ グルーフ・の問題点を発表 し、全体で中   。2つの面 (行動 と気持ち)から問題点

心問題につ偽て考える。           を考えさせる。

工 わがままな行動につぃて、全体で話 し   .ピ ノッキォのわがままな面から追究さ
合う。 せる。

オ まとめをノー トに書 くo         ・ 学習の政とめ。

O第 二 日目 (7月 9日 )

1 本時の目標 前時に同じ

2 指導過程

学習課題 :ピ ノッキオは、どんな子かを考えよう。

児童の活動 一一一一― 教師の活動

ア 課題を確認する。             o課 題提示

イ 成長 して椰〈姿について、全体で話 し   ・ ピノッキォの成長 していく過程から追

合う。 究させる。

ウ ピノッキォは、どんな子かを考え、全   ・ ピノッキォの 2面から追究の姿をまと

体で話 し合 う。 めどんな子といえそ うかを考えさせる。
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工 甕と場をプー ト鍾書 く。 o学習のすとめ

○ 第量 日目 (7月 10目 )

1 本時の目標 認知的 ピノッキォに対するゼベットのあたたかぐ深い思膝やりのある気
持ちを読み取らせる。

態度的 A ゼペットの人柄をノー トの文の中からみつけようとする。
B 友だちの考えをよく聞き、々かりゃすく話すようにする。

2 指導過程
学習課題 :ゼペットは、どんな気持ちの人かを考えよう。

∵ 児童の活動一―――

ア 課題を確認する。

イ 各自の感態をグループで話 し合い、政
とめる。

ウ グルー プの感想を発表 し、話 し合 う。

工 まとめをノー トに書 〈。

憾)実 証授業の 方法

対象 3年生。 1ク ラス 35入。知能偏差値おょび学力偏差値については表 1、 2参照。
グループの構成 :知能および国語学力は、集団内異質、集団間等質を原貝Jと した。ソ瀦

メトリックの関係は、拒否関係をできるだけのぞいて、今回の実証授業のために、部分的

にグループの修正を行った。

指導内容 :上掲の指導案 4時間分をあてる。

手続き :寒証授業実施前に知能テス ト (名大式)、 国語科標準学カテス ト (教研式)を
実施する。さらに実証授業の 1週間前に、実証授業を行う教材のァス トを、読解、語句の

2側面について行ぅ (PeLテス ト)。 同じ〈ソンオメトリッィテス トを実施する。また、
1日 前に学級構造について、目標指向 o影響・ 社会的接近の 3償1面を質問紙により測定し
た。実証授業に際しては、指導過程における教師_生徒の相互作用を時間にそって記録じ
た。各グループの諸活動 (バ ズの様子)は、ヘッドホーンを用いてテープに記録 した。各
時終了後、参加度についての質問紙を実施した。これは、課題、指導過程、グループの成

員という3側面についての質問項目からなる。
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◇

――一―教師の活動

課題提示

・考え方のちがいをしっかり聞かせる。

oで きるだけ、みんなの考えが生かせるよ

うにまとめさす。

・ 変わらぬ、愛情をいだ〈ゼペッ トの深ぃ

思いやりのある気持ちを読み取らせる。

・ 学習のまとめ

◇



ピノッキオの学習の終了後ただちにRひテ ストと全 く同じテス トを実施する (POSt一

テス ト)、 更に前と同じノンォメトリックテス ト、学級構造に関する質問を実施する。実

証授業終了―週間後に、語旬についてはは持テス トを (Pro、 POstテ ス トと同 じ)

試解 1/Cついては転移テス トを行 動。なお用いられた質問紙、テス ト用紙、観察用紙は、資

料参照。

3 実証授業の経過と結果

(1)実 際 の 授業 の流 れ

〔第 1時)

ア 本単元での学習課題提示
ピノッキォのしたことをみてい くと、 どんな子だと思 つか。

イ 本時の学習課題提示
ピノッキオについて感想を話 し合おり。

.ピ ノッキォはどんな子と思 つか。 0ど こからどんな子 と思 うか。
ウ 課題提示の説明

今日の勉強は、 ピノッキォについてみんな感想を書 きましたね。その感想を話 し合 う

なねつ勉強でしたね。そこでいちばん初めにグループで話 し合いをしてもらうんですが、

ちょっとこちらの方を見てほじめ と思搾ます。 ピノッキォはどんな子 と思うか。 どこか

らどんな子 と思つかといつことについて話 し合いをしていってほじれと思います。話 し

合枠が終わったらグルーフ
゜
毎にまとめてはじ構と思い唆す。域とめ方はどんな子 と思 つ

かとめ ,こ とと、かんたんでよろしいからどこからそ う思つのかということについてま

とめてなしいと思枠ます。 4人 で政とめるときには協力してがんばってほしいと思いま

す。

それではグループで話 し合いを始めてもらいましょう。

工 過程

0 各自がグループで感想を話 し合い、グループでまとめる。

Oグルー プでは感想文を各自読みあげてい く。 (22分間かかった)

o途中、授業者はグループ毎に机間巡視 し、話の進め方について若千の指示を与えた。

箔)感想を全体で話 し合 つ。 (20分間)

01グループの発表を中心にゝ各グルー プから感想を出し合って話 し合 ,。

0 今日の勉強から自分が感じたことをノー トに書 〈。
オ 次時の課題の提示

一

"一



ピノッキォはどんな子かを考えよう。

(第 2時 )

ア 本単元での学習課題提示
ピノッキォのしたことをみていくと、どんな子だと思 つか。

イ 本時の学習課題提示
ピノッキオはどんな子かを考えよう。

ウ 課題提示の説明

今日はピノッキォについてどんな問題を考えたか話 し合いをしてほしいと思います。

話し合つとさにはllF番を考えずに自由に話しましょう。聞いているときに、友達のFn5題

とぼ くのと同 じだな、ああ、ちょっとちがつぞということをよ (比べて聞 〈ようにしま

しょう。そ して友達の問題について意見があったら聞いたり、わからなかったらたずね

るようにしましょう。グルー プで問題をまとめるときには、も,一度言いますから話 し

合 うところから始めてくださね。

工 過程

0 前時に書いたピノッキォについての問題点をグルーフ゜で話 し合裕まとめる。
◎ピノッキォについてどんなFn5題 を考えたか。

o終 ったところは挙手で確かめる。そしてグループで重要と思 う問題 2つにしぼるよ

うに指示。但 し、初歩的な疑問 (木の人形がなぜ歩 くのか)の ような ものは除 〈。

に)グルー プの問題点を発表 し、全体で中心問題について考える。 (16分 間)(10多
課亀)

o各 グルー プはどんな問題をと多あげることに したがを発表 し重復するものは発表 し

ないように指示する。

lpl わがままな行動について全体で話 し合う。どこでわかるか。そのわけは。 (15分間)

0 まとめをノー トに書 〈。
オ 次時の課題の提示
ピノッキォはどんな子かを考えよう。

(第 3時)

ア 本単元での学習課題提示
ピノッキォのしたことをみていくと、 どんな子だと思 つか。

イ 本時の学習課題提示
ピノッキォはどんな子かを考えよう。

ウ 課題提示の説明

今日はピノッキォのいい面からみてみましょぅ。 ピノッキォの気持ちが菫くわかるよ

うなところを自分 自分で本を読みながらゼペッ トじいさんとピノッキォのぁったことに

よく目を通 して本を読みましょう。読むところは 49ぺニジから57ページまでのとこ
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ろです。そ してあとで読みとったとことを全体で話 し合いましょう。では始めなさい。

工 過程

l~/1 成長 していく姿につ換て全体で話 し合 つ。 (25分聞)

。ピノッキオはゼペットにだきつきました。このとき、ピノッキオはゼペッ トの胸の

中でどんなことを考えていたのか。

O「ぼ くを火の中にな つりこんでください。な くの友だちが身がわりになるなんてま

ちがいです。Jの ビノッキォの考え方についてはどうか。

oなんでほかの人形がやかれることになったのか。

7)二 つの面 (わがままな面、いい面)う らヽ考えてピノ′ッキオはどんな子と思 つか、全

体で話 し合 う。 (10分間)

191 ピノッキォはいったいどんな子 と言えるか勉強 してきて思ったことをノー トに書 (。

オ 次時の課題の提示
ゼペッ トはどんな気持ちの人か考えよう。

(第 4時)

ア 本単元での学習課題提示
ゼペットのしたことをみてい くと、どんな気持ちの人と思 うか。

イ 本時の学習課題提示
ゼペッ トはどんな気持ちの人か考えよう。

ウ 課題提示の説明

前の時間に自分 自分が書峰た感想を見ながら話 し合 9の ですが、ゼペッ トはどんな気

持ちの人か、それはどこかりそう思 つのか教科書やノー トを見て友達によくわかるよ9

に話 し合いをしていってほしいと思います。

工 過程

例 各自の感想をグループで話 し合い唆とめる。 (12分問)

軒)ゼ ペッ トは、どんな気持ちの人か発表 してつけたしてお (。 (25分間)

09グループ、 7グループ、 6グループの発表 を聞 く。

○ほかのグループで17■ どつか。

oな しを感つともあげようという気持ちはどつか。

o今 唆での話というのは何か。

oゼペッ トはしかたな くな しの皮をむいてやりました。 Fしかたな くJと れつのはど

んな気持ちか。

③l時間もたたなれうちに新 しい両足を作ってやりました。 どんな気持ちで作ってや

ったと思 つか。

'ol円
のお金 もないのな学校へ行 くじゅんびをしてやりました。ここのお じいさんの
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気持ちはどうだろう。

191 今 日の勉強からゼペットについて思ったことを書 〈。
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表 7 fsv*2"fr プ シ オ メ ト リッ クテ ス ト

班

re 陶st PFe 諄Ost-11Pr el酌 鈍 Pre 酌 鈍 Pre FOst Pre b試 Pre b鈍 Pre b鈍 Pre 詢 鈍

選

ま巨否 １
一

(注読解テス ト、漢字語句テス ト、転移テス トの表の数字は、一間を一点 と

し、 内の点を満点とした時の、グループ内の点の平均の数字である。

なお、各 の々テス ト問題は、資料編参照。)

o組平均の知能偏差値は 4611、 学力偏差値は 46。 1と、 ともに全国平均より悪い。

o2班は読解テス トの伸び率が著 じ〈悪い。

③ l班や8班は、知能偏差値は悪いが、読解テス トの伸び率はよい。

5読解テス トのPre、 Postテ ス トはともにt ttJ」t面の読みとりより、心情面の読

みとりが悪い。
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◎読解テス トの Preと 転移テス トをみてみると、心情面は 38.◎ %か らSO.0%に なっ
ていて、行動面の 52.2%か ら 54。 3%になって棒るのより、多く伸びてわる。

o参加度は四日目が一番悪 く、特に課題に対する項目や、他成員に対する項目のところ

が下がっている。

4 考察 とま とめ
前掲、観察・ テス ト等の結果をもとにして、次のような点から考察してみた。

(1)伸び率   (2)転 移度   (3)参 加度  (4)グ ループの話し合い
(欝 伸び率

読解テス トのプリの通過率 47,9%、 ポス トの通過率 61.4%、 漢字・語句テス トにつ

いてはプリが 33.1だ、ポス トは 56.0%で いずれも目標通過率 75.0%に は達しなかっ
ガ
=。

読解 テス トについて詳細にみてみると、ポス トP/1段階 で行動面の読み と夕の通過率は、

68。 8%、 心情面については 54.0%で、心情面の読みとりが劣っている。またプリ、ポ
ス ト間の伸び率を個々のグルー プごとにだしてみると、上位は 42,1%(1班 )、 下位は
4.7グ (2班)と いうょうにグループ間に極めて大 きな差のあることが認められる。
このf申び率のもっとも低い 2班の国語学力偏差値 (48.5)は 学級平均 (46.1)ょ り
高降にもかかゎらず、このょうに低い伸び率 となったのはなぜだろうか。

参加 (満足)度 テス トにょると、課題に対する満足度及び学習過程に対する満足度は、
とわたてて低 くはないが他成員に対する満足度は、他のグルー プに比べて 1日 、 2日 ると

もに 2.3、 4日 ゅは 1.3と著 しく低 くなっている (表 6)

更に、2班の話 し合わの記録をみてみると、司会御Nは グル義 プ員の発言中も、全く関
係のなれことばを発 したシ、 F早 う、言っ7_~く ださね 。・。・・ゴ 嬬 気強 く、記録の楼ま)
と降ったよつな高圧的な態度で、話 し合ぃを進めていることがゎかる。唆た、ソシォメ ト

リーによるとNは グルー プ員のKに対 して極端な鍾否反応を示 して経るとともに、Nの他
成長に対する満足度は 1と いう最低値を示してねる。これらのことから2班における人間
関係の悪いことが十分予想され、そのことが話 し合換を築峻らせず、従って伸び率を低ね

も母にじた大 きな原因ではなかったかと思われる。

反対に、 慢.8班では知能無差値 (42.3及び 42.5)は学級平均 (46.重 )菫 勢う、な
シ低 〈、特に 8班では知能偏差値 98.の と称 う低値の児童もねて、ちらば勢も大 きれにも
かかわらず、読解テス トの伸び率は 41。 2だ とょかった。このグループの参精度テス トを
みてみると、他成員に対する満足度のよいことがわかる (表 1.6)

更に、このグルーフ
゜
に恭(ナ る話 し合棒の記録をみてみると、司会著Tは「 みなさん、ど

ういう楼とめをしたらまいと思いますか。」 「 それではみ右さん考えてくださいJと ぃぅ
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ように、グルーフ
・
員の意見を聞いて、それに従って話し合格を進めていこうと絶えず努力

していることがわかる。このようにグル∵プ内の相互作用が
'政

くいってね為班では鷺総

体的に伸び率はよ〈なってねる。

漢字 。語旬の伸び率は、話し合いと密接なかかわりがないためか、他成員1/C対する満足

度とあまり相関的な関係は見られなかった。

械)転 移 度

読解に関する転移テス トの通過率 52.1%で、内容男に みると行動面が54.3%、 心情

面 50。 ①%で あった (表 5)。 プリテス トでは、行動面が 52.露 %、 心情面穂8.∩ %(表

3)と 開きがあるのに対して、転移テス トでは接近してねる (転移テス トの結果とプリ、

ポス トテス トめ結果を直接結ぴつける迅とには問題もあろうが。)

個々のグループをみても、 1。 3嗜 6榛 轟の心グルーフ
9は
行動面より心情面の読みとり

の方が上まわシ、その他めグループにおねても行動面と心情面との点差が少なくなってき

て棒る。このことは、心情面の大きな伸びによってもたらされた結果と換える。学習中、

登場人物の行動に即して心情を読みとる力が獲得された結果といえないだろうかメ転移テ

試 卜lf_使用した教材及び出題方法にもよるだろうが)

韓)参加度
学級全体の課題に対する参加度をみてみると、 1日 め 4´ 4(73.3/)、 2日 め4.5(

7懸 "○ %)、 4襲 め3.9(65_0%)と なり、学習活動につれては、同じく4.5(75。 ①

%》 、 4,3(71.6%)、 4´ 1(C8。 3/)、 他成員につれても同様に4,4(73.3%)、

4.5(75_〇 %)、 意.8(G3.3/)と をもていて、課題と他成員がともに4日 めにおい

て著じく低下している (表 6)。 通の二つの相関的な結果につ猥ではゝ他成員に対する質

問項圏 〔資料 参照)が「 きょうの勉強 〔課題)で～Jと 移
'前
提で書かれてめるので、

このことは当然と幹えるかも知れな軽。

しかし、こほで問題なのは、むじるなぜ4圏 めにこれらが著 しく低下したのかと降
'こ

とである。 lo2日 めの課題た対する満足度は73.3、 76_参 %と、かなり高い支持率を

得ているのであり、 4日 嬢め課題もこれらと殆んど同様な次元のものと思われるので、 4

轟るの低下鐘課題そのものに大きな原因があったものとは思われな膝。常識的に考えれば

Fピ ノキォはどんな子か麗から Fゼペットはどんな気持ちの人か」というように内容的に

変わっためであるから、関ノきは新たに高まるとさえ考えられる。にもかかわらず下がった

のは課題構成にも問題鐵あったかも知れなt/2が、それよりも、むしろ課題への取り組ませ

方に問題があったように思われる。

(4)グル ープの話 し合 しヽ

前記(1)イ申び率でとりあげた 1班と2班と感班について、そのグループ内の種互作用の点

から再び見てみよう。
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量班の 1日 鏑の発言記録を見てみると、

II次妓 あれ どんなことを思 つかの まとめをしてもら棒ます。 IXん

12はい ぼくは ピノッキオ1/■膝たずらっ子だけれど 勇気があってよいと思い唆す。
I: N子さん

N はい わたしは あのこれからもピノッキォは あめ らの ちょっと友だちの身
がわりとか そ うい うことになってほ しいと思ねます。

■
~lT〈

ん

T ぼ くは つ―ん ピノッキォは はじるは いたずらだったけれど あ あとから
よい子になった 1/1ん さかいいいと思い唆す。

N わたしは あの は じめはわる機子だったけ ど ときどきよい子 ゎるい子となっ
てれった√)で あのもつわるわ子 もよい子 も いぇないような子 と思います。
I:次鐘 どこから そつ考える分かということを いってもらいます。 12 くん。
12 う 。・ ●・ ● o

となっている。次にお班の 1日 轟の発言記録を見てみよう。

T これからまとめをし唆す。 〔小声で)ど うしたらいいのかな。まとめ ,一ん。み
なさん、どう峰つまとめをしたらよ棒と思怪甕すつ、

T 盈くん

Kl あの どんな・7-・ と思 つかと、どこからそ う考えるかを唆とめたらよいと思膝唆す。
T それはわかっているのですが、どつれつまとめをしたらよいの

Kl どついつまとめと搾うと

T ピノッキォはどんな子かと幹 ,こ とを みんなでまとみをしたらよいかと思い岐す。
Klはねわかりました。
T ピノッキォがどんな子かといつことを可ヽ さい文に絞とめたら菫構と思 9んだけ ど
みなさん どう思撼峻すか。
KIそ うしたらょねと思います。
F ぼ 《も同 じです。
K2わたしも同 じです。
T それではみなさん考えてください。
T ピノッキォはどんな子かということを/Jヽ さい丈に政とめ峻す。たけ し君ゎかります
つヽ。

F 一つだけ ? ぼ く鐘妓じめの方は ちょっとぃたずらっ子だし、あとの方は降けな
幹ところがあるから、元気の搾松子としたもょねと思い唆す。

となっている。最後に 2はん働発言記録を見てみると、

N まだ 唆と機はあかんな。意見やしつもんやね。 どうする ?意見やしつもんとか楼
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とみをする ?

M どうして ?                   .

N ええ、そしたらまとめをし唆す。

M・ Kへえ一。

N まとめをします。
N 峻とめをします。わたしとMさ んとKさ んのとあわせてします。

(教師の助言。声小さくわからない)        1

Mさん、いちばんだいじなところを言ってください。

はい。わたしは、 も,三度と家出をしないとお じいさんと約束 したのがよかったと

思 うのがいちばんよかったところと思いました。

N では、 Kさ ん、この中で一番だいじなところ。
K この中でか。
N ちが う、ちがつ、ちが 9。 ピノッキオの感想文で。
K は軽。あのね。
N (私 語)

となっている。

伸び率のよかった 1班 と8班においては、司会者を中心にどの子 も自分の考えや感想を

すなおに話 し合っている。特に 8班では全員が課題を納得するまで話 し合って、共通理解

した上で課題追求をしようとしている。一方 2班においては司会者が他成員の意見を聞こ

うとせず、独断で進めていこうとしている。その結果 グループ員Kはほとんど自分の持っ

ている疑問や意見がとりあげてもらえず、いつも消極的な態度であった。K児の発言回数

をとりあげてみると、 1日 目9分中 9回、 2日 目3分中 2回、 4日 目9分中 5回 と少な く

しかも他の子どもといつしょに、「同じです」とか「わかりましたJという発言が多かっ

ズL。

この ように 1班 と8班 の司会者 と他成員 との関係が よいグルー プは、学習活動やその結

果にも大 きく影響を及ぼ して膝ると考えられる。一方 2班では望 峻しい人間関係が形成 さ

れて搾ないために、学習活動やその結果が好ましれ ものにはならなか ったと考えられる。

Ｎ

　

Ｍ

轟 今後 の M饉
(1)グループの話 し合いを活発にするために、好ましい人間関係をつくるには、どうすれば

よいか。

(2)パズ学習において学習効果を高めるには、課題構成、課題への取 り組ませ方、グループ

の人間関係等が重要な ものであるが、中でも、課題への取 り組唆せ方は最 も大事であると

― 弱 ―



の結論を得た。今後 も更に実証 していきたい。

鶴 個人学習の結果をバズ学習につつす時、教師は どんな配慮をすればよいか。
(4)グループ内の相互作用によって課題追求をさせる時、個々の考えを生かし合 うょうにす
るには どうすればょぃか。また、グルー プの話 し合いの結果を全体の場へ反映させるた
めの手だては どうすればよいか。
(5)知 りたぃことが明確に出てくる評価について、その方法を工夫 したい。
たとえば、課題に問題があったのか、課題の取 り組みに問題があったのか、ぃずれかが

はつきりわかるょうな評価の方法の研究が必要である。

(6)国語科において、転移力を正 しく測定するための適切な方法を考えたい。
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学一口同

1 研 究の 目灼

前年度峻での研究においては、パズ学習における基本的な、学級集団の育成や、課題構成

と課題の提示、バズの位置づけ、バズのさせ方、周辺児の
パズ参加、評価のし方など、諸内

容、諸条件における実践研究を行い、授業を通 して人間相互の関係を深め、認知的目標 と、

態度的目標の同時達成をねらうパズ学習の研究であった。

さらに本年度は、これまでの研究を基に、総合的に考えた一連の授業形態において、高学

年では算数料を研究の対象 とし、最 も効果的な学習形態による実証授業を試み、学習効果を

判定 しようとするものである。特に数学的な論理思考を育てるため、学習課題を持たせ、学

習の見通 しをつけ、自主解決による学習活動を目指したのである。子 どもたちは、 lEi人 思考

をもとに密度め蔦ね相互作用によって、互に考え方を確め合膝、思考要素を明確にし、 もの

の見方、考え方を深めることにあると考える。

そこでこのバ女活動を充実させるには、学習の目あてや、学習約見通 じを明確にもつとと

もに、甕ず課題を自分で考え、予想を立て、その予想の実証に向って、ねばり強 く取 り組む

(持続態度)個人学習を特に要求 したのである。

パズ活動におねては、容易な妥協や逃避は決 して許されず、厳 しく追究するものでなけれ

ばならな搾。意見の対立や、思考過程における矛盾は、話 し合いの過程に育つ自己樹立
への

重要な条件 とな り、無入思考で得た意見や問題点、疑問点や困難点が話 しあいを深めるもと

となるのである。このグループバズの結果をさらに全体で話 し合い、相互6~3発 し合うこと

によってよ勢倉」造的、主体的な学習を進めることになる。特に学習における持続態度は、 f固

入思考はもちろん、終末における学習の確認にいたるまで、目標に向って成功へ と努力する

態度であり、学習に対する態度の中で最 も重要視するものである。自分の学習をしっかりみ

つめ、さら1/Cグループでねり、学習の進み方について認め合い、援助 し合い、適切な教師の

政とめと確かな学習の確認にいたるまで、ねばり強 く、求めて考え、身につける学習でなけ

ればならない。ここに研究の焦点をお き、実証授業を行い、学カテス ト、学級構造、学習参

l」 E度などわ諸調査を実施 し、学習の成果を期待するものである。

餞 実証授業の議爾
(1)実証授業を計画実践するに当って

高学年部会は算数科を窓口にして、今回の実証授業の目標を追求することにした。その
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ため単元を選定 し、協同で指導案を練 り、その指導案にそって事前授業 と事後研究を行っ

た。事前授業に行 う単元は 2単元とし、五年部で 3時間六年部で 2時間計 5時間をこれに

あてた。 1回 の事前授業を行 うと直ちlrc事後研究を持ち、あらゆる角度から考察検討して、

次時の事前授業のための指導計画を練 多直 し実践するとれ

'研
究授業のシステム化を図っ

たのである。その際つねに次の諸点について、 じゅつぶん打合せを行った後実施 した。

① 協同で教材研究を行なね、指導の目標、一時限の指導内容の焦点fとをはかる。
② 授業形態を個人思考癒グループバズe全体思考という一連の流れをとって指導する。
③ バズ学習については、それぞれの指導の段階で、どのようなバズをどのようにとり入
れ授業をすすめていくかを決める。

④ 指導記録はグループの活動内容をできるだけ〈わしく記録し、 5段階法により評価す
る。個人についてはその記録の中に特記すべ き点を記録する。

こめよつなシステムfな された事前授業をふ唆ぇて、実証授業の指導案を作製 じ、次にあ

げるような方法手続きによって昭和48年 7月 6日 。7日 。11日 の3日間にわたって実

施 したのである。

俄)方 法 と手 続 き

実証研究の対象 :6年 3組 1ク テス 33名 知能偏差値及び学力偏差値については表 1を
参照

グルー プの構成 :知能及び算数学力は集団内異質、集団間等質を原則とした。ソシォメ ト

リック関係は、拒否関係は出来る限 り除ねた。 しかしこのクラスの拒否関係にある子ど

もは僅かに 3名 で、主として知能及び算数学力によって、今回の実証授業のために新た

に構成したものである。

指導内容 :算数科単元は比″」。 15時限単元から正比夕Jの 3時限を実証授業にあてる。各

時の指導内容は指導案及び実際授業の指導経過を参照 ((3)指導鴎容の項)
手続 き :実証授業実施前に知能テス ト (名大式) 算数科標準学カテス >(教研式 6年)
を実施する。更に実証授業の一週間前に、実証授業を行 う単元のテス ト、比タリの意味ゝ

lとの値は一定、比夕」式の三傾I面から行 う (Preテス ト)同 じ〈ソンォメ トリックテス
トも実施 した。また一日前に学級構造につれて、目標指向 。影響 。社会的接近の三つの

領:面を質問紙法により演J定 した。実証授業に際 しては、指導過程における教師一生徒の

相互作用を時間にそって記録 した。唆た各 グループの諸活動について各時間毎にいくつ

かのポイン トを決め 5点尺度で判定した。楼た各時命授業的全体の様子はテー フ
゜
レコー

ダーに記録 した。更にバズにおける子ども作/1グループ内での話 し合機の様子は、ヘッ

ドホーン及びディス トリビューメーを用いて総てテー フて 記録 した。毎時終了後参加度

(満足度)について質問紙法によって実施 した。 これは課題・ 指導過程・ グループの他
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成員とい う三つの側面についての質問項目から成っている。実証授業が 3時限分終了後

ただちに事前テス トと全く同 じテス トを実施する (POstテ ス ト)更に前と同 じソシ

オメ トリックテス ト、学級構造に関する質問紙法を実施 した。実証授業終了一週間後に

は持テス トを (Pre、 Postテ ス トと同じもの)続いて転移テス トを行った。なお

用いられた質問紙、テス ト用紙、観察用紙は資料参照のこと。

多啜多多籟啜ハ翁ユ

1 本単元での学習課題提示

2 本時の学習指導案 と指導経過

第 1時

o学習計画につ棒て話 し合 う。

(個人思考)

o次の 2量 の変化を調べヽ 1と

ちがいを考える。

o事前テス トの結果を検討する。

o以後 3時間分の学習計画を提示する。

(個人思考)(3分 )
o本時の学習課題を提示する。

父と子の年令、水槽にたまる水の量 と時

2の関係の
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指  導  案河 か 1)膠鷺 平 忙
時

o学習前のテス ト結果から学習全体の見通

しを立て、何を学習するかの計画を立て

る。

◎水そうに水を入れた時の時間 と水の量、

父と子の年令の数表を比べ、そのちがい

から比夕Jする関係を見つける。

o学習前のテス ト結果から学習全体の見

通 しを立て、何を学習するかの計画を

立てる。

o水そうに水を入れた時の時間と水の量

父と子の年令約数表を比べ、そのちが

いから比夕Jする関係を見つける。

o時間と道の多の関係から2つの量をXと

yと におきかえて式を考える。

o時間と道のりの関係から 2つの量をX

とyと にお きかえて式を考える。

o重さとねだんの関係が比夕Jし ていること

を調べ、比夕」の式に書 く。

o重さとねだんの関係が比夕Jしているこ

とを調べ、比夕Jの式に書 〈。

指 導 経 過



父と子の年令

水槽にた唆る水の量と時間

〔グルー フしヾ ズ)

◎バズにょって各自の考えを確から合搾、

考えを広げ、 2量の関係をとらぇる。

間の 2つの関係のちが級について調べる。

個人で 2つの違いをたくさん考え、バズの

材料を作るよう指示する。

(個人思考の事夕」については (1)参照)

(1)個 人思考の事夕」

(グループバズ) (5分 )
o今書いたことにつ枠で話 し合いをするよう、

人の話 もよ〈爾 〈ょう指示する。

(グルー プバズの事夕Jに っれて (2)参照)
(2)グルー フバ゚ズの事夕J

U 考えたことについて話 し合ね唆す。 1番の人から言っていってくださ

K はい、あの一私は 1の表ではねつまでたっても差は 1で も2で もず一
っといっても差は 28で、 2の表は時間が 2倍になれば水の量 も2倍に
なっているとい うことがゎかりました。そしても,1つは、 1の表では

―FSC―‐

M 父と私の年令の方では、父 も私 も1才ずつふえているが、水槽の水の

量と時間の方では時間が 1分たつにつれてゝ水の量は 8′ ずつふえてい

るところ力ぶちが 9。

1の方は 1才ずつふぇている。 2の方は 1時間ごとに倍にな りふえて

いる。

T lの 方では上も下も 1ずつふえていて害J合は減ってぃるが、 2の方で
は害」合は変わらない。

2では上のだんの数 と8をかけると下のだんの数になる。

K lの 表 ぃつまでたっても差は 28。

2の表 時間が 2倍になれば水の量 も2倍になっている。
1の表 両方とも1ずつふえている。
2の表 片方は 1ずつふぇているが、もつ片方は 1ずつふぇていない。
U lの 表は 1ずつふぇていて正比夕」だが、 2は時間が 1、 2、 3o,oと
増えていくと、水の量は 1時間の 2倍、 3倍・`・ と増えてい (。

1では年令の差がいつも28と 同じなのに、 2では最初の 8イ に時間を

かけたものがその時間の量にあたる。



両方とも1つずつふえてい峻すが、 2の表では片方は 1つずつふえてい

るが、もつ片方の方は 1つずつではな く、もっと多くふえていることが

わかり唆した。

U 今の塚本さんの意見につねで何か意見や質問はありませんか。

S 宇野さんどうぞ。

U 今、塚本さんは 1の、 2的所の時間は、あの-2倍 3倍 と増えていっ

て、水の量 もそれと同 じように増えていっているといい唆したが、時間

の方は、 1時間、 1時間と増えていっているのではあり唆せんか。

K だから、あの-1倍、 1を 2倍すると2と なって、 1を 3倍すると3

とかなるので、どちらとも1倍 2倍 と増えていってねるとしました。

U ゎかりました。次、他に意見翁ある人言ってください。杉出さんあり

ませんか。

S ありません。

U 松居 (ん、ありませんか。

M はい。ぼ くは、父と私の年令の方では父も私 も1才ずつ増えているが、

水槽の水の量と時間の方では時間が 1分たつにつれて水の量は 8′ ずつ

増えているということがわかり峻した。

他に。田附 〈ん、あり唆せんか。 o o

はい。

あり唆せんか。

はい。Kさん とまった〈同じです。

他にありませんか。

とK ありません。

U

T

U

T

U

S

U

(全体バズ)

0グループでの討論内容を発表する。

ありませんか。 田附 〈ん。

(全体バズ) (5分 )

0グループでの討論内容を発表させる。

あの―これ、このことについて、 1も 2も 同じ所へ入ると思い校すが

そのことについて何かありませんか。 1も 2も 反比夕Jと 正比夕Jが まじわ

っているのではなくて、両方とも正比夕Jになっているのではありません

か。他にあ夕唆せんか。 00。 それではまとめていいます。 1の方は両

方 とも1つずつ増えていくが、 2の方では時間も水の量 も1倍 2倍 3倍

と増えていくということが違 つとい うことと、よ〈似ているところは、

両方とも正比夕」であるということでよろしいか。

全員 はい。

U これでバズを終わります。 (注 。こめ考えは全体バズで訂正された。 )
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(個人思考 )

◎砂糖の重さと値段の関係を調べる。

。表に書 〈。

0変 fヒをしらべる。

o重さに対する値段の害」合をしらべる。

(全体バズ)

◎解答を発表する。

◎板書に示した表を用いた解説を行 う。

(個人思考) (7分 )

0砂糖の重さと値段についての課題を提示す

る。

(個人思考の事夕Jについては (3)参照)

480:2==240:1=2千重=240
40■ 1=240害 J合は 240円

(全体バズ) (14分 )

o解答を全体に発表させる。
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(3)個 人思考の事夕J

o重 さと値段の関係はどうなっていますか。

M l 対応 している。
2 値段を重さで害」るとどれも240に なる。
3 重さが 1倍 2倍 3倍・.。 と増えるにつれて値段の方 も1倍 2倍 3
倍 と増えていく。

S 重さが 1珍～ 2珍 と増えるにつれて値段 も240円～ 480円 と載 る
T 害」合は変わらない。値段を重さで害Jる と240になる。だんだん差が
ひらいていく。

U 重さが 1珍だったら240円 、 2砕だったら480円 と最初の 240
:1を 2倍 3倍 と両方共同 じ数で力■ナてい くと、約すといつも240:
1に直るように増えていっている。倍数が同 じなら、出てくる数 ももと

の数と同じような害J合で増えていく。

重さが値だんの倍数にあたる。

K 重さが 2倍になれば値段 も2倍になつている。
両方 ともいっしょに 2倍 3倍 4倍 と増えている。

害J合はねつになっても変わらない。

o重さに対する値段の害」合はどれだ1ナ ですか。

M 240円 ÷ 1珍 =240

S l珍 :240円 =1:240 1

T 240■ 1=240=240円

U 240円 :1珍 =240:1=2

他のものも240円 にな る。

K 240÷ 1=240:1=240

240=O.0042A=4り ん 2



o正比タリの関係をまとめる。

。1つの量に対する他の量の害」合は一定

である。

(個人思考 )

o次の関係が正比夕」かどうかを考える。

ol形が240プ のは
'金

の長さと重さ。

(ルレー プバズ)

o各 自の考えをグルー プで話 し合 う。

(4)グ ループバズの事夕J

…66-

o子 ども約発言を唆とめ、三つの表から正比

夕」の関係をまとめる。

(簡人思考) (1分 )

o教科書 (P57の 4)の問題につねての課

題を提示する。

(グ ループパズ) (2.5分 )

○バズに入るよつ指示する。

(グループバズの事夕J1/Cつ いては(4)参照)

(全体バズ) (3分 )

◎グループの話 し合いの結果の発表をさせる。

(唆 とめ)

◎発表をまとめ、比Fllの概念の再確認をする。

(確かるのパズ) (2分 )

0各 グループで言える人だけ、比夕Jと はどん

なことかを言 うよう指示する。

o次時の課題を提示する。lo次時の学習課題を考え、予習について話
| じ合 ,。            __

P67の 4番の問題の比″」するかしないかとね 9こ とと、 もし比夕Jす

るなら、今まで習ってきたよつになるのかとい うことを、 2番生の人か

ら言ってください。

K はい。私は比夕Jすると思います。そのわ4ナは、今までやってきたよつ

に、今のは重さが 1で値だんが 240円 でした。これは 1“ の重さが 2

40グなのでゝ 表にすると、あの一倍になりて移くと思れます。

U 何か今のことについてつけ加えはありませんか。 (自分が挙手して)
はぃ。これを表にあらわすと、 1形 の時は24◎ ブ、2笏⇔時には4轟

0ブ、お解の時には720夕 というふうllC、 1彩、片方が倍になってい

くと、もつ片方の240プ の方も倍 に々なっていくと峰つのが今までと

同じであるし、それに240ダ :l“ といつ答が240夕 と、480夕

:2形 というのは、これも240ジ となってヽ今まで習ってきたのと同

じようになつて、これもやっぱり正比例すると思います。他に何かあり

ませんか。なければこれで話 し合いを終わります。



第 2時

(個人思考)

o自 動車の時間と道のりの関係について調

べる。 (小数 )

・ 表に書 〈。  .正 比夕Jし ているか。
・ 害」合はどうか。 .時速はどれだけか。

(グルー プバズ)

oプ リン トに記入 した数値があってぃるか

比夕Jするか、何故比夕Jするかについて話

し合 う。

(全体バズ)

oグルーフ
゜
での討論内容を発表する。

(個人思考 )

o2量 の関係をXと yを使って式に表わす
ことを考える。 (プ リン トに)

(グルー フ・バズ)

o各 自の考えを話 し合 9。

(全体バズ)

oグループの発表を行 9。

(ま とる)

◎正比夕Jの関係を表わす式についてまとめ

る。

(個人思考)

OXにねろいるの数値を入れ、それに対応
するyの値を両方の式で求める。

o本時の課題の確認

o前時の内容の確認

o「比all」 の概念獲得の確認

(個人思考) (3.5分 )
o″J題について比夕」するかどうかを考えプリ

ントに記入するよう指示する。

(グループバズ) (7分 )
0バ ズに入るよう指示する。

(全体バズ) (4分 )
oグルー プの発表をもとに、夕J題が正比

"Jすることを確認する。

(個人思考) (2.5分 )
o課題を提示 し、式をで きるだけたくさん塞

すよう指示する。 (プ リントに)

(グループバズ) (5分 )
○グループで考えを皆で話 し合って集める。

分らない時はたずねるょう指示する。

(全体バズ) (19分 )

oグループの発表を行 う。

(ま とめ)

o比″Jと いう時、 2つの量は連続量である。
y=60× Xと 棒う形が比夕Jの一般的な式
であることにつぃて述べる。

(個人思考) (2分 )

oXに値を入れ対応するyの値を求める夕J題
を示す。
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0次の学習課題について考える。

第 3時

(個人思考)

o正方形の一辺の長さをX"、 まわりをy

翻として、 Xと yの関係を式に書 (。

(グルー プバズ)

o相手の考えを尊重 し、協力 して 2量の関

係∩式をみつける。

(全体バズ)

◎グルー プの討論内容を発表する。

(グループバズ) (1分 )

oグルー プで答えを確かめさせる。

(個人思考) (2.5分 )

o式を作る″J題を提示する。

(教師が 1部 Fll解 じヒン トを与える。

o次時の学習内容を板書で提示する。

o本時の学習課題を提示する。

(個人思考) (2,5分 )

o正方形の一辺をXδ筋、まわりをy働 とした

時の関係の式を個人で考えノー トに書かせ

る。

(グルニフバ゚ズ) (5分 )

o今書体たことlF_ついて話 L′合いをするよう

指示。また、「 どういう訳で 1と いう所ま

で話 し合 うよつ指示。

(全体バズ) (6分 )

○グループの討論内容を発表させる。

Oy=X× 4を y=4× Xと 書いてもよいと
説明

oy=4× Xに X=

30を代入 してy

5o10,y=20

Xを求めさせる。

02つめ的学習課題を提示する。

(個人思考) (6.5分 )

o水槽にた夜る水の時間に対する水の量・ 砂

糖の重さに対する値段・牛肉の重さと値段

Oyや Xの値 を求める。

Xが 1′  35′  10

yが 8, 18P30

の時のyの値。

の時のX約値。

(個人思考)

o2量の関係を正比″Jの式にまとめる。

水槽にた峻る水の時間に対する水の量。

-68-

指 導 経 過



砂糖の重さに対する値段。

牛肉の重さと値段6

針金の重さに対する長さ。

(グルー フ
・バズ)

o相手の気持ちを尊重 し合って、協力 して

比夕Jの式をまとめる。

(全体バ→

oグルー プの討論内容を発表する。

y=8× X
y=200× X

y=1.5× X

y=240× X

o8o200ol.5・ 240は 何を表わし

ているかをそれぞれ考える。

(個人思考)

02量の関係が正比Fllの関係にあるかを調
べる。

人の身長 と体重。円の直径 と円周。正

方形の一辺の長さと面積。はがきの枚

数と値段。

(全体バズ)

o個人で考えた比夕Jするか しないかといつ

ことを発表する。

,針金の重さに対する長さのそれぞれの 2量

の関係を正比夕Jの式に個人でまとめさせる。

(グルー プバズ) (8分 )

o個人でまとめた比夕Jの式について話 し合う

よう指示。

(全体バズ) (■ 5分 )

0グルー プの討論内容を発表させる。

y=8× X

y=200× X

y=1.5× X

y=240× X

oつけ加えの意見を求める。

o発表を板書で説明、訂正する。

(個人思考) (1.5分 )

o個人の間違いを訂正させる。

(全体バズ) (2分 )

o個人の間違いを全体の場で発表させる。

o3つめの学習課題を提示する。

(個人思考) (4分 )

o人 の身長 と体重 0円の直径 と円周・ 正方形

の一辺の長さと面積・ はがきの枚数と値段

のそれぞれの 2量 の関係が正比夕Jの関係に

あるかを調べさせる。

(全体バズ
.) (6分

)

o人 の身長 と体重の関係は正比夕Jの関係かど

うかを発表させる。

o円 の直径 と円周の関係は正比夕Jの関係かど

うかを発表させる。

Oこ の場合の係数は何かと尋ねる。

o正方形の一辺の長さと面積の 2量の関係は

正比夕jの関係かどうかを発表 させる。
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0次時の学習課題について考える。

oはがきの枚数と値段の 2量の関係は正比 Fll

の関係かどうかを発表させる。

0こ の場合は、連続量の条件を満たさないこ

とと、 グラフに書けばわかるということを

解説する。

o次時の内容を予告する。

4結 果 と考察
学習前に学習課題を提示 し、子どもに学習の見通 しを持たせ、個人思考、 グループバズ

全体思考と膝う、一連 の学習の流れを計画 した。 しか もほぼその計画に従って授業が進め

られたわけである。そこで、 このような指導過程がいかに効果的であったかを評価 じ考察

していきたいと思 つ。

そのために我 々は、児童の学習に対する興味、関心、満足感はどうであったか。また、

認知的な理解、知識の定着などはどのように進歩 したかを、種 の々テス ト結果を資料 とし

て検討を加えたい。そ して、今後の指導の参考 にしたいと考える。

(鶴 テ ス トに よ る理 解 度

この単元の同 じ内容の問題で、事前と事後にテス トした。問題の数字、その他に工夫を

加え、記憶 17Cよ る影響をできるだけ避けることにつとめた。テス ト問題 5間、 100点 満
点の結果は次の表の通 りである。

-7⑥一

ダ
Fル
ー フ
・

(人数 )

失個倉超

偏差値

学力

偏差値

①事前

テ ス ト

②事後

テ ス ト

進歩量

②一①

進歩率

%

は持

テス ト

転移

テス ト

学級全体

(31)

52。の3

(7.参 5)

48,88

(7.01)

43.2

(22.3)

gg。そ
路

(18.9)

45.2 79.6 97′ 10

(7.7)

72.9舎

(17.11)

(5)

51.2

(7。 28)

48。20

(2.48)

43.3

(22111

80.0

(28。28

36.7 647 100

(0。0)

62.50

(9。 46)

(5)

65濾

(蓼 .T2)

51。00

(1.79)

66J◎

(8.00)

100.O

(0)

44´0 100 100

(0.0)

76.00

(15_62)



(注)。 ( )内の数字はSD(標準偏差値)          テス ト100点満点
。進歩率は (進歩量)÷ (可能最高得点―事前テス ト)× loo

この表によると、

①  全体では、事前テス ト1な急 となってい

il「を4≧ ラ晉[[IIT∫

8.4、 それの進

歩量をみると隼筆者、これを進歩率に表わ :

事後テス トの 88,4と いう′数値は、学級の平均点 ということで、極めて高い平均点であ
ることがわかる。

② グルーフ・別に、進歩率をみると、グルーフ・2の最高 100%、 グループ1の最f_t64_7
%となっていて、どのグループも満足すべき進歩をしているといえよう。

このような高ね進歩率を示し、満足すべき結果が表われたといつことは、この学級の児

童の能力が大へん高かったかというのだろうか。それtr■表に出ている知能偏差値 (52.0
3)算数の学力偏差値 (48.88)力 示ゞすように、共に全国平均が、や 下ゝまわる程度だ
といえる。それにもかかわらず、このょぅな結果になり得たことは、ゃはリー連の学習過

程が効果的であったことを裏付けるほか、何ものでもないと考えられる。更に、一週間後

に行われた、特に転移テス トの学級平均点が 72。 9点 という高ぃものを示していることは

注目すべきことだとぃぇる。岐 ミ上£拿量ヌ趣賞普通 100点満点の場合 60点～ 6
5点と考えると、 8点～ 13点の高まりがぁる。このことは、この学習の指導過程が効果
的であつたと考えても過言ではなかろ 9。
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(5)

56.4

(4176)

50。80

(8.08)

36.0

(23.32

92.0

(9.8)

56.0 8色 5 96

(8.0)

74.00

(15.30)

(5)

53.2

(53.2)

53.60

(106)

60.0

(17.89)

88.0

(16.0)

28.③ 70.0 10舎

(030)

89,00

(12.41)

(5)

48,4

(4.76)

45_60

(5.00)

24.0

(19.60)

84.0

(23.32)

60.0 78.9 86

(12.0)

71.00

(8.00)

(5)

47`8

(9。 24)

43.80

(8.80)

40。0

(17.89)

88,0

(9.8舎 )

48.0 80.0 100

(0。鉾

67.00

(24.0)



餞)学 習に対す る参加度

そこで、この高い進歩の度合いを見せている学級の子どもの学習に対する態度面から検

討してみよう。

(注) (1)は 課題に対するもの

(2)は学習活動 ″

(3)は仲間   〃

合計 18点満点

通の表は、毎授業終了直後、子 どもがその授業にどのような態度でのぞんでいたかの参

加の度合いを調査するためにテス トしたものを得点で表わしたもので、課題に対する取 り

組み方、指導過程に対する取 り組み方、仲間に対する態度分三つ的償!面から参加度の傾向

をとらえよつとす為も御である。

① この表が示す通り、合計にきわだった変fとが見られない。率でみると85%前後の満足
度を示している。これは既に、通の学級的児童の学習への参加のかまえ、姿勢が望まし搾

姿に育てられていることを示 していると棒える。つまり時間が経過 じ、平素から学習に興

味、関心が出てきて参加度が除 々に向上したのではなく、毎時意欲的に取 り組んだことが

理解できる。

o次 の表は、各 グルー プ別に優向をとらえたものである。

18点満点

(人数)

課題に対する

態度

学習活動に対

する態度

仲間に対する

態度
①+②

学級全体 (31) 15.6 15.4 15_3 31。 0
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時  限

合計 合計 (鋤 合計

平 均 帥 5.2 5:1 5_5 15.7 5.3 4.6 15.0 5。 2 3.1 15.5

標準偏差
(S D) 1。 3 0。 8 2,7 2.5 1.2 2,9



13.8 13.5 1 5_1 27.3

14″ 8 15_0 13.4 29。 3

S  (5) 16。 4 16.0 16.2 32.4

4      (5) 16.8 15.4 15.0 32.2

16.2 16.0 16.2 32.2

6  (5) 16.6 16。 6 15。 6 33.2

この結果を月:る と

① 学級全体では、課題に対する態度 15.6、 可能最高得点 18に対して約 86.6%、 学習
活動に対する態度 量5.4、 可能最高得点 18に対して約 85%、 仲間に対する態度 15.3
可能最高得点 18に対して約 85_0%、 と各項目別にみてもれずれも、きゎめて高い値で

ある。先き∽学級平均の参加度と共に、学習に熱心にとりくみ、仲間との学習状態もいい

とみられる。

② なお、グループ間を比較検討すると、最高値 (①+②)を示しているのは、グルーフ゜6
で 38.2(可能最高得点 (36)比約 92.2%)、 最低値は、グループ1の 27.昼 (可能
最高得点比、約 75.3%)で ある。最高と最低の差がら_9と 比較的小さい。このことはゝ
グループ編成が、かなり,ま 〈機ってねることを示している。

綿)学 級構 造

学級、グループの参加度調査によって、学習に参加する態度、興味、関心が、いづれも

意欲的であった。この学級の構造はどうな。っているだろう。目標、影響、接近の3項目か

らテス トした。

o目標・ 。゛ひと,ひ とりの児童の学習に対する魅力の程度、学習目標やそれに達成する

手段の認知の程度を見るもの。

◎影響・・・学級内における、子どもひとりひとりが相互に影響 とン合っている状態

◎接近 。彗鬱学級内の心理的結合関係とコミニュクー ション関係をとらぇるためのもの

次の表が、学級構造のテストの結果である。
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事 前 テ ス ト 事 後 テ ス ト

目 標 影 響 接 近 目 標 影 響 接 近

平均 (M) 1.56 1.01 1.37 1.71 0。 92 l.25

樗著耗高釜 (SD) 0.50 0.65 0.59 0448 0.65 0.64

この表から、はっきり認められることは、目標の項が事前テストでは、 1.56(可能最

高得点 2点 )で、事後テス トでは、 1.71と 高唆つている。このことは、学習前に学習の

目標がはつきりつかめてぁったので、これからどのような学習を、どのように進めていく

かという見通じがはりきりしていたことを物語つている。

学習目標がはじきりしていることは、学習への興味、関心を高め意欲を起こさじめるこ

とにつながる。

先きの理解度調査で、事前、事後のテストの結果はもちろんのこと、―週間後に実施じ

た転移テ_ス トにおいても非常に高い数値を示した。そのことは、この学級構造テ_ス トの「

目標 j́約項の数値が高いことと関係があるのではないかと考えられる。すなわち、学習課

題が時前に提示され、目標をはっきりつかみ、自主解決の方法の見通じを子どもが持った

とき、学習への意欲が換起され、そこで獲得された認矢日は、更に応用し創造する能力へ転

移することをはりきりと示してめる。

ゎれわれが、子ども自身に授業前に学習課題を持たせ、個人思考、バズ、全体思考とい

う学習的指導過程をとれば、必ずや効果があがるであろうと予想したことは、この実証授

業とそ締結果が示す通 り、やはり効果のある学習指導過程であるといいきれるのではなか

ろうか。

機 能 力 Ellの 検討

バズ学習では、理解め深唆多や、確認を児童の相互作用を通じ十分行うことを意図して

いるので、下位群に属する児童が学習活動から脱落することは:あ る程度さけられると予

想する。

よつて、前記の学習成績の結果を、能力別に比較してみると次の表の通りである。
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力 事前テ_ス ト 事後テス ト 進 歩 量 進 歩 率 は持テス ト 転移テ_ス ト

上 位 群 57.3 98.2 46。 9 95.8 100 79。 1

中 位 群 38.0 85.3 4713 76.3 95.3 74_7

下 位 群 28。 0 76.0 48.0 66.7 96.0 54.0

表が示すように、下位群の進歩量は 48.0と なり、上中位群に比べると高 くなっている。

このことからも、 グルーフ
・
思考の場やグループ確認の場に於いて、子 ども達は、与えられ

た課題を、お互いが十分理解を深めるために、いろいろな意見をかわし、教え合い、確認

し合い、共に伸びることをめざし、真allに学習に取 り組んだことを裏付けするものと考え

る。なお、上位群については、転移テス トの結果 79.1と 他位群に比べて、 よい成績をと

つている。これは止位者の応用画の力の伸びを示すもので、バズ学習に於ける上位者の伸

びなやみ といった心酉己は全 くないと考えられる。

次に、学力の高まりと態度面を直接結びつけることは少し困難に思うが、この高い進歩

量を示 した下位群の学習に対する態度面を参加度からみてみよう。

下位群の子 どもたちの学習への参加度は 16(90%)以 上を示 し、望ましい姿勢であ
るといえる。こ 9した望ましい方向にあったことは観察締結果からも、その一つの″」とし

てではあるが、比較的下位群に属する者に発表の機会を搭んに与ぇたとと、更にゎからな

騒ことは率直えたずねたこと、上位 14_属する者がその援助に真剣に取 ク組んだ姿を観察 じ

て棒る。グルーア
Cバ
ズとぃぅことは、下位群め子どもにとっては、気楽 くに話 し合え、積

極的に参加できたと移 ,こ とで、上記の結果にもそれがはっきり示されたと考える。
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力 1日 目 2日 目 3日 目 皐日間のを各項目男りに トータルしたもの

課題に対 して 学習活動に対 して 仲間に対して

上 位 群 16.5 13.2 15_9 16.4 蓋 6.8 15_6

中 位 群 14.5 13.9 14´ 7 14.9 13.8 14.5

下 位 群 16.8 16.4 16.6 16.2 16.8 16.6



な繁中位群の参加度は、上下位群に比べて悪い。その原因につ移てはねちがいた考察し

得ないが、その原因縛一つとして考え悉ことは、下位者の質問に対 して鐘、わかって構る

が、上位群の子どものように、かつて出て援助してやるといったと進み壌での力はな く、

話 し合枠の場合、常に中間的な立場に立って砕て、意欲的に学習する態度が見られなかっ

た。 このことは、バズ学習の観察記録からもつかがえる。
‐

は 今後の盪題点
今回の実証授業で、各グルー プの様子を見ると、話 し合いの論理は十分できていて、内

容にメッチした発言が多 〈、一応スムー _ス に進められていると見られる。ところが、各 グ

ループにはそれぞれ特長があって、特に今後の指導の手がかりとしてあげられるものに、

よく言えば、同意型、悪 〈言えば逃避型と考えられるグループがあった。″Jえば、ひとり

の児童の発表に対して、「同じです。 |と か「 もつありません。」といつたことば
で、自

己の考えを簡便な形で逃避するといつたメイプである。これでは、どこがどう同じな
のか

ということが相互にわからない。また、果 して同意見だったのか、極めて不確実なもので

ある。話し合い活動がより深唆るためには、どこが同じで、どこが異なるかの違いがわか

らなくてはならない。 F同 じです。_J「ありません。_」 ということばでもつて自己を逃避

し、自分のあい校ねさをごまかして搾るとも考えられる。これにはお互いもっと相手の話

をしっかり聞〈こと、更にその違れを発見すること、その発見をするためにも、相手の発

表の要点をメモすることが大切である。この意味から、今後要点を簡明に短時間でメモで

きる能力を養
'こ
とや、そのメモから各自のあいまいさ、思考の浅さに気づきより深い追

求の姿勢を育てる必要を感じるのである。このことは、ひいては、各グループの相互間の

パズをより確かに、より広く、より深〈進めてい〈ものであると考えるのである。
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贔瘍ならや鐵贔むノ電沐楊赳

特 殊 教 育 購 究 鐵



ヽ こ¢子らの成長とパズ鞣習

1 ままじめ に
パズは本来 小人数の ものが相互にことばを用いて交流するので、そのための必要条r14は
鴛
話せる秘とい うことである。 ところが ちえかくれの子ども達の中には ことばが 普通
翼話せを犠ものが多い。話すことだけでなく 人のことばを聞続て理解する能力の低い者も

ある⑮そのために、

ベズ学習が(1)人間関係を高める。(2)学習に参加させる。 (3)治療。 といったね各れを持って

騒るにもかかわらず、特殊学級の子 ども達にバズは無理なのでは? といった2-‐えに押 し流

遅れてし唆っていたのである。

昭澪口45年 4月 、私は本校へ転任 ふたりのダウン症の児童に出会 う。 (当時 1年八 現

在 4年坐 Dパズ学習にも、特殊学級の担任としても経験の浅移私は、ただ
蟹
しゃべれな幅通

の人が どうしたら しゃべれるようになるのだろうか恥と夢申で過 し鴛この人達にバズ学

習を秘なんて全 く考える余裕 もなかった。

けれども、ほとんどじゃべれなかった Y児が 少しずつ声が轟せるようになり、佐野学級
の特聞こ育って搾 ぐようすは、パズと全 く無縁ではないようださえ思えるのである⑮ この人

達の成長⑭あれるとを見直すととにより私はこの人たちのバズの考え方を見出したいと思 つ◎

R TRの 行 動観察 記録 か ら く曜禾巽43年 4濯 ～ 4中 年 1風 ≫
一言語表現の発達と行動の変化を見つめて―

① 母親とくっついているが 表情や態度で、自分の内面的なものをのぞかせる (48′蠅量2)

○ 入学式は母親のひざで

○ はじめて教室へ入る時 動物的な声を出して抵抗
◎ 給食当番の役害Jを きめた時 1年 を省わたら 自分は何もさせてもらえなくて困った

顔。

○ 配られたパン3枚の中 1枚は降の机の上へ (幼稚園は2枚だった♪三つ豆 も鱗の机の

上 。

○ 教室の横の階段をのなるが全然おりられない。階段の上から手をさしのべて鷲助けて
― )ゝの ジエスチヤー、私が上がって行くと はじめて手をつないできた。

② 母親からはなれてひと勢で学校へ来る。大好きな給食の時間に非音声的ではあるが教師
に「・…・・して婚しい。Jと いった要求ができる。クラスの人のすることをまねて自分もやっ

て見ようとするところが見られる。 (4。 18～ 4.30)

○ 自分の席にすわれる。
0 交通指導につかうわら人形がこわく担任のうしろにかくれている。
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0 何度 も教室の外へ出て行き その都度学級全員でさがしに歩 く。
O 給食のコンテナが くるとうれじくてたまらない。用務員さんと一緒に学年へ配達する

車を押 しに行ったりする。タラスで も給食の手伝いが した くてた唆らない。三角巾やエ

プロンを持ってきて 私が うしろ向きの時は私の洋服をひっばり 前向いている時は、
エプロンを私の前にさし出す。身仕度ができると、ソーセージをくばる。 1個ずつまち

がえずに。

o ミルクのふたがあけられるようになった。

○アーン アーンとあけてもらうことをさ輛そくしたが、友達のあけ方をよ《見せて、
ふたをあけて上げなかった。苦労してあけられた。 (4。 19)

④その翌日
鷲
ふたあけを貸して、というジエスチヤー。 (ふたをおさえて手を出してエ

ーエという)貸 して上げると嬉しそうにして しょうずにあける。ふたがあくと席を
立ってわざわざ返しにくる。 (4.20)

②自分でワ|き 出しからふたあけを出してきてあける。まだあいていない人にすんだら貸

して上げる。 (4.22)

O 揚げバンの食べ方は S児 (ダ ウン症 )を唆ねて食べる。
O 身体損J定の時 脱撼だシヤツは裏返せなぬ。ボタンをはめる時、2～ 3度「 オ、オ」
とはあてなしいことをジエヌチヤ・――で示したがはあて上げなかった。時間をかけてはめ%
③ みんなで大きなまご携を作ってねる時床についた絵④具を ぞうさんで美しくふけた。
○ 雑誌販売の売り上げ金を金種別にわける。第 1日 (4.28)lr■「 イヤ」と全然しなかっ
たが、翌日はやる気が出て 1分間9個のお金をわけた。 (11鋼の箱は唆ちがっていない

が、他のお金の箱は無茶苦鵜

③ じゃべりたいムー ドが出てきた。 Y児がしゃべれる(音声的言語 )こ とをクラス全員が

喜ぶ雰囲気も同時に出てきたよ5月～)

① あさクラスの友達が自分の席のそばへきた時「 アホ」といった。H夫、A夫のふたり
が うれしそ うに走って職員室へ知らせに来た。 (この日からあと先生方に対 しても 挨

拶は「 アホ」とい う形でおこなわれることが続 く )

◎ みんなが、たたみのところで絵本を見ている時、 A夫 (5年 )の背中におぶさりに行
った り、押 してみた りしてキヤツキヤツとあそぶ。 A夫ニコニコ笑いながらそれをさせ

ている。

O 輪なげの輪をたたみのところに並べた り揃え /―cり 、また並べた りしてあと元通 りに片
附ける。「 じょうずにかたづけたね」となめて上げる。絵本にちょっと目を向けたが、

全然興味はなめようす。

① 鉛筆か 掃除機の部品か 指のどれかを国に入れてハヽる。 (つめは切る必要な昴程に )
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○ レコードのところを見て、指をサインはvに して「 メイ」「 メイ」(サ インはVの こ
と)と しきりにいう。自分でンコードのひき出しの中から同じ色のレコードを見つけて

くる。かけて上げると曲がちがった。「 アヵン」という。

O 職員室ヘノートをとりに行こうとしたら「 フアー・ソ」と言いながら追いかけてきた。
その途中、用務員さん(給食を運んでくれる人 )が「 かはよう」と声をかけてくださる。

「 フアーッ」と手をひろげてとびつぃて行く、

O 他のクラスの人が教室へきた。「 ガア、ガァ」と話しかけると びっくりして出て行
っ た 。

○ 「 もうすぐスクールバスが出るよ。」といっているのを横で聞いて「 バスガー Jと大き
な目をその人達に向けて一生懸命いう。

○ 横断歩道で黄色い旗をもって、そっと追跡していったのを見つかった教師の手をぐ偽
つと引っばって国道八号線を渡る。

O 雨のため立てかけてあったこいのぼりがこけてしまった時「 オチター轟と、教室の教
師にしらせる。

O ラジオ体操をする。 (この日が初日、毎日続けてした。 )自 分はうしろでかがんで見
ている。前後屈 斜前屈の時 「 カツコィィ」とぃぅ。
0 朝窓あけをする。かぎをあけて窓をあける方法をすぐのみこんで 喜んでする。
○ 朝掃除の時、雑巾を2個のパケツを使って ゆすいで、 しぼって ポィ、 1時間くら
い続けてする。

O 教師が花びんの水を捨てに行くと、自分が流して 新しい水をくんでくれる。
O ごみを捨てに行くとごみ箱のふたをさっとあけてくれる。
○ 風車をT先生に作ってもらって走ったら落ちてし唆った。拾ってつけて上げようとす
ると「 ィァーン(い らん )」 といって竹だけもって走って偽る。
O 廊下をはいていると、ほうきを持って出てきた。大体はけた頃、 ちりとりを持ってき
てくれた。

O 朝、学校へくると職員室の前に待っていてくれる。
O 学校からかえる時 スクールバスを見つけ「 アー 。バス」
④ はじめての遠足、歩きはじめは引っぱられていたが絶 中から楽しそうに元気に参加する。
O 山道になると2年生以上の人が走って行くうしろから「 マツテー」、と大声をぶ82r)
石だんを一段上がる毎に「 オイシ ョ ォィシ露」といいながら登る。
O かんジユースを「 アタテ」といぅのであけて上げるが 一回のんで「 イアン轟他のお
やつも ちょっと食べて「 ィァン覇 (給食時にもすぐこの「 ィァン」が出る。入学式後
一週間は母親と登校していて どうしても食べなかったが それ以後は Fイ ァンJと い
つても かし唆いまで食べさせるようにしつけてきた∂おゃつもどうにか食べた。
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o 帰り道も 石だん一段おりる毎に「 ポイ、ポイ選と、おりて行つた。

o タンポポのたねのとび方を観察している時、国でフウ下 ツとふくと種子がら,かさん

のようにとんで行くのを見せて上げたが手をひつこめてやらなかった。 (その日のあと、

母親と道を歩いている時シロツメクサをとってフー ツとやっている。 )

o 歩きなが毎みんなのうた (巨人の星 )に合わせて「 ウ…。・。―・・・ ケー
い―Jと つた 0◇

⑤ クラスの友達と接角虫するようすが、行動的となる(a18～  》

0 雑誌販売の日 教師のそばへきて本渡 しをする。

○ パレーボールをほったり H夫のなわとびをとぶ唆ねをする。

0 とび箱のところへひっぱって行き「 イコウ」ととび箱をもつかつこうをする。「 ヨイ

シ ヨ ヨイシ 彗」とはこぶoと び箱の上にあがる時「 ヨイシヨ選 とぶ時「 ジ彗イ。」20

回以上も繰り返す。

今度はA夫とマットの上でンスリンダ。又追いかけっこ「 エヘヘヘ アハハハ コラJ

うれしくてたまらぬ声 (A夫はY児のいう通りにして上げている♪

〇 管夫、 S夫がわしつこへ行く時「 マッテー」といいながら 筆箱の中へ鉛筆をしまい、

親の中にし最って「 ォーシ イコイコJな ふたりと共に走って行った。

〇 新しっこをだれた S夫り下着等洗っていると しっと見て続てfヾケツの水が一杯に老

ると水をとめてくれる。

o プラン源にのれるようになる。 Fオ シテー」というので はじ論は静かに だんだん

強≪ゆするが、こわがらず大声を上げてよるこんでいるo

O 教室へ入る時 かくれて歩いて幹るふたりに「 ハヨー イ菫ウJという。

⑬ カルメあそび カルメとりはしない (で きな続 )が  読みふだをそろえ 読んでいる

つもりの「 ゴーゴー Jを くり返す。

① スクールバスにクラス全員のせてもいう。自分の家の近くでおろしてもらう時lY児

のかわりに教師が「 おじさん ありがとう選と臨うと バスなかりながら「 アー ト」と

いえた。

O 定期バスにのるために学校を出発する。停留所まで教師の手をはなして走って行く。

帰りもパスをおりて歩いて榛る時 Fハ ヨーハヨー 」と教師の手を引っぱる。

O わなげをして犠る時、自分の順番が待てず 積み木をはじめるが だんだん自分の番

が来ても輪なげをしに来なくなり積み木に熱中。同じ長方形の積み木ばかりあつめて並

べていた。

◇ ダ雛―プとボールを持ってきて「 シヨウ」といいながらうしろ向いている教師のから

だ♂ゆすぶる。

O S夫 とふたり(1年、ダウン症 )で卓球のラケットで、ルールtiち ゃくちゃ④卓球を

する。ピン球をおとすと「 ナイ」と机の下をさがす。
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⑮ はじわて S夫とベビーンスリングでやられっ放し。ただ「 フアヮプ』と泣いてばかり。

「 コラー 」と一度いえたのが関の山、余りにもやられっ放しの Y児に同情して、抱偽て

上げるもの《A夫 》ボタンをは論て上げるもの (T児 )s夫をわる《臨うもの (N児 》
など終わると本人ケロリ 鉛筆けずりのかすを捨てに行く◎
○ 絵の中にはじめてパスが出て来る。 (どれがバスTと たずねると臨ろ臨るかいた絵の
中から
[憂
罰を指さす。それまでは オパQばかりか偽て搾た。

○ ピン球があたる「 アイヤヤヤ」
① 教室へ自動車のかもちゃを持って行く。箱から出す時 トラックの時は「 トラーーJあ
とは「 カッコイィ」

トラックが一番が難 入 り 走らせると誰邦 さわるので 動かさない。その中に、み
んなの軽な機テラスの窓 ぎわでひとりであそぶ。

① 教室のかぎをあけることをおぼえる。

学校中のかぎのかかって換るところか纂 教室のかぎを見つけ出し 教室へ走って

行ってあける。はじめ図書室のかぎと唆ちがえる〔札の黒ずみ いもの長さが教室
のと一番よく似て繁る勝

もとのところへかざをもどす。 (○嬢すを鶏して の くつぬいて の蜂すの上にの
って のかぎかけて ②おりる 0続すを元のように入れて の でつをしっかりは
〈参

〇 あやつり入形のラジオ体操をはじめる。(ユ29)

みんなが、ラジオ体操をして撚る時 マンガを見ている。マンガを中止させて、 Y児の

手を教師が持ち、みんなといっしょにテジオ体操をさせて見る◎換ゃからだろと想像し

て机たが 大よるこび「 カッコイイ」の連発
背のびの運動―両手首を持って足が少し宙ぶわりんになるとれらまで持ち上げる。 (

足を曲げてぶらさがり「 カッ
蓼イイ』

両足よび―思いき≫高く上げてあザる。「 カソコイイ董

前後屈減、身体を支えて頭をかさえて畿げ 背中を支えて らころへそりせる。
この運動も好きな一つ、「 カッコイイ轟が出る。 (こんな通とならもっと早≪はじめ

ればよかったと思う∂

o Fラ ジオ体操をしようJというと もつ教師の手をもって準備態勢。背のびの運動と、
両足とびが好き(530)

◎ 家で三輪車にのれるようになった。 (今までは押して機た。)
。 シヤボy玉をふくら崚せてみると その都度歓声を上げる。教師が用事でや座すると、
すぐにス トローをもってやろうとする。

○ 集会のとき、なじめて教師の手をはなして一歩うしらへさがってみた。 (前回甕では、
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手をll■ なすとしやがんでしまうけ うしろをふり返り すぐうしろにいることがわかると

安ノ心して はじぬて隣OS夫の手脅自分からつないだ。集会の間中しゃが唆なかった。

① ゴム風船が少しくテニスポールギ各軸までひふくらんだ。
の 売り上げの 10円だけ秒 中に入れる作業がかわり唆で続けられたo

① 学校へ早 く行きたくてたまらない。 (a3～ 〕
o 7時半まで家で待たせておくのにひと苦党 轟曜日でも学校へ行きたがる。
O 近所の人が「 しっかりしやはった Jと 機ってくれるΦ
o 朝、ひとりで服が着かえられる。 (シ ヤッやバンツが裏向幌ていることが多機。 )

o 二訊 母親とわかれる聰 手をふって「 パイ パイJと いう。
0 家で配膳の手伝いをする。おじねさんのごはんをよそって渡す。
0 学校から帰ったとき「 オカエリ」といって戸をあける。
O 顔あらい、歯みがきができる。 (や り方は正しくない♪                    Ⅲ

o シヤボン玉を一日中する。おしっこに行く時も気になる。
o 雑誌渡しの時 附録を事前に組み合わせておくなどの工夫が見られた。
○ 販売準備の仕事にもはじめて参加。 (附録を積み上げる♪
Q 用務員室へ「 アペテー Jと 給食をもって行く。

・  6年の人がクラスのソフトボールを借りに来た。「 やっちゃん ソフトボールを とっ

ってきて上げて Jとめうと「 ウンJと いって立ち上がり 6年の人を手招きして「 キテ轟

とねった。重ねて「 やっちゃん ここ唆で持ってきて止げて」と総うと走って持ってき

てくれた。

○ 教師が手を持って上げな機とラジオ体操のとき 唆だ じっと立った崚唆である(65)

ラジオ体操の両足とびの時、わすれずに高く上げてあげる。「 カッチ機イイ」がとび出

す。それをしてもらうためにはじめからつき合って蜂る感じ。

O 鬼ごっこ
みんなといっしょに逃げることはわかったが つかまれても鬼ができない。「 つか
んでごらん Jと いうと手をひっこめる。

じゃんけんぼん、 グー  チ ヨ・キは出せるが わけはわからない。

o とび上がる動作をよくする。〔指揮台、タタミの上で「 カッチヨイイ」といねながら)     ・
o ノー トにXXXXと かなながら レコー ドのアッコちゃんのうたに合わせて S夫 〈

んといっしょに大きな声を出す。 (歌に合わせてしきりに声を出す♪

⑬ 絵をかなながうも「 ゴジヤ ゴジヤJと何か1/2っ ている。
O わさ早 《籍きるくら時すぎ)ので 学校から帰ると すぐにねむくなる。おふろと夕

食をすませることがやっと。

o アサガオの観察の時、 ll■ じめてしゃメむ。
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○ 歯みがきラ|1練よりも歯みがきをチユープから出すことがかもしろぬ。
○ わすれてあるT児の帽子を見つけて「 フスレー」と教師に知らせる。
Q 家の近くのあそび場で 3才の子とふたりで遊んでいる。お兄さんぶって ぶらんこ
をうしろから静かにlEFし て上げて騒る。

O 「 かはよう」と朝おきた時、元気に挨拶ができた。 (a6)
○ ソフトボールをしている時、 自分以外の人がボールをとると大声でうなっている。
O 日脳注射をする前「 カナン」と逃げていたので腕をぎゆっと持ってしてもらつ。「 イ
タイ」と注射してもらっていないところを押えて走って行った。

O 廃品回収に倉庫からダンボールの箱を運び出す。「 ヨイシヨ ヨイシヨ」といいなが
ら、きばって運ぶ。「 よごれた手を洗いなさい出といって 少しおくれて校舎に入って
行くと、前をぬらしたY児に出会う。「 手を洗って来たの Jと声をかけると「 アロタ」

と元気に返事をする。

○ 横でみがいていた人の水がかかる。「 アアツベタ」といった。(ク ラスの子の報告 )
O 給食の配膳の時 きつねうどんのかつゆがあつくて食器が持てない。「 アツジ アツツ壺
と何度も言っていた。

⑦ 教室の外へうろうろ出なくなった。 (68)
0 家で姉 (2才上 )と お客きんごっこの時、姉が、おぼんにお茶腕をのせて「 先生のと
ころへもっていきなさい Jというと「 センセイ」という声が出た。

O 顔を洗う時、前へからだをrllさ ないで立ったまま洗うのでドボドボになる。前へから
だを倒すことは「 コフイ」という。水をかけているだけで少しも美しくならない。

0 歯みが きは 歯をみがかず舌にプラシをかけて騒る。
O 態度が、すっかり落 ち着いて来た。 とけい作りで いろがみに一面の りをつける仕事
をするのに手が早いので驚 く。給食の準備の時は 教師におかずの食器を一つずつ渡 し、
バン皿を並べ おかずを配 タ ミルクを配 り 自分からさっさ さっさとゃって行 く。
O マンガのンコー ドを持ってきた。巨人の星の方をかけると「 ちが うタイー Jと タイガ
ーマスクをかけさせられた。

O 自習時間も勝手に立 ち歩いた りせず 絵をかいた リボー リングをした り みんなとい

つしょに過せた。

O 会社から、お父さんが帰って来られたら「 オカエリ」と大きな声でいう。
O 朝、H先生に「 オハヨウ」といぇた。
O 窓をあけて「 アケタゾ」とうれしい顔。上の方は背のびしてもだめて困った顔Dかわ
つてS tt T夫があけてあげる。

O 家でクリームがほじくなると「 ヒトツ ヒトツ」とねだる。 10円持って買いに行き
帰ってきてうれしい顔で食べる。
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o 汽車で遊んでいる時「 ハッシヤオーライ」という。
O 美容体操のンコー ドを見ながら 同じようにする。
0 自分でガスをつけて お湯をわかし ラーー・メンを作ってたべる。
O アイスクリームを買いに行った時 ラーメンがほしくて持つて帰る。母親にしかられ

て返しに行き お金をもらって改めて買いに行く。
⑬ ラジオ体操のあとで行進する時 みんな④伸問入りをする。もちろん軸に合わせるこ

とも手をふることもできないが みんなが歩締で醗る鑢 同じところが歩けると続うこと。

o サンドイッチの実習の時に、教師の機つた品物が持つてきわれるか試みた。

きゅつり…→キユーピーマヨネーズC他の人がはたあとでもう一度すると 正解》
ハムー→ハム バンをないべる役を与えるとらやんと_tiべてできたらちよこんと腰かl1/tる。

◇ 学校の前のり||に魚が機たので姉が「 さかな」というと同じように再サカナ」という。

O 自分でサインは Vの ンコー ドがかけられた。
O 久じ振りで教室のかぎを見つけ「 アッタ、アッタ」と走って教室へ

O S夫 と電車やプロックであそぶ。
○ 足のつめがすごくのびているのを切る、はじめイヤーと抵抗したが、切ってし唆うと、

られし搾声。

o ミルクをおとしたち全部こなれた。「 ふきなさい Jというな ぞうきんを持って来て、

ひとりでふ幅た。

◇ ンコー ドをかけるのがうれじくで 雑誌販売の手伝ねが全くできない。
O A夫のするのを唆ねて、登勢棒脅登ろうとするカヘ 10C霧ほどで「 潔ワイー」とが多で

いまう。

① はじめて、いとりで ラジオ体操の仲間入 りがで きた。手を挙げた り、とび上った り、

かいだ脅曲げた り 伸ばした りする。
① T夫 《露年生 )が雑誌の袋がそろえられな峰のに すぐに つま《そろえられた。

o パンを食べ段がらで も歌がでる。

o 朝おしっこ鎮行ってラジオ体操とい う順序。 レコー ドをかけ、 S tt T夫がぼんや り

立ってい心のを押 して体換する位置 l・

・C そして自分も偽つもの位置に立って始める。前

で して峰ふN児を政れて楽 しそう。

o 風船のあるとこうちデ|っ ぱって行き鑑しいない うジエスチヤTで あったが、はじめて、

「 アウセン選訂ホシイ』と換えた。 ももった風船をすく
゛
ふくら唆せた。 (329)

。 草むしりの時、全然しなねで 土幹じ夕をしたリ プ韓ックに腰をおろしたりする。

Φ 折り紙を渡すとすぐマジックでか峰ても唆う。それをさせずに折らせようとりとがダメ。
○ 洗面をする時 うが像をした水を 洗面器の中へはな出す。
O S夫の手をひっぱらて「 イコー」とおしっ趣へ。
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③ 廊下のからぶきはじな機。 きた段醗雑巾をすぐ□へ持つてい く。

・  顔を洗わず きたない顔で学校へ くる。
の か友達が鼻汁をかむと自分もかむ。
① 七夕かざりをするのに色紙を半分に折った り半分の半分に折った りした。
O 校内放送の録音をとる。キラキラ星の合奏で大だ輛こが つま《たたけた。
③ 雑誌販売をして始る時 入回のところで「 オハヨウ」とみんなに榛って すぐに手伝

う。渡す前二冊重っていな眸か確かめて撚るのに受けとろうと手を出すと「 アホー Jと

どなられてしまう。

① マットでうしろ唆わりができな務ので、手をかしてまわして上げると「 アホー 』

③ 合同キヤンプに参加する。 (716ヽ 17》

◎ 姉とふたりでさんぱつに行けた。
◇ 切符をシヤツのポケットに自分できっさをし唆える。また電車をかりると出して安土

駅を畠る。

O 安土小学校のフ・―ルで はじめからこわがらず ひとりできっさと入って行く。

右手で水をかくジエスチヤーで水の中を歩 _≪◇水から轟み合図があっても中凌鶏てこな

⑮ 箸が正しでもでな酔。 (ス プーンのようなもち方 )
① おふろの中で深が洗えない。
0 花火をひとり 火をつけてもらってする。
O 九時半にねつき よくねむれた。
O 朝、目が覚めると走っておしっこへ行く。
0 2日 目になると大分馴れて 他校の先生にも お茶をつ秒で歩換た。

◎ はじ為ての夏体み〔母親の記録から》
○ 姉とふたりでせみとりに行く せみのいる所をかしえる。
● ビニールのベピープールで l日 に3回 も4回 も遊ぶ。

・  ラジオ体操におくれずに行ける。
● 姉とかくれんぼ、鬼になってもかくれる。
〇 大きい人と夜まわりをする。拍子本がたたけた。
③ テジオ体操が終わると蒻タダイマ」「 シテキタ Jと いって帰ってくる。
③ タイガーマスクやサインはvな どのシヨー ドをかけて遊ぶ。
O すいかをもらって「 オッキニ、アリガトウ」と醗えた。
O 「 2本かってきなさい Jと 20円わたされてアイスクリームを買いに行き 2本かっ
てかえれた。

O 仏様にごはんをそなえておがtFO
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しか ―一―― ウシ りんご一一 リンゴ なのはな―――…
ハナ

① 学級の仲間が Y児の話すことばに耳を傾け 始めて話すことばに出会うと 自分のこ
とのように喜んで走って知らせに〈るが そのこともY児のしゃべりたい意欲を高めてい
たのではないかと思 う。

⑫ 交通事故
0 やつとここまでたどりつき いよいよこれからというところで思いがけず国道八号線
で事故にあう。歯と足の骨が折れた。 (11月 23日 退院 )
0 なおって登校する。入院中はもちろん退院後も母親がいつもつきっきりで面frllを 見て
こられ Y児 も思う存分母親に甘えた 3ケ月であったので 何でも母親にしてもらかつと
するところが見られる。 (1.11)学校でもピクチヤーパズルなどでひとりあそびが多
くなる。

言 語 表 現 能 力 に つ い て の 考 え 方 (精神薄弱児研究の 1969-8月号の研
究紹介、言語能力検査法を参考にさせて頂く)

Y児は今4年生になっているが「 コスギヤスン」という自分の名前がいえない。

「 センセーウンコ シタィ」と きょうもお尻の中心のところをかさえて一生懸命に訴える。
すむと「 センセー、シテキタ」「 うんこしてきたの Jこ っくり、「 かしりされいにふ偽た?J
こっくり「

f手あらった?」「 エエヤンJ「 きたないから洗ってきなさい。」「 エエヤン」 こ

んな会話をY児 とする。こんなのは、比較的よく通じる会話である。

Y児と話しことばだけの会話で通じ合えるものは今でもごくわずかである。にもかかわら

ずY児は、先生方やクラスの人達とうまく結びついている。話しことば以外のものも動員じ

て‐―・。そ
盆ダ
何であるかということを 先述のY児の行動観察記録に何度も目を通しなが

ら考えてみた。

① ジエスチヤーによる要求

「 ボタンはめて」「 牛¥Lびんのふたをとって」「 エプロンきせて」「 三角巾結んで J

「 助けて―」といぅ時、 してほしいものを指さしたり さわったりして訴える。全く非
音声的に近いが「 エーエー。 Jとか「 アーアー」といった音声的な表現がわずかに舗 れ亀

② 他の人のやり方をみて それを繰り返す(又はまれるD     I
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牛乳びんのふたをとる。揚げバンのたべ方を唆ねる。ろうかをは 《 タンポポのたねを

吹峰てとばす。 (シ ロツメクサと混同 )教 室の窓あけ、かぎのあけじめ、 シヤボン玉、

鼻汁をかむ。 これらは 全 く非音声的である。

③ 他の人のいうことを繰り返す(叉はまねる)が未完成の形で

Fも うすぐスクールバスが出るよJ一―)「 バスガ」

坂道を登る時「 よいしょ、 よいしよ」――-2「 オイシヨ、オイシヨJ
みんなのうた「 巨人の星 Jに合わせて一→「 ウ………」「 ウ、ウ、 」

「 おじさん、ありがとう」一一
―

一)「 アートJ

「先生のところへもっていきなさい。」一→「 センセ」

もう一度 同じことをいわせて見ようとしてもできない。音声的言語表現の初歩的段階

④ 音声言語Xll激のもとによる言語による反応(音声的言語と非音声的言語〕
o 「 かはよう」と用務員さんに声をかけられて二―→「 フアッ」と手をひろげてとびつく。

o 自分の希望しな蜂ンコードが鳴った。一一一一→「 プカーン」
o こ機のぼりを「 ひろってつけて上げよう」―……→Fイ アーン」
○ 絵の申にはじ論~C‐バスがでて《る。「 どれがバス?J―かめた絵り中からバスの絵を

かさえる。

⑤ 「 ラジオ体操をしよう。督…………………………………→ 教齢 手を持って準備態勢
○ 学校からかえるこ母親が「 かかえクJ‐一―一―――一―  「 カ

エリー塵

o 「 やっちゃんソフトボールをとってきてあげてJ………→「 ウン」(6年の人醐 きしてD

「 キテ」

の 「 やっちゃん、ここまで持ってきであげて墨―一―――一―》走ってソフトホゝ ルをもってくる。
③

 
「

手 を 洗
っ て き た

の
?、 J___一

―
一 一

一 一

一

―
一 ―

一

一

め

「

ア
ロ

メ

J

o ミルクの迅ばれた時「 ふきなさいJ…………………→ 雑巾を持ってきてひと多でふく。
③ F鵞 本かってきなさ総」と20円 もうて……………二→ アイスクリーム2本かってきた。

o 

「

こ
す ぎ

や す じ さ ん
童

と よ ぶ と
一 一 一

一
―

一

一
一

―
一 →  

「

ハ

イ
」

o 玄関のところで数度「 おはよう」というと――――‐――――pく るりとうしろ向いて「オハヨウダ」
○ 指揮台の先生の「 気をつけ運の号令で―      手も足もそろえる。

③ 音声的言語による要求、指示

・  指を、サインはVに して「 メイ」「 メイ豊としきりにいうo
O 鵞年生以上の人が走って行くうしろから「 マッテー」と大声をかける。
○ かんジユ‐―スをもってきて「 アクテJと いう。
。 ちょっと食べて「 イアン(い らん〕」
o とび箱のそばへひっばって行く「 イコウ」と、とび箱を持つかっこうをする。
o おしっこへ行く時ヽ T夫、S夫に「 マッテー Jといって筆箱をしまう。
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○ プラ/コ にのって「 ォンテー」
〇 教室へ入る時、かくれている人に「 ハヨーィコゥJと いう。
O ク リームがほしくなると「 ヒトッ。ヒトッ」とねだる。
O 「 アウセン、ホシイJ(6.29)
O 画用紙にさわって「 ホシー」「 ほ しぃの ?」 「 ァーィJ
o 「 センセ ィターィ。」と頭をおさえる。い は耳たぶのつけ根のところが痛いときに)
この面ではまだジ Eス チャーの力を借 りての言語表現が多く見られるが、①のジェスチ

ャーによる要求 よりは行動的で、仲間意識の芽生えさぇ感じられる。

まだ言いつ《せたわけではないが、この人達の言語表現のようすを調べてみると、しゃ

べれない (音声的言語表現 )か らバズはできないのだと単純に言っていることの誤りを感

じた。言語の発達のかくれている人たちにとって、ジェスチャーゃ顔の表清の動きのよう

な (非音声的 )言語表現が、人間関係を高め、仲間とのつながりの中で楽しく学習をすす

めるために、いかに重要な働きをしているかを見逃すわけには行かないと思えて来たので

ある。

Y児は就学ゆう余で、家庭にいたかも知れない子であり、学校へきて、クラスの仲間と
のかかわり合いによって、先に挙げたような言語生活を経験 したのである。

当時の私は、この八達のパズについて前向きに考えてみようとしなかったけれど、コト

パの発育のかくれた子の指導について (大熊喜代松著「言語障害児のコトパの指導」 )

0 たくさん話す子にしてください。
。 話し出しやすい教室のふんいきを作ってあげます。
と述べてかられたのを、ただ一つのよりどころにして、この人達の仲間づくり(た くさん

喜んで話せる)や、教室のふんいき作りを考えて歩んで来たのであるが、 A児を中心に7

人の子らが、なかよく楽しい、何 でもしゃべり合える学級集団に育ってくれた。このこと

が、Y児の言語生活に果していた役害Jも 見落してはならないと思うのである。

4 この人たちのバズ学習を考える
① ねらい

0 人間関係を高める。
O 積極的に学習に参加させる。
O 養護・訓練 (主としで晴緒安定・言語訓練 )
② できることは、自分でやってみようとする子に
C 「アーン .ア ーン」とミルクのふたをあけてほしいとさいそ〈(ジ 風スチャー )
T 「 ミルクのふたをあけてほしいの ?」
C 「 ウーン」と鼻をならす
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T ふたあけを Y児に渡 して「 大きい人のをみて、あけてごみん膠とミルクのびんをY児

にもどして、あけであげない。

C しばらくこちゃこちゃやっていたが、あけることができた。

C翌 日は、ふたあけを貸してのジェスチャー1/Cかわりt翌 々日には 牛乳のふたあけ

を自分でひき出しから出し、仲間のあけでない人にパトンタッチする、そして間もな

くゝ 自分が 他の人のびんのふたをみんなあけてあげる予になった。)

このことは ψ敬んの二例に過ぎないので、入学当初のY児には ひとつひとつか 新し

い経験であったし、 Ytt1/Cか ぎらず多くのちえかくれの子がそうであるように、幼児期

に できることでも やらせてもらえなかった子どもである。そのために 何でも人にや

ってもらかつとする依存的な姿勢が身についてしまっていて、少し努力すればできるよう

なこと唆でも、自分でやって見ようとはしないのである。たったひとつのことができるよ

うになってもY児にとっては大きな自信を得ることになる。

0 盤の経験を、申広く与える。

階段をおりる。牛を見る。にあとりを見る。とんなことがこわ (ゝ 教師の手にしがみつ

移たわ、背中にかくれたり薔0。 e,。

募ゃべれなれのに外へ出して、もしものことがあったも・ 。・。と幼稚園に入るまでは

家の中にとしこめられて過 している。幼稚園での生活も、母親が用務員のかばさんにかわ

夕ゝ 家が園にかわったにすぎずゝ集団生活への参加はできて幅ない。

すべて新 しい経験に対しては尻込みしてしまつ。

子どもな毎誰でもきっと喜んでとびつ撼てくるだろうと思った「ふうせんJで さえも、Y

児は最初手を夢|っ こめた。みんながふくらませるのを見て 「ゝ エーエー」とふうせんを教

師なさし出し「 ふくら唆せてほしい厨のジェスチャー。他の子のふくら甕せているのを見

せながら、教師 も別のふうせんを、ひとつふくらませて見せる。ふくらんでないふうせん

を、何時間も圏にくわえているだけのように見えたY児のふうせんも、帰る前になって、

やっとテニスボールぐらいにふくらんだ。 (3月 2日 )

それからの毎日は、ふうせんをふくら唆せることが Y児の生き甲斐となり、教室外の放浪

もピタッと止んでし唆った。今まではス 〉ローは吸うしかできなかったのに、シャボン玉

を教師がふくらませるのに一凌手をたた軽で喜びゝ教師のいない率キに大好きな給食を中

断して、やってみようとし、9唆 くできるようにもなった。「給食を食べてからしなさい。

藤のプレーキもゝが唆んできた。

Fァ ゥセソ、ホシイ」と、ジェスチャーでなく、ことばでたのみに来るようにも成長し

た。モ6月 29日 》

④ かくれてれる子に援助できる子に

当時の学級の構成メンパーは、次0通 夕であった。
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1     1

|

1  男

1不  能
|

EIダ ウン症

学年巾と能力差の大きい学級で、経験の浅い私にとっては、甲斐性に過 ぎたクラスであ

った。特殊学級の担任 として、この子等に私が育ててもらったといった方が適当かも知れ

ないと思 うのであるが、 Y児 の育ってい く過程を今武ゝ りかえってみる時、このパラエティ

に富んだ学級であったからこそ Y児 があのように育って行 ったのであるし、 3年の A夫が、

すば らしいリーダーに育 ってくれたと思 つのである。小さ稀子に性急に注意を与える私を

じっと見つめなが ら、自分が注意されで構るよう1/Cシ ョンポリとなるA夫を見て、塞分の

している注とのメトを搾く度 はずかしいと反省 したかわか 毎ない。
○ 運動場へ出るような時、校外学習の時、 A夫 (5年 )は Y児を、 H夫 〔4年 )は s夫
∈1年 )の面倒を見、 N児 《3年 )T児 (2年 )u児 (2年 )は一緒に、といった組み
合わせが、いつの間にかできていて、かくれている人に援助する姿勢も、自然発生的に

できていったともいえるのである。            1
0 カルタとわ

読みふだをY児が持ち、H夫がY児のかげの声係、他の人は、カルタをとる役。

読みふだの○の中のかな一字だけを、H夫が小さな声でY児に教え、それをY児が言つ
のであるが、 9甕 く発音できない時は、ス、 H夫がほって上げていわせてみる。

他の人は、 Y児 の発音を聞いて捨 ,。

0 簡単なげき(大きなだいこん )の 伸間入り
C夕」 ニャンニャyニ ヤンニャンニャン轟ャy ねこだよ。二ゃソニヤンニャソニャ
/轟 ヤンニヤンねこだよ)後半は全員でつた臨ながら、舞台にひとゎずつ畠てきて、揃

参たところで、ひとりずつ自己紹介をする。「ぼくは、ねこの こすぎやすしですJと
搾うように。同じ動作のくり返じや、大勢がいっしょに言うセリフ「 ゥントョシ雲 ド
ジヨイショJと いったかけ声など、 Y児にも参加できた。自己紹介の時は、大きい子や

隣の子が Fぼ くが かゎりに言います。この人は、通すぎやす しくんで ネコですごと
わつように助けてくれる。

みんなで大き盆大根をかつれで「 かみこしゎっしょね督の数に合わせて退場する。

この劇の配役などについても、子どもたち同志が、ガヤガヤを軽砕ながらきめてし唆
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った。Y児がねこになったのは、ねこだったら言えるということで
。…・ 0。

o きのうのか話をする

きのう家で見たテレビのことを一生懸命いかうとしているが、わからないので聞き返

す。また言ってくれる。でもわからない。そんな時、子どもたちが、見事 1/4「チ
ピラ〈

んやろJと 問きとってくれる、決 して笑ったりせず、一生懸命、教師 と子どもが、ひた

いを寄せ合 って「 どういわはったんやろJと考え、やっと聞き分けられた時、その子は

やっとこっくりするのである6

⑤ この人達のバズ学習を考えてみたいと思ったのは、正直なところ今年度になってからで

ある。

古い記録をもう下度見なかして見ようかと思ったのはごく最近で、最初はこの古いもの

をとり上げることにさえ、とても抵抗があったが、この子らの言語表現能力を考える段階

になってやっとこれを本格的に拾い上げることの意義がわかってきたのである。

その当時の私は、バズをずっと棚の上に放り上げたつもりでいたのに、読み返してみて

本当によかったと思っている。じゃべれない子と真剣にとり組んだ日々の拙い私自身の記

録の中に私は、この子らのパズ学習の姿を見つけることができたから。

懸 今年度の歩みのやから
① 学級の実態 (昭和 4な 年 9月 )

髯 CeA

11.7 男 54 52

84
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言語不饗

翻 (右

特  記  事  項

排尿・排便の自立不十分

ダウン症候群  近視 右 0。 1(0.2)

左 0.1(0。 3)言語発達のおくれ

幼児語残存

ダウ/症候群 言語 の発達のお 〈れあり

りょう :指 しゃぶタ

0.4  正三 0.4 )

近視 (右 ○.5 左 1.2)夜 尿

幼児語残存

友達に対する干渉が多い 幼児語残存

児童名 性層等 X薇 亀 SoM

S  夫

亜 児 4 9.8 男 54 75

Y 児 4 10.3 男 7再倉旨 50

H 夫 4 参堅8 男 77 84

M 児 9。 7 男 78

K 児 8.8 男 65 85

○ 児 1 3.7 男 80 89



障害 )

〇 今年度 4月 から、特殊学級に在籍 している 16名 を、 4年以下の 8名 と、 5.6年 の
8名 とに分かれて学習する。 (昨年度は、全員を 2人の担任で指導 した。)

9月 よりN子を低い学年に加ぇた。 (高い学年で不適応をかこしたために )
0 低棒学年の子ども達 (佐野学級 )の一番の特徴は、言語に問題を持っている人が多い
とねうことでぁる。

0 8年生が学級の リーダー的役害」をすることが多いが、今の段階で査だ本当の意味での
リーダーはない。

0 家庭環境は平均 してよく、担任に対 しても協力的で、父兄同志 も仲がよい。
② 学級轟標
0 あそびや作業を通して仲間と伸よく学習する態度を育てる。
① ことばを使 う生活を広げて、訴えたねこと、見たり聞ねた多したことなどを進んで通
とばに表わすよう174して、話し合いの技術や態度の芽を育てる。

〇 いろいろな経験iを 通して、白他の理解の芽を育てる。
③ パズをどう棒う場面でとり入れゝそ遼で何がねらえるか。
この人達の言語表現能力や、バズ学習につれての基本的な考えを、先にY児の観察言己録

から51き 出してみたが、今年度の児童の学習のあじるとをたどりながら、パズをどういう

場面にとり入れ、その時のパズでどんなことをねら,こ とができるかにつ移て考えてみた

レヽ
。

0 4月  主題 ぼ くたちの学級
目標 それぞれ入級 。進級のよるこびをもたせ亀級友間の交わ 夕を通して、た
のしい仲間づくりをする。

どんなことがねらえるか面

一

場

一一

習
　
一

学

一 一
　

す

一　
　
で

開

一

覇

習
　
一　
　
の

時
一　
酢

立塁
　
一　
　
韓

児

一　
駿

一　
　
　
　
〇○自己紹介

(朝の会の時 1/C

毎 日する。

発展 として、

五月の「 学校

家は「 II“あり峻す。

ぼくのすきなのはヒ.ョ
することです。

を

|○ 自分の学年や名前ゃすんでいると

| ころ等を仲間にわかるようにいか

| うとする経験を通 して 粋う。・・ ザ゙

| リマシュ。Jが 各。,な アリマスポヘ

| かわろうとし、「アリマッメ」が
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へくる道Jの

学習で、各家

庭ヘクラス全

員が行った時

家の人に し、

七月の「 合同

合宿で 他校

の先生や仲間

もいる大勢の

中でいう。 )

自分の家へ行

く道llFを 、絵

測Xを使 って

教えてあげる。

(この活動は

絵地図を作る

目的でで もあ

ったので、地

図ができあが

った時にも、

θ

婿

ち
毎

ち

釘

、

園
θ

仲「 ぼくは」 Y

イ中「 よねん」  Y

仲「 こすぎJ Y

イ中「やす じ」 Y

仲「ですJ  Y

ム

・ すわっている順番に立って

いう。

e仲間にわかるように、かわ

りまで はっきり言う。

・ うまく言えない人には、そ

ばから言い方を教えてあげ

よう。

学校を出て

して ‐

していきます。

e絵地図で、学校 苺通じゅん

自分の家を正 しくかさえる。

eかならず通学路を通る。

・めじるしになる建物の名甕

えや狂 レ圏へ液がっ
て肛I]を渡ってなど、こ

とばの説明も入れて、 よく
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o 3月  主題  学校 くる道

目標 。安全 な通学のしかたをわか らせる。

憩友だちの住んであるところにも関心をもち、仲間意識を育てる。

。学校を中心 とした地域のようすを 理解する。

習 活 動 どんなことがねらえるか

「 アリ
マツタJに かわっていく。

0自 分のとなりの人が言いかわった

ら人にいわれなくても立って、何

もいえなくても、みんなの方を向

いてニコッとわらう。

それを見て

「 ポヮ」

「 ォ
。・J

「  ギ」

「  シ」

「デスゴ

して上げる。

クの名前を覚え

と みんなが援助

oイ中間のかとりひと

る。

OY児 の家へみんなで行 く日、

Y児の説明をみんなで聞〈。

集団登校が今でもできないこの子

は、注意 していないとすぐ家の近

くの国道 8号線を渡 って (通学路

を通らないで )学校へ来る ことが

多く、 3年前にも事故にあってい

るのにやはり、気をつけていない

と通ってしまう。

Y児は信 じられない程正 しく通学

路でないその道じゅんをかさえて

くれた。す ぐさまそのことは○児



順番に説明し

合っている。)

o6月 23日 の売

店の売り上げを

かん じょうする。

(6月 1日 より

売店がはじめら

れた。)

ように言 う。

補説 の 児童の家庭の事情など考え合わせ訪間の日取りを決定、 1日 1軒ずつ訪問する。
父兄は、子どもの喜びそ うな か菓子を準備 して待っていてくださる。
1時間 く
゛
ら棒遊ばせて頂いて帰る。

O Y児 以外は自分の家へ行 く道をことばを使って説明できた。これを きっかけに
して今まで行 ったことのなかったィ中間のか つちへ遊びに行けるようになる。

● 6月  作業学習 仲 よじ売店 (3年生使用のノー トと全校に名札の販売をする )
目標 ○ 一般学級のメ、との交流をはかる。
O か金の種類がわかる。(100円 , 50円 , 10円 , 5円 , 1円 )
〇 学層品のねだんがわかる。
o 両替式の方法を使ってかつ りが出せる。
O 売 り上げ金 (千円以下 )のかん じょうができる。

oすわって棒る順にかん じょう

する。

o次の人に自分のかん じょうし

たことをい多。 (「○○さん

ぼ くは正 _1円 と思
いますが、

○○さんは、いくらと思いま

すか。Jと いってか金を渡す。)

など 2～ 3人に発見され、 o児が

Y児 といっしょに通学路をかさえ

なか してくれる。 o児が建物など

いいながら。 (みんなといっしょ

に通学路を通ってY児の家へ行っ

てからは、イ申間が Y児の帰 り方が

政ちがっていると注意してくれる

こともある。)

どんなことがねらえるか

oか金をひと,ずつ順に並べて か
ん じょうする。それを見ている途

中で、唆ちがっていることや、白

分の考えと違っているところの見

つけ られる人もある。はじめは 5

円硬貨を並べて⑤③とかいていた

のが重ねて∞ を 10円 と考える方

法は、いつの間にか理解可能な人

たちの間に滲透している。

O自 分なりの考えを、となりの人に

いわないとくか金がとなりの人に

動活習立塁児
羽
Ｅ

単
Ｊ

50円硬貨一
10円硬卜 1

5円硬貨一

l個

9個

5個
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参 考 資 料

Or[:『

憲八貰ilれ Iじ |

っか り見てる。     l
|

|

渡せないという方法も、

き出す上でよい。

ことばをラ|

I児

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩

⑤ ⑤ 跡〔田君
⑤ ⑤  ぼくは
⑤ ①  265

円と思

いますが、数田君

はどうですか。J

M夫

③ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

∞ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑤ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

∞ ⑩ ⑩ ⑩

「総ちゃん。ぼ くは

265円 と思います

が、聡ちゃんはいく

らとノ電承し`ますか。J

S夫

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

50円 と5円を

しばらく眺めて

いたが、⑤

⑤

⑤

⑤

①
⑤

⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩

「 ぼ くは 2懸 ありました

が、はるお さんはどう

ですか。J

l個ずつ見せると、か金の

数字を見て獲I眸と正しく
いえるが、みんなで何円と

いうことは1/1難 。

⑩

⑩

⑩

⑩

⑩

⑩

K児 甕Mttl・r. M夫 (上記)と 全く同じ。:

H夫 並べ方は Mtt Q鐵め と全く同じであるが「 255円 Jと言っている。他児が同じよう

に並べて 265円 といっていても気づかない。

Y児

⑤ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑤ ⑤ ⑤ ⑩

⑩ ⑤ ⑩ ⑩ ③

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

「・・・」

Fど うぞ」

0児

ならべ方は、 M児 と全 〈同じであるが、

19個並べた時、 20個 目の場所に 5

円硬貨を 2個おきながら

「 10円 の相棒が ひとつ足りないか

ら5と 5で 10だからね それてこ

こへ 5円ふたつかくの。」

と、しっかりした説明をしてくれた。鳥ヽ金の種類など気にもとめず、どんどん

並べる。時 々、小さな声ながら「 サン」「

二J「サン』など言ってねるのがきこ費_る 。
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3月 学級会 (学級委員をえらぶ )

うね。

o児 なかみちゃん

H夫 ぼ くも なかみちゃん
I児 ぼ 〈はちが多 数田くん

K児 そしたらぼ くは猪田〈ん

M児 そや 猪田〈ん
みんないろいろ言ってくれた

けど、どの人にきめるか、こ

れから1分間考えてください。

きめた人を、この紙に書いで

ちょうだい。

○児 何でその人にするか、わけ も書 くの

しょう。

M児  しょう しょう。

H児  しょう しょぅ。
そんなら、わけもかねてね。

参考資料 (投 票用紙 )

o児  なおみちゃんがょ棒と思います。そのわけは、なかみちゃんは大きいし、た軽じ
ょう(だ )か らいいと思棒唆す。

H児  なかみちゃス/がいい、そのわけは でっかいでいい。
I児  なかみちゃんが よいといいました。 (多 くの人のいうようにかえている。D
M児  なかみちゃんが よい。せいがたかい。
K児  なかみちゃん

N子 はるかちゃん だ、さいから

-97-
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Y児 |こ すぎやす 2134 みんなが、次々にいっているが何もわからない。

隣席の人から「やっちゃんはだれがよいの ?」 とたずね

ても、にやっと笑っているだけ 。N子の方を指さして、

「 なかみちゃんか ?」 といっても強くかぶりをふる。

llF番にたずねても、イエスの答えは得られない。

Y児の一番苦手な時間なのかもしれない。

お わ りに

この人達の言語能力を考えるために、P.L.Sの 言語能力検査法の研究紹介での S ttnnor

の行動理論に ヒントを得 て私のクラスの中でも、 とりわけ障害の重いY児の言語能力を新 し

移視野に立って理解することができた。

しかしなが ら、この彼の言語をうけ入れて〈れている仲間 (Y児をとりまく人々 )が育っ

ていなければ、それは、有効な言語能力とlrlな り得 ないと思 うのである。

一
鍵

一





費 鰤

学 習 参 加 度 の 調 査

年  組  番 名前

つぎのしつもんをよ《読んで、思ったとおりにこたえてくださ機。こたえは、イ、職亀ハ

⑮うちの一つをえらんで○をつけてくだされ。

1 轟まと総た問題がかもしろかったですか。
イ はい   戦 どちらでもない、  ハ いいぇ

2 い唆といた問題の内容がよくわかりましたか、
イ は総   口 どちらでもない   ハ 軽いえ

S いまといた問題をもっとやりたいですか。
イ はい   口 どちらでもない   ハ れいぇ

4 いまの問題を、 inっ しんにといていくことができましたか。
イ はい   コ どちらでもない   ハ いいぇ

ら 換まの問題をと偽ているとき、グループの話し合めに熱心に参加でき唆したか。
イ はい   爾 どち各でもな機、  ハ い軽ぇ

6 吟まの問題をグループでといて撚て、たのしかったですか。
イ は級   露 どちらでもな纂、  ハ いいぇ

7 もついちどグループで問題をとくとしたら、級甕と同じグルーー/~℃人といっしょになりた
軽ですか。

イ は続   口 どちらでもない。  ハ 軽いぇ
轟 ダルーフ・の人たちは、問題をどのようにとくかにつ幹て、熱心に話しあれ唆したか、

イ はい   口 どちらでもな機、  ハ 続いぇ
9 ダループの人たちは、かたがいに協力して問題をときましたか。

イ はい   目 どち場でもな操   ハ 醗偽ぇ

☆備考  実施にあたっては中学年のみ「い唆の問題を」とい うところを

「 きょうの勉強は」になかして実施 した。
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学 級 集 団構 造 の剰査

組 番 名前

これからみなさんにやっていただくちょうさlr■、らなさんの とんか機のぺんきょうにつ

いて し毎べようとするものです。このちょうきはだれにもみせませんから らんじんじて

いごろのみなさんが かもつているままをしょうしきにこたえてください。

年

ol-4と 910の といには イ ロ ハ

の うちのひとつだけに○をつけなさい。

1 あなたはこんかいのべんきょうで

イ いつもみんなのせんとうになっていた。
口 ふつうであった。
ハ せんとうに ならなかった

2 あなたはこんかいのぺんきょうで

イ みんなから たよりにされた

露 ふつうであった
ハ たよりにされをかった。

3 あなたはこんかいのべんきょうで

イ みんなにすかれていた
口 ふつうであった
ハ きらわれた

4 あなたはこんかいのべんきょうで

イ みんなにきやす く、はなしができた。
口 ふつうであった。
ハ きやす く、はなしがてきなかった。

o5～ 8ま では、ひょう1/C Cヽ △ 、X

のうちの かとつをかきいれなさい。

5 あなたのがっきゅうで、こんかいのぺん

きょうをするとき

・いつも みんなのせんとうになっていた

ひとは。・・……・・・…………………
00。・・00

・ ふつうのひとには・00……………・・。…△

・せんとうにならなかったひとには・・・X

6 あなたのがっきゅうで こんかいのべん

きょうをするとき

0みんなから たよりにされていたひとに

は00……・・000・・・・̈・・・・…・・・…………0…○

・ ふつうのひとには・・・…………………△

・たよりにされなかったひとには……X

7 あなたのがっきゅで、こんかいのべんき

ょうをするとき

。みんなにせかれていたひとには……○

oふつうのひとには000…………………△

・ きらわれていたととには・。・………… X

8 あなたのがっきゅて、こんかいのべんき

ょうをするとき

・ みんなにきやすく、はなしかけられたひ

とには0・・………………………・・・・・・…○

・ふつうのひとには・・・…………・・・……△

・ きやすくはなしかけられなかったひとに

は・・・………・00-・・・…………………… X
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9(1)あ なたは こんかいのまいじかんのべんきょうで、めあてがわかって べんきょうし
ていましたか。

イ は い   口 どちらでもない   ハ いいえ
(2)あ なたは こんかいのべんきょうのしかたが、 よくわかっていましたか。
イ は い   口 どちらでもない   ハ いいえ
(3)あ なたは こんかいのべんきょうを みんなといっしょに、たのしくやってきました
つヽ。

イ は い   口 どちらでもない   ハ いいえ
臥)(1)みんなは こんかいの まいじかんのべんきょうで めあてがわかってべんきょうし
ていましたか。

イ は い   コ どちらでもない   ハ いいえ
(2)みんなは こんかいのべんきょうのしかたが、よくわかっていましたか。
イ は い   爾 どちらでもない   ハ いいえ
(3)みんなは こんかいのべんきょうを たのしくやってきましたか。
イ は い   爾 どちらでもな膝   ハ 続いぇ

ソ≫ォメ トリツク (グループ)調査  《申:高学年用》

年  組  番 名前

これは、みせあってやってはいけません。

あなたは、このクラスのだれとグループになって、いっしょに勉強 してみたいと思いますか。

hつ しょに勉強 したいと思う友だちの名前を3人、左からll■に書いてください。 お友だちの

墓前は、男子でも女子で もよろしい。また、ひらかなで書いてもよろしい。

友だちの名前

それでは、 ぎゃくに、 あなたがいっしょに勉強した くな軽と思 う友だちの名前を3人、左か

ら順に書いてください.

3人いない時は、 あるだけでよろしい、また、ひらかなで書いてもよろしい。

友だちの名前

1                      2  ~                   3
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録授

授業記録 の様式

(1)学習指導過程の記録用紙

指 導 内 容

―
―

一

―
一 一 一

―

|  

一
~~~‐ ~

学習計画につ1課題提示

|

応答 1挙手

|

|

|

備   考

・事前テス トの

結果を見て、

できていな機の

軸‐二‐‐‐

一

積 極 的
。

―
―
‐―
‐
卜
Ｆ
片
―
｝

てて話し合 う10HP使用
。各問題の出来、

不出来をたずね

る

-\-. -\-'-\,..-rl r1-, -\-/\-'1-A.-1.-

観察者

注 0グループ評価 5段階の項いずれかに○印を、個人の評価 グループ成員個 の々評価で、
○△×印をする パズ記録は話したllX番を記入し、授業の後で録音と照合する。
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瑾科学習 事前鬱事後。は持テスト渕題
2年 なまえ (       )

① 二つのいれものに せっけんと水とがはいっています。水か せっけんかを見わけるには
どうすればいいでしょう。三つかきなさい。

〔                          )   (                       )   (

② せっけんが水にとけて棒〈ようすをしらべましょう。
oえのせっけんはどこからとけていくでしょう。つぎの一つにOを し

なさレ、

(外から  中か ら  下から )
oコ ップの中の水は どのようにかわっていくでしょう。
つぎの一つにOをつけなさい。

(水が自くにごる 水が赤くにごる 水はすきとかった唆峻 )
下のじっけんでせっけん水が早くとけるじゅんに ばんごクをつけなさい。
C水の多ょうも せっけんの多ょうもかなじ )

勒    聯 一>(
③

④

t,
せっけんを早〈とかすにはどうしたらよいでしょ

つみつけて ( )の 中に○をかきなさい。

鴨→,()
う。つぎの中からよいとかもうものを三

C )水にとかす。

〔 )か き崚わす。

( )ゆ にとかす。

( )そ っとしてかく。

( )小さくけずっていれる。
( )大 きなかたまりをた くさんいれる。

⑤ えのように こなせっけんを水にいれたら せっ1/―lんはぜんぶとけ唆した。
t/‐・ちばんこ棒せっけん水に○ いちばんうす移せっけん水にXを 〔 )の 中にかな楼しょう。
∽  σ

〆~ 
√ 逗≫

〆~~

C)()〔 ) (     )     C     ) (    )

なにないれた場③ じゃぼんだ査をつくろうとおもいますが せっけん水がこすぎるのです。
よ棒でしょう。  (           )
また うすすぎるときはなにをいれますか。 c

⑦ つぎのもののうち水にとけるものには○をつけなさい。
( )さ と多 ( )せんざい ( )かたくクこ ( )す な
く )ジュース ( )かがくず
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)

( )しか



理科学習 転移テスト問題

しかたについて下 のえをみて

2年  なまえ(

といにこたえなさい。 (1間 4点 )

か くざと

'のこな

いちばんおそいものを あ。

)

①

_卜 __か くざとう

あ～かの中でかくざとうのとけかたのいちばん早いものと

軽。う。え。お のきごうで ( )の中へかきなさい。

いちばん早移もの ( ) いちばんかそいものC

◎ あ機つ。え の中で移ちばん早くとけるのはどれですかく   )

③ 上の絵のほかにもっと早くとかすにはどうするとよ移でしょう。

(2)せ っけんが水とゆとどちらが早くとけるかをくらべるのに つぎのようにしま

よいことlr4は○ ぃけないことにはXを C )の 中にかきなさい。

① かなじ大きさのコップを用いした。      (   )

② ゅよりも水を少し多くした。         C   )

③ 水の方にはせっけんをすくなくいれた。    (   )

④ 水もゆもおなじ分りょうだけコップにいれた。(   )

⑤ 水を入れたほうだけ かきまぜた。      (   )

③ ゆのほうは せっけんをすこし多くいれた。  (   )

(3)せんざいをとかした水と さとう水についてこたえなさい。 (1問 5点 )

○ なけたあとすきとかつて水とおなじように見えるのはどちらですか。(

② 自くにごったようになっているのはどちらですか。        (

③ せんざ移や さとりがとけるとつぶは見えますか 見えませんか。 (

④ すこしにおいがするのはどちらですか。             (

-104-
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い。
'。

え。か のきごうでこたえなさい。 (1問 5点 )

力り
え

|

l―

―

一

(5)せっけん水。さとう水.し ょくえん水(じお水)がはいったコップがあり唆す。下の①②③

の文をよんで⑤O① のコップに、なにがはいっているかを下の( )の中へかきなさい。
(1問 5点 )

① ②と○はす竃とかってい甕す。

② Oと のをゆびのさき1/Cつけてこすると すこしねばりけがあり唆す。

③ においをかぐと⑤だけは とくべつなにかいがあ夕ます。

①

②

　

③

ら。い。つ壼え。かの中で いちばん早くとけるのはどれですか。 (    )

また いちばんかそいのはどれですか。 (    》

みんなとけてしまったときのせっけん水で いちばんうすいのはどれですか。く   )

みんなとけてし唆ったときのせっけん7」Rで  こさがかなじであるのはどれと どれです

)と (   )
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事前・事後・は持・転移テスト結果  2年
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読解に関する事前・事後テスト問題
3年  氏名
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畿解に財すゐ転移テスト闘題

3年  氏名

警ぎのものがたりを読んで、もんだ幅に答えすじょう。

つめたい月の光で、こうこうとあかるい、夜ふけのひろい夜で した。

そこへ、北の方から、まっ白なはねを、ひわひわとならしながら、百羽のツルが、とん

できました。 (びをのば して、ゆっくりゅらくりと、とんでいるのは、つかれているから
で した。

なに しろ、北のはての、さび しいこか りの国から、ひるも夜も、やすみな しに、とびつ

づけてきたのです。

「 もぅ、ぁとひとぃきだ。みんな、がんばれょ。J

百羽のつるは、つかれたはねに、ちからをこめて、 しびれるほどつめた軽、夜の空気をた
たきま した。

それて、とびかたは、いままでよりも、すこしだけ、はゃくなりました。

のこりのちからを、だしきって、ちょっとで もはやく、まちにまっていたみず うみへつ

きたいので した。

するとそのとき、いちばん うしろからとんでいた、小さなこどものツルが、下へかちは

じめました。

こどものツルは、みん なに、ないしょにしてい峻したが、びょう気だ ったのです。ここ

までついてくるのも、やっとで した。

みんなが、すこしばかりはゃくとびはじめたので、こどものツルは、ついてねこうとし

て、しにものぐるいで、とびま した。

それが、いけなかったのです。あっといぅ唆に、はねが、 うごかなくなってしまったの

です。

だが、こどものツルは、みんなに、たすけをもとめようとは、か もいませんでした。

もうす ぐだ と、 ょろこんでいる、みんなのよろこびを、 こわしたくなかったからです。

だまって、 ぐいぐぃとおちながら、小さなツルは、やがて、気をうしなってしまいまし
た。

1.百羽の ツルは、つかれているので、どんなようすで とんでいま したか。 (行動の読み )

23なぜ、そんなにつかれていたのですか。 (行動の読み )
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3摯 ツルたちのとびかたが、今までより少 しだけはやくなつたのは、どうしたか らですか。

(行動の読み )

4. なぜ、そ うしたのですか。 (心情の読み )

5。 そのときの、こどものツルの気 もちは、どうだ つたで しよう。 (心
′晴の読み )

①

②

6。 こどものツルがおちはじめたのは、何が、どうなったからですか。(行動の読み )

7換 なぜ、そうなったのですか。そのわけを、三つ書きなさい。(行動
の読み )

①

②

③

8. はねがうごかなくなつてし唆つたときの、こどものツルの気もちは、どんなだっ
たでしょ

う。 (心清の読み )

①

②

り。こどものツルは、なぜ、たすけをもとめようとかもわなかつ
たのですか。 (心晴の読み )

lo魯 こどものツルは、どんな気もちのツルだとかもいますか。(心情
の読み )
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国語科 C羹字0講効 事擁0事犀かは持テスト問題

3年  氏名

1.次 の文章の、線を弓|いたことばについて、そのわけ (意味 )を書 きなさい。
①  口を作ると、ぺろりとしたを畠して、ゼペットをか らかいま した6(

② 「IIの人たちはつかまえようとしないで、グラグラわらっているだけです。うんよく か
まわりさんが来液した。 (           )

③ おまわりさんが、道のまん中にぐんと足を広げて 立ちふさがりました。(    )

④ 火ばちに両足をのせたま液、ねこんでしまいました。 (

⑤ ゼペットは、ようやくゆるされて、うちへ帰ってき楼した。 (

⑥ ゼペットは、しかたなく、なしの皮をむいてやりました。 (

⑦ ピノッキオlr■、はねるやら、とんだ返りをするやら、さんざんはじゃぎ回りました。
(                   )

③ 新しい足が一そろいほしいとなきわめきました。 (

⑨ 新しい本をかかえ、よるこび幹さんで学校へ出かけました。(

⑩ ピノッキオは、せっかくゼペットが買って〈れた本を売ってしまいました。〔    )

① 親方は、ビノッキオに感心して みんなをゆるしてくれましたも (

⑫ その目玉がゼペットをじろじろ見ました。 (

2.次のかん字に読みがなをつけましょう。

① 入場りょう   ② 物語   ③ まん足   ④ 夜明け   ⑤ 人形

3。  かん字で書き液しょう。

① 長いはな  ② 本をもつ  ③ 一ど  ④ ようふく  ⑤ じぬ
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算数料学習事前。事後チストM鷺
0年  氏名

さようのねだんと重うとの関係は 次の通 りです。問題に答えなさい。

重 さ 釣 )|

180

1。 この表のような重さとねだんの関係を何 といいますか。 答

さとうの重さと ねだんはどのように変わっていき唆すか。

重さに対するねだんの害J合はどれだけでしょう。

重さをの鞠 ねだんをy円 としてその関係を式1/7_か きなさい。

さとう5鞠 .6町のねだんはい〈らですか。

算数科学冒まま持テスト剰題

曜奪 氏名

くわかたムの歩く時間と通のりは 次の表の通りです。

1.こ の表の ような2つの量の関係を何 といい唆すか。

2. 時間 と道のりは どのように変わっていきますか。

3,時間に対する道のりの害J合は どれだけで しょう。

4e時間をお分 .道のシ老
『

θ驚とするその関係の式をかきなさい。

わ。時間が9時間の時の道のりはどれだけでしょう。
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ねだん (円 )|

答

答

答

答

２

　

　

　

　

３

　

　

　

　

４

　

　

　

　

５

答

答

答

答

答

6 1
|   |
3 i41 5

540
12011

|

|



第六学年 算数科学習転移テスト問題
氏名

1。 下の表は、 100″ が 150円の牛肉の重さとねだんの関係をまとめたものです。

重 さ (″ ) 100 300 400 600

ねだん (円 ) 150
|

4501600

０〇
　
一　
輔

２

　

一
　

３

① 重さが2倍 .3倍 .4倍 …0とふえるにつれて、ねだんはどのょうにふえてい楼すか。
② 800夕買ったときのねだんはイ可円ですか。
③ つぎの重さに対するねだんの害」合を分数で求めなさい。
二 重さ100夕 ,ね だん 150円
イ. 重さ 400夕 ,ねだん 6oo円

ウ.重 さ 700夕 ,ねだん 豊◇SO円

④ 重さに対するねだんの害り合は、いつもどうなって棒ますか。
⑤ このような関係にある2つの量は、どうなっているといいますか。
③ 重さをぉ艦、ねだんをy円 とすると、″とyと の関係は、どのような式に表わせ校すか。
⑦ つぎの ( )に あてはまる数やことばをかきなさい。
oこの″とyの関係を表わすグラフをかくと( )を 通る( )に なり唆す。
2. つぎのAは Bに 比例します。表のあいているところにあてはまる数を( )の中にかきなさ

レヽ。

3。 つぎの文で、″ とyと の関係を式に表わして、正比例するものに○を、 しないものに Xを
つけなさい。

1050

(y=

9=
9=

なさい。

① ( )正方形の 1辺の長さ″御と、まわりの長さy`z

② ( )1 5CZの ローソクの燃えた長さ″θ解と、残っている長さyθ舞

③ ( )底辺が 10`2の 平行四辺形の高さ″Cπ と、面積yσダ
4. 10ご′が 120円のしょうゆがあります。

① しょうゆの量を″ご〃、代金をy円 として、″とyとの関係を式にかき

‐‐115-
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あ  と  が  き

◇ 授業中、だまり続ける子。
一
この子 らは、話せな棒のだろうか。話さないのだろ うか。

話せないことはあるまい。なぜなら、休憩時は じゃぎまわっているのだから。

しからば、話さない子にしているのは何か。授業の形態ではなかろうか。 ―
こんなと

ころから取り組みはじめたバズ学習だが・……… 。

わたくしたちは、過去 3年間名古屋大学塩田先生のご指導を受けつつ、先進校の研究会にも

参加 して、パズ学習の基本性を確認 し、本校児童の実態に即 した学習指導を推進 してきた.子

どもひとりひとりが学習に主体的にいきいきと取 り組めるようにするため、学級内の集目的な

相互作用を育てることに着 目して研究を進めてきたのである。その結果、教育効果もそれなり

にあが りその研究に自信を持 てるようになってきた。

そこで本年度は、前年度までの研究を基盤に、ひびき合い磨き合 つ学習 (バズ学習 )はどの

ように子どもの進歩を うながす ことがで きるかをつきとめるべ く、さらに好唆しわ
バズ学習の

あ り方を求めて、塩 田先生のご指導を得 て実証授業を実施 じ、その結果を本紀要にまとめた次

第である。

ゎた くしたちの研究は、バズ学習のほんの間園までたどりついたにすぎないが、研究を深め

れば深めるほど新 しい問題にぶつかる。全職員がいつも一致協力して諸問題の解明にあた って

きたが、求める道は遠棒。教育の道は果てしない。わたくしたちの
パズ学習による授業改造の

ささやかな営みをご覧撼ただきご批判 。ご指導賜わ りたいことを′心から念じつつ
。・・…・・。

… … … … … … …

一

…
―
十 ~~―

◆

~

研 究 同 人

教頭  西 村 小 菅 融 宣

ｈ

ｆ

田 IIl

田 附

国 領

豊 田

滝

佐 野

竹 中

正次郎

昭 良

敏 子

農 典

孝 二

弥 生

由紀子

4く 梶

徳 永

速 水

藤 枝

北 村

小 林

和 子

美代子

正 llF

すゑ子

= 郎

春 江

田 俊 子

井 たか子

藤 市太郎

り|1征 子

部 清 和

野  さとる

前 田 き ぬ

塚 本 千 文

永 曾 由紀子

徳 田 慶 子

京 極 好 昭

布 施 恵 津

Ｔ

一ζ

里

石

阿

小

石

真
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